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学戦都市アスタリスク

10.龍激聖覇

三屋咲ゆう


ＭＦ文庫Ｊ



本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一章　一番弟子

　──界龍ジエロン第だい七なな学がく院いん黄おう辰しん殿でん、玄げん武ぶの間。

　広大な薄暗い空間に無数の石柱が立ち並ぶそこは、《万ばん有ゆう天てん羅ら》范フアン星露シンルーが鍛錬の際に好んで使う広間の一つだ。天井は遥はるか高く、足元は踏み固められた土。奥行きはどれほどあるのか見通すことはできず、石柱に据え付けられた仄ほのかな明かりだけがか細く闇を照らしている。

　その広間で、二つの人影が激しくぶつかり合っていた。

　一人はこの黄辰殿の主たる范星露、そしてもう一人はその一番弟子たる武ウー暁彗シヤオフエイだ。

「破っ！」

「ふむ……！」

　暁彗が大きく踏み込んで繰り出した掌しよう打だは、まともに当たれば小さなその身体からだごと吹き飛ばしてしまいそうなほどの力強さだったが、星露は事も無げにそれをいなした。

　しかし暁彗は踏み込んだ右足を軸に身体を回転させ、そのまま星露の足を払う。

　星露はジャンプしてそれをかわしたものの、暁彗の左手が印を切ると同時に足元の地面が棘とげ状に隆起し、空中の星露の身体を刺し貫いた──かに見えたが、今度は星露のその姿が陽炎かげろうのように揺らいで消えた。

「っ！」

　直後、暁彗を取り囲むように五人の星露が虚こ空くうから現れ、前後左右から同時に襲い掛かってくる。

　それでも暁彗は無表情のまま顔色一つ変えずに、背後に回っていた本物の星露の蹴りを受け止めてみせた。

　が、星露の一撃がよほど重かったのか、受け止めた暁彗の足元がクレーター状に窪くぼみ、びりびりと空気が震えるのがわかる。星露はさらにそこから飛び跳ねて回し蹴りを放つと、流れるような連撃を暁彗に叩き込んだ。

「……っ！」

　暁彗も一歩も譲らずそれを受け切ると、空気を切り裂くような鋭い蹴りで星露の身体を撥ね上げる。いや、正確には蹴りの反動で星露が自分から上空に跳んだのだ。

　星露が空中で何事かつぶやくと、虚空から燃え盛る火球が無数に出現し、暁彗目掛けて降り注ぐ。

　暁彗はその大柄な身体からは信じられないほど軽やかな動きで火球をかわしながら、石柱を足場にして星露に跳び蹴りを放ち、一方の星露も掌打でそれを迎え撃つ。

「……いやはや、何度見ても驚異的としか」

「言いようがないわね……」

　その様子を少し離れた場所から見学していた黎リー沈雲シエンウンと黎沈華シエンフアの二人が、呆あきれと感嘆が入り混じったような息を吐いた。

「本当にねー。体術もさることながら、呪じゆ符ふもなしに印と呪言だけであれだけの術を、しかもあんな一瞬でばんばか連発しちゃうんだからもー、師父も大師兄もホントとんでもないわ」

　双子の背後でセシリー・ウォンも大きくうなずいてそれに同意する。

　水派を取りまとめ、指導する立場にあるセシリーにこう思わせるのだから、やはり星せい仙せん術じゆつの分野においてもあの二人の実力は破格なのだろう。

「いや、でもさすがにそろそろお止めしないとまずいのでは？　今日はこれから試合なのですし、これ以上は……」

　そんなメンバーたちに、セシリーの隣に立つ趙ジヤオ虎峰フーフオンは一人気を揉もんでいた。

　何しろ今日は準決勝当日なのだ。試合自体はまだ半日以上先ではあるものの、これ以上星露シンルーの訓練に付き合って暁彗シヤオフエイが怪け我がでもしたら洒落しやれにならない。

「かかっ、そんじゃあの二人の間に割って入ってきたらどうだい？　できるもんなら、だけどねえ」

　と、石柱に寄りかかって腕を組むアレマ・セイヤーンがからかうように笑った。

　虎峰からしてみれば星露たちの組み手を前にあまりにも不敬な態度だが、アレマは星露の門下ではないので文句も言えない。

「……それよりもあなたは早く部屋へ戻って休んだらどうですか？」

　仕方なく、虎峰はそう言ってアレマを追い出しに掛かる。

　実際、アレマの身体からだは包帯だらけでまさしく満まん身しん創そう痍いと言っていい。それは昨日星露から言いつけられた仕事をこなしてきた結果だが、アレマは戻ってきてからまだほとんど睡眠も取っていないのだ。

「おやおや、あたいの心配してくれるとはありがたいねえ。ま、この組み手を見終えたらそうさせてもらうさ」

　言って、からからと笑うアレマ。そのタフさは驚異的だ。

「ところでさー、アレマ」

「うん？　なんだい、セシリー」

　そこでふいにセシリーがアレマに声を掛けた。

　気安い物言いからもわかるように、セシリーは普段からアレマとも仲がいい。

「あなたは師父と大師兄の訓練、もう何度も見てるんだよねー？」

「そりゃあたいはここに出入り自由だからねえ」

　虎峰たちチーム・黄龍フアンロンのメンバーが星露と暁彗の訓練を見学できるようになったのは、ごく最近のことだ。それに対してアレマはもっと以前から、二人の訓練を見てきたらしい。虎峰フーフオンにとっては素直に羨ましい話だ。

「大師兄の相手をする時の師父ってさー、なんかこう……いつもと少し違わない？」

「あー、そのことか……」

　すると珍しくアレマが表情を曇らせた。

「ああ、それは僕たちも」

「気になっていたところです」

　双子もアレマに顔を向ける。

「師父はさー、あたしたちに稽古をつけてくれる時でも、いつもすっごく楽しそうじゃない？　なのに大師兄の相手をしてる時は、そうでもないって言うか……」

「それは大師兄が単純にお強いから、師父にも余裕がないというだけでは？」

　虎峰が最も無難そうな答えを口にすると、セシリーは納得できないという風に口を尖とがらせた。

「えー？　虎峰、それ本気で言ってるの？　師父は入門希望者の相手をする時だって笑顔なんだからさー。つまり強さは関係ないって言うか、むしろ相手が強ければ強いほど燃えるタイプでしょうに」

「それは……まあ、そうですね」

　確かにそうだ。

　星露シンルーは仮に──そんなものがこの地球上に存在するかどうかは別として──自分がまるで歯が立たないような相手に挑む時にこそ、最高の笑顔を浮かべていることだろう。

「でも、だったらなぜ……」

「んー、こいつは以前星露が暁彗シヤオフエイを評して言ったことなんだけどねえ。──曰いわく、『あやつは儂わしの作り上げた最高の失敗作じゃ』だとさ」

　ぽりぽりと頭を搔かきながら、どこか言い辛そうにアレマが視線を逸そらす。

「最高の失敗作……？」

　意味がわからない。

　弟子のことを言っているなら、星露にとって暁彗はそれこそ最高傑作のはずだ。悔しくは思うが、まだまだ虎峰もセシリーも、他の門下の者も誰一人として暁彗には及ばないのだから。

「ああ、いけないねえ。ちと喋りすぎちまったかい。それじゃあっちも終わったみたいだし、あたいはこれで失敬するよ」

　アレマの言葉に視線を戻すと、星露と暁彗の稽古はまさに今終わったところだった。えぐれた床と、砕けた石柱の数々がその激しさを物語っているが、見たところ暁彗には──そして当然星露にも──怪け我がらしきものは見当たらない。

　虎峰フーフオンはまずはそのことに、ほっと胸を撫なで下ろした。

「あっ！　アレマのやつ、逃げたなー！」

　セシリーの声にはっと振り向けば、その通りアレマの姿はすでになかった。全員が一瞬星露シンルーたちに注意を向けた隙に逃げたようだ。相変わらずその気配の絶ち方は天才的としか言いようがない。

「ほほ……皆、待たせたのう」

　と、そこへ暁彗シヤオフエイを連れ立って星露がやってきた。

　その場の全員が、一斉に膝をつく。

「師父、そして大師兄、見事なお手並みでした」

　代表して虎峰がそう述べると、星露はからかうように笑った。

「ぬかせ、虎峰。終盤あたり、ぬしらがお喋りに興じておったのはわかっておるぞ」

「うっ！　そ、それは……」

　あの状況でどうやって察知したのかはわからないが、星露を相手にそれを言っても今更だろう。

「まあよいわ。事実、儂わしとこやつの手合わせなど、見ていて面白いものでもないからのう」

「そ、そんなことは……！」

　溜め息を吐く星露に、虎峰は慌てて首を横に振った。

「構わん。所詮、つまらぬ日課よ」

「……」

　ちらりと星露の背後に視線を向けると、暁彗は無表情のまま静かに控えている。星露の言葉をどう思っているのか、少なくとも傍からは察せられない。

「そんなことより、今日はあの星せい導どう館かんの小僧共との試合であろう。つまらぬ試合で儂を失望させるでないぞ」

「もちろんですとも、師父。我々に敗北はありえません」

「必ずやご期待に応えてご覧に入れましょう」

　双子が恭うやうやしく頭を下げ、仰々しい言葉を紡ぐ。

「ふん、今更ぬしらの勝ち負けなぞどうでもよいわ。肝心なのはその内容じゃ」

「無論、そちらも心こころ得えておりますとも。今回は師父の無む茶ちやなオーダーもありませんし、ぱーっと派手にいかせてもらいますから」

　セシリーはそう言って、星露に不敵な笑みを向ける。

　アレマほどではないが、セシリーも星露に対してあまり物もの怖おじしないほうだ。

「ほほう、ならば楽しみにしておくとするかのう。──ああ、暁彗。ぬしは会場へ向かう前に、ちと儂のところへ顔を出せ」

「……御ぎよ意い」

　頭を下げる暁彗シヤオフエイを一いち瞥べつした星露シンルーがぱちりと指を鳴らすと、その姿はまるで煙のように搔かき消えた。

　　　　　　　　＊

「──皆さんには大変なご迷惑をおかけしました。改めて、お詫わびいたします」

　夜吹の一族ナイトエミツトによる襲撃から一夜明けた、《獅鷲星武祭グリプス》準決勝当日の控え室──そこへやってくるなり、クローディアは深々と頭を下げた。

　そのクローディアらしからぬ殊しゆ勝しような態度に、チーム・エンフィールドの面々は一瞬顔を見合わせる。

　ユリスなどは昨日に引き続きもう二、三軽い小言を言ってやろうと待ち構えていたのだが、こうも素直に謝られると怒るに怒れないのか、こほんと咳払いをしてから腰に手をあてた。

「ま、まあ、それはもういい。それよりも、身体からだのほうは大丈夫なのか？」

「ええ、治ち癒ゆ能力者の力は本当に素晴らしいですね。今回の件では特にペナルティもありませんでしたし」

　クローディアはそう言って、にっこりと笑った。

　治癒能力者による治ち療りようは確かに効果的ではあるものの、《星武祭フエスタ》においてはペナルティの対象となる。具体的に言うと、《星武祭》で負った傷を治癒能力者に回復させてもらった場合、その時点で《星武祭》への参加資格を失うことがあるのだ。

　とはいえ、治癒能力者の治療を受けるということは命に関わるような重傷であることを意味しているため、実際には選択肢はないに等しい。

「それでもまあ、さすがに万全とまではいきませんが……」

　クローディアの胸の傷は完全に治療されていたが、他の傷や疲労はそうもいかない。コンディションとしてはお世辞にも良好とは言えないだろう。

「ただ、私としては皆さんのほうが心配です。無理をされてる方はいませんか？」

　そして、それは綾あや斗とたち他のメンバーも同様だった。

　綾斗は英えい士し郎ろうの父である憮ぶ塵じん斎さいと、ユリス、紗さ夜や、綺き凛りんの三人は影かげ星ぼしや夜吹の一族の手の者と死闘を繰り広げていたのだ。大きな怪け我がこそないものの、やはり疲れは抜け切っていない。

　中でも特にユリスと綾斗はかなり厳しい状況だった。昨日惜しみなく能力を使って闘っていたユリスと、封印解除の反動がまだ残っている綾斗は──それでも第一段階の時のように動けなくなるほどではなく、身体が重い程度なのは幸いだったが──どこまで力を発揮できるかわからない。

「まあ、それでもやるしかないからね」

　綾あや斗とがそう言うと、隣に立つ紗さ夜やがこくんとうなずいた。

「そう。今大事なのは、今日の試合にどうやって勝つか。そして、そのためには……クローディアの作戦が必要」

「まあ、悔しいが今の私たちではチーム・黄龍フアンロン相手に真っ向勝負というのは荷が重いだろうからな」

　ユリスも仏頂面で紗夜に同意する。

「わかりました。それでは……」

「あ、あの、その前に──」

　と、それまで黙っていた綺き凛りんがおずおずと手を挙げた。

「ク、クローディア先輩は、まだその……《パン＝ドラ》を……？」

　その問いに、他のメンバーもはっとした顔でクローディアを見る。そもそも昨日の夜吹の一族ナイトエミツト襲撃の原因は大元を辿たどれば──いや、それよりもずっと以前から、クローディアに破滅的な夢を追い求めるよう仕向けてきたのは、全てその純星煌式武装オーガルクス《パン＝ドラ》だ。すでにここにいる全員が、その事実を知っている。

　こうなった以上手放してもおかしくないし、むしろそのほうが自然だろう。

　しかしクローディアは平然と微笑ほほえむと、ホルダーから《パン＝ドラ》の起動体を取り出して見せた。

「ええ、別段私はこの子を恨うらんでいるわけではありませんから。この先を勝ち抜こうというのであれば、どうしてもこの子の力は必要です」

「おまえがそう言うのであれば、止めはしないが……」

　そう言いつつも、ユリスの表情はあまり納得しているようには見えない。

　実際それは綾斗も同意見だった。いくら破格の能力とはいえ、《パン＝ドラ》はあまりにも危険すぎる。

「ふふ、心配ありませんよ。……と言っても素直に信じてはもらえないかもしれませんが、少なくとも今の私は以前よりもこの子との付き合い方を理解できているつもりです。それに、私はまだまだこの子の力を全て引き出せているとは言えないようですし」

「……《パン＝ドラ》にまだ別の能力が？　それはどんな？」

　紗夜の問い掛けに、クローディアはゆっくり首を横に振った。

「さあ、なんとなくそんな感じがするというだけですから、なんとも」

「なんだそれは。いい加減だな」

「とにかく、私のことは心配無用です。もし何かあったとしても、皆さんがいてくれますからね」

　クローディアの言葉は冗談めかしたものだったが、それが照れ隠しだということが綾斗にはわかった。どうやら、クローディアも変わってきているようだ。

「ただし、申し訳ありませんが現在未来予知のストックは六十秒程度しか残っていません。夜吹の一族ナイトエミツトの方々から逃げ延びる際、かなり消費してしまいまして……。ですから、私は今後基本的には回避にのみこの能力を使うつもりです。当然、次の準決勝でも」

《パン＝ドラ》の未来予知はその性質上攻撃に使用するよりも回避に使用したほうが試行錯誤の回数が少なくてすむ。攻撃は二手、三手と続けた先の未来を読む必要があり、その分選択肢が増えていくからだ。

「で、その準決勝の具体的な作戦は？」

「まあまあ、そう焦らずに。幸いまだ時間には多少の余裕があるのですから、その前に一息入れましょう」

　急せかすユリスをよそに、クローディアは落ち着いた穏やかな笑みを浮かべて持参したドリンクを口に運ぶ。

　現在の時刻は正午。

　本来綾あや斗とたちの試合は夕方からだったのだが、その後に予定されていたもう一つの準決勝が不戦勝で試合がなくなったため、その分後ろにずれ込んで夜になったのだ。そのためまだ少しは身体からだを休めることができるし、こうして作戦会議に十分な時間を割くこともできる。

「ふむ……確かに少し前のめりになりすぎたか」

「そう、ですね。まずは落ち着かないと」

　ユリスが小さく息を吐いてうなずくと、綺き凛りんもほっと肩の力を抜いたようだ。

　昨日からいろいろなことがありすぎて、皆どこか気が張っていたようなところもあるのだろう。

「ならば、この機会に聞いておきたいことがある」

　と、そんな中一人変わらぬマイペースさを維持していた紗さ夜やがすっと手を挙げた。

「クローディアは綾斗に告白したのだろう？　その結果を知りたい」

「ぶふっ!?」

「げほっ！」

　唐突にぶち込んできた紗夜に、綾斗とクローディアが揃って噴き出す。

　特にクローディアはドリンクを飲んでいたところだったので、かなり危ういところだったようだ。顔を真っ赤にして口を両手で押さえ、ぷるぷると小刻みに震えながらゆっくりと紗夜を見る。

「い、いきなりなにを言い出すのですか……！」

　こんな打たれ弱いクローディアを見るのは初めてだ。

　ユリスや綺凛もそう思っているのか、驚いたように目をぱちくりとしている。

「だって、昨日の一件の大元を辿たどればそういうことになるのだから、綾あや斗ともクローディアの気持ちはもう知っているはず」

「そ、それは確かにそうですけれど……」

　クローディアは逃げるように視線を逸そらし、消え入るような声でごにょごにょとそうつぶやいた。

　その様子はなんとも可愛かわいらしい。

「えーと、紗さ夜や……そのことは……」

　一ひと先まず綾斗が説明しようとするが、クローディアがそれを制するように無言で手を伸ばしてきた。

「はぁ……」

　そして一度大きく深呼吸をすると、少し落ち着きを取り戻したのか──それでもまだ少し頰ほおは赤かったが──胸に手を当ててはっきりと言う。

「その件に関しては、私自身が昨日のような事件のどさくさに紛れて伝わったことをよしとしていません。ですから、いつかもう一度、その時はちゃんと自分から綾斗に気持ちを伝えるつもりです。以上！」

「……なるほど、納得いった」

　紗夜はうんうんとうなずいた後、ほっとしたように小さく笑った。

「ということは、まだ私のアドバンテージは生きているということ。安心した」

「なんと言いましょうか……紗夜は本当にすごいですね」

　クローディアはつくづく感心したとばかりに紗夜を見る。

「うん、もっと褒ほめていい」

「いえ、これは褒めているというか……まあ、それでいいです」

「ええい、今はそんなことを話している場合ではないだろう！」

　すると、そこで我慢も限界といった顔のユリスが怒鳴り声を上げた。

　見れば先程のクローディアに負けないくらい、ユリスの顔も高潮している。

　そして、その隣の綺き凛りんも同様だった。

「そ、そうですよ……！　クローディア先輩、準決勝戦の話の続きを……」

「あー、はい。それでは……」

　綺凛に促されたクローディアは、こほんと咳払いをしてから携帯端末を取り出す。

「それではまず簡単な分析からいきましょう。チーム・黄龍フアンロンの特徴として、五人全員が近接戦闘もこなせる攻撃手であるということが挙げられます。が、その分彼らはあまりチームプレーというものに重きを置いていません。連係よりも個人の判断を優先しているようですね」

　クローディアはそう言いながら小さな空間ウィンドウを五つ展開し、それぞれにチーム・黄龍フアンロンのメンバーを映し出した。

「とはいえ、だからといってチーム・黄龍に役割分担が存在しないというわけではありません。遊撃手としてチーム全体のサポートを行っているのが、綾あや斗ととユリスが《鳳凰星武祭フエニクス》で闘った黎リー兄妹きようだいです。この双子が多用する幻惑系の星せい仙せん術じゆつは、チーム戦において極めて有効に機能していると言っていいでしょう」

「連係はしないのに、サポートは行っているということですか？」

　綺き凛りんの言葉に、クローディアがその通りとうなずいてみせる。

「双子が星仙術を使ってチーム・黄龍に有利な環境を作り、他のメンバーは適時それを利用するといった形ですね。ですから、とても連係とは呼べません」

「なるほど……」

「というわけで、この双子は私が抑えます」

「えっ？　クローディア一人で？」

　綾斗は驚いて声を上げた。

　確かにあの双子は他のメンバーよりも若干格下ではあるかもしれないが、それでも十分な強敵だ。それは実際に闘った綾斗だからよくわかる。何よりも、あの双子は試合の流れを組み立てるのが抜群に上う手まい。攻撃を他に任せることができるチーム戦では、より脅きよう威いになるだろう。

「もちろんユリスや紗さ夜やにサポートをお願いすることになるでしょうが、彼らの相手をするには私が一番適任でしょうから」

「適任？　どういう意味だ？」

「簡単です。彼ら以上に私の性格が悪いから、ですよ」

　あっけらかんと言ってのけるクローディア。

　うなずいていいものかどうか迷ったが、確かにこちら側であの双子と化かし合いができるのはクローディアだけなのは否定できない。ユリスと綾斗は、少なくともその分野では《鳳凰星武祭》で完敗を喫しているのだから。

「もっとも、ユリスと紗夜には《雷らい戟げき千せん花か》と《天てん苛か武む葬そう》のお相手をしていただかないとなりませんので、まずはそちらを最優先してください」

　クローディアはそう言って、二つの空間ウィンドウをユリスと紗夜の前へと飛ばした。

　その片方には界龍ジエロンの学生にしては珍しいコーカソイドの女性──セシリー・ウォンが、もう片方には以前グラン・コロッセオで顔を合わせたこともある趙ジヤオ虎峰フーフオンが映し出されている。

　空間ウィンドウの画面は二人の前でぴたりと止まると、すぐに試合映像へと切り替わった。すでに何度か目を通してはいるが、セシリーと虎峰が組んで出場した前回の《鳳凰星武祭》の試合だ。

　この時はまだセシリーは星せい仙せん術じゆつを習得していないため、二人とも典型的な界龍ジエロンの拳けん士しといった印象が強い。

　強いて分類すれば、セシリーがパワー型で虎峰フーフオンがスピード型だろうか。

　特に虎峰はこの時点でもかなり驚異的なスピードを誇っている。

「二人はこの試合映像よりもずっと強くなっているのは間違いありません」

「ふむ……相手にとって不足はないが、なぜ私と紗さ夜やなのだ？」

「私たちと相性がいいとか？」

「いえ、残念ながらそういうわけではありません。単純に消去法です」

　クローディアの言葉に二人は一瞬ぽかんとした表情を浮かべたが、すぐに不機嫌そうに眉を寄せた。

「……どういう意味だ。まさかふざけているわけではあるまいな」

「そのままの意味ですよ。あなた方にはどうしてもこの二人を抑えてもらわねばならないのです。何しろ──」

　クローディアはそこで一度間を取ると、今度は綾あや斗とと綺き凛りんに視線を向ける。

「残る一人……《覇は軍ぐん星せい君くん》は、綾斗と綺凛の二人がかりでも勝てるかどうかわからないのですから」

　その言葉に、全員がはっと息を飲むのがわかった。

「……やはりそこまでの相手か、武ウー暁彗シヤオフエイは」

　ユリスがごくりと喉のどを鳴らす。

　言われるまでもなく、この場にいる全員がわかっていたことではある。

　暁彗は強い。それも圧倒的に。

　だが綾斗も綺凛も、接近戦においては六学園でも最上位に入る実力の持ち主であることは、自他共に認めるところだ。その二人がかりでもまだ足りないかもしれないと言われると、さすがに言葉が出てこない。

「で、ですが、わたしはともかく綾斗先輩には《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》があります！」

　と、そこで綺凛が一歩前に出ながら言った。

「うむ、確かにそれは大きなアドバンテージだ。武暁彗も道士タオシーとはいえ、《魔術師ダンテ》であることには変わりない。まず純星煌式武装オーガルクスは使えないはず」

《魔女ストレガ》や《魔術師》は、その性質上純星煌式武装を扱うことが難しいとされている。

「それに綾斗は昨日、三つ目の封印を解いたと聞いた。それなら……」

「ああ、いや、あれは……正直難しいかな」

　紗夜が言っているのは英えい士し郎ろうの父である憮ぶ塵じん斎さいを撃退した時のことだろう。その経緯はすでに皆に話してあるが、綾斗としてはもう一度試してみたいとは思えなかった。

　姉である遥はるかが綾斗に施した封印は、どうやら段階的に解除できるようになっているらしい。そして綾あや斗とはまだ──漠ばく然ぜんとした手応えではもう少しでどうにかなりそうな感じもあるのだが──その条件を満たしてはいないようだ。

　だとすれば、最初の封印の時のように無む理り矢や理りそれを壊すような真ま似ねは極力避けたかった。

　何よりも、あの時はクローディアを助けるために必死だったからできたのであって、再度できるとは限らないというのが本音だ。

「確かにあの時の綾斗の力は驚異的でしたが……不確定要素であることには違いありません。作戦に組み込むのはやめておいたほうがいいでしょうね」

「むう、それもそうか……」

　クローディアの言葉に、ユリスも同意する。

「なんにせよ、今まで通りであるならチーム・黄龍フアンロンのリーダーは《覇は軍ぐん星せい君くん》その人です。つまりあの方を倒さない限り私たちは勝つことができません。お二人とも、よろしく頼みますよ」

　クローディアはそう言って綾斗と綺き凛りんの肩を叩いた。

「わかった、なんとかやってみるよ」

「は、はい！　わ、わたしも……がんばります！」

　二人揃ってうなずくと、クローディアは改めてメンバー全員をぐるりと見回す。

「無論、今言ったことはあくまで基本戦術であって、全員が状況に合わせて随時他のメンバーのサポートを行ってくださいね。では、続いて具体的な連係についてですが……」

　──その後、チーム・エンフィールドの作戦会議は試合が始まる直前まで続けられた。

　　　　　　　　＊

「うむ、美う味まいのう！　やはりぬしが淹いれた茶が一番じゃ！」

　花が咲き乱れる庭園の中に立つ瀟しよう洒しやな楼閣──そこが星露シンルーの自室だった。

　この部屋に立ち入ることを許可されている者は、当代においては暁彗シヤオフエイ以外に存在しない。いや、そもそも他の者はこの庭園にさえ辿たどり着くことができないだろう。黄おう辰しん殿でんの中はあちこちの空間が拡張され、また捻じ曲げられているが、中でも最深部にあたるこの一帯はそれが著しい。

　外では日ごとに空気が冴えて渡り、秋が深まりつつあるというのに、ここはまるで春のまま季節が止まっているかのようだ。

　そしてこの押し留められた春の景色は、常に暁彗の古い記憶を──あの日の憧しよう憬けいを疼うずかせる。

「暁彗、もう一杯淹れてもらおうかのう」

　と、窓辺に設しつらえられた椅子に座って足をぷらぷらとさせていた星露シンルーが、茶器をちんと指で鳴らした。

「……御ぎよ意い」

　背後に控えていた暁彗シヤオフエイは今出してある茶器を下げ、改めて別の茶器を準備する。

　少し考えてから次の茶葉は黄こう山ざん毛もう峰ほうを選んだ。星露は気まぐれで、どういった茶をどの按あん配ばいで飲みたいか直接言ってくることもあれば、すべてを暁彗に任せることもある。もっとも比率で言えば、後者のほうがずっと多いだろう。まるで自分自身でそれを見抜けとでもいうように。

　そう。星露は肝心なことほど言葉にしない。

　だから暁彗は常に迷ったままだ。

　なにをどうすればいいのか。

　どうしたら星露は満足してくれるのか。

　愚直で蒙昧な弟子は、ただそれだけを思っているというのに。

　暁彗にできることといえば、精々がその時飲みたいであろう茶を選び当てることくらいだ。

「お待たせ致しました、師父」

「ほほ……良い香りじゃ」

　湯飲みを口元に運んで香りを楽しみ、星露が無邪気に笑う。

　この薄い黄緑色の茶は沸騰した湯で淹いれても苦味が出ない。口あたりはまろやかで、仄ほのかな甘味が星露の好みにも合っているはずだ。

「さて……暁彗」

「……はっ」

　一口茶を味わった星露が、すっと目を細めて暁彗を呼ぶ。

　暁彗が傅くと、星露は優しく穏やかな声で言った。

「──此こ度たびの準決勝、期待しておるぞ」

　その言葉に、暁彗は身体からだ中の血が沸き立つのを感じた。

　無論、やることは変わらない。どんな時であろうと暁彗は星露のために全力を尽くすだけだ。

　ただ、その言葉を星露から賜ったことは、暁彗にとって特別なことだった。

「全霊をもって、師父のご期待に応えてみせましょう」

「……うむ」

　星露は満足そうにうなずいた後、無造作に刀印を切る。

　すると部屋の中央に光の筋が走り、まるでそこから裂けるかのように別の空間が広がった。

　その先はシリウスドームの控え室。

　他のチーム・黄龍フアンロンのメンバーが跪く中、暁彗シヤオフエイは師に向かって恭うやうやしく包ほう拳けん礼れいを取ってから、そこへ足を踏み出した。


第二章　準決勝

「あ、あの、ごめんなさいです！　わたし、その、ちょっとおトイレに……！」

　一応の作戦会議も終わり、もう間もなく入場という頃。

　ずっとそわそわと落ち着かなかった綺き凛りんが、そう言ってぺこりとお辞儀をしてから控え室を出て行った。

「……」

　その様子を見ていた綾あや斗とも、ほどなく立ち上がって他のメンバーに声をかける。

「っと、ごめん。俺も少し出てくるよ」

「……お願いしますね、綾斗」

　すぐに気がついたクローディアにうなずいてみせた後、控え室を出て周囲を見渡す。

　このあたりは選手以外立ち入り禁止なので、がらんとしていて人の気配もほとんどない。

　ただステージのほうからは試合開始を待ちわびている観客たちの熱気と興奮が、遠い地鳴りのように伝わってくる。

　ステージへ通じる道とは逆方向へ足を向けると、すぐに綺凛は見つかった。

　通路の壁際に立ったまま目を瞑り、精神統一をしているようだ。

「──綺き凛りんちゃん」

「っ！　あ、綾あや斗と先輩……！」

　綾斗が名前を呼ぶと、綺凛はびくっと身を竦すくませてから目を開き、ばつが悪そうに苦笑した。

「もしかして……気を遣わせてしまいましたか？」

「そういうわけじゃないけど、珍しく緊張してるみたいだったからさ」

　すると綺凛は千せん羽ば切きりへと手をやり、その柄つかをぎゅっと握る。

　綺凛は確かに引っ込み思案で恥ずかしがりやな性格だが、こと闘いに関しては気後れするようなことはない。

　どんな強敵が相手であろうと真っ向から対たい峙じし、仮に敗れることがあっても後悔するような闘いはしない──そんな鑑のような剣士だからだ。

「えっと、その……ちょっといろいろと考えてしまって」

「いろいろ？」

「だって……この試合はわたしだけのものじゃありませんから」

　なるほど、そういうことか。

　確かにチームの一員として闘う重責というのは、また別の心構えが必要な問題だろう。

　ましてや作戦の要として、あの《覇は軍ぐん星せい君くん》の相手を任されたとなれば。

　綺凛自身も父親を助けたいという願いを抱えてこの《獅鷲星武祭グリプス》に臨んでいるわけだが、そういった事情はユリスにも綾斗にもある。

　故国のために。

　姉のために。

　形は違うが、クローディアや紗さ夜やも相応の想おもいと覚悟をもって闘っている。

　そういった様々なものを背負っているのだと考えれば、緊張するなというほうが無理な話だ。

「……綺凛ちゃんは本当にいい子だね」

　綾斗はしみじみとそう思いながら、綺凛の頭を優しく撫なでた。

「あ……」

　綺凛は少し驚いたような顔で綾斗を見上げ、すぐに嬉うれしそうにはにかんで俯いた。

「こうして先輩に撫でてもらうの、なんだか久しぶりです」

「……そうだったかな」

　意識していたわけではないが、言われてみればそうだったかもしれない。

　綺凛はそのまましばらく黙っていたが、やがて顔を上げ綾斗の目をまっすぐに見て言った。

「……ご心配ありがとうございます、綾斗先輩。でも、大丈夫です。私が緊張していたのは、それだけじゃありませんから」

「え？」

「実は、少し嬉うれしかったのです。こうして背負う、チームの一員としての重みが」

　綺き凛りんの瞳はただまっすぐ前だけを見ていた。

　そこには迷いや曇りは一切ない。

「はは、どうやら余計なお世話だったみたいだね」

　綺凛は強い。

　綾あや斗とが思っているよりも、ずっと、ずっと。

「い、いえ、そんなことは……！　おかげで、気負いが抜けました」

　綺凛はあわあわと手を振って、深々と頭を下げた。

「そっか……でもそういうことならそろそろいこう。みんなが待ってる」

「はいっ」

　綾斗が歩き出すと、綺凛もその後をついてくる。

「──」

「え？」

　その時、綺凛がなにかつぶやいたような気がして綾斗は振り返った。

「あ、いえ、なんでもありませんから……！」

　確かになにか聞こえたと思うのだが……。

「──おい、二人とも遅いぞ！」

　と、ふいに通路に響いたその声に視線を向ければ、控え室の前にはすでにユリスたちが待っていた。

「ほらほら、急いでください。そろそろ時間ですよ」

「遅刻は厳禁」

「……いや、おまえがそれを言うと微妙に説得力に欠けるが……」

　いつも通りの、にぎやかな他愛のないやり取り。

　それを見て綺凛がくすりと笑う。

「こっちはいまいち緊張感がないなあ……」

「でも、すごくほっとします」

　まあ、それは言えているかもない。

　綾斗は軽く息を吐くと、気持ちを切り替えて皆に言った。

「よし、それじゃ──勝ちに行こうか」

　　　　　　　　＊

『さぁ！　ついに迎えた第二十四回《獅鷲星武祭グリプス》準決勝！　残す試合はこれを含めてあと二つとなりました！　すでに不戦勝により決勝進出を決めている聖ガラードワース学園のチーム・ランスロットと頂点を争うことになるのは、果たして果たしてどちらのチームなのか！　まずは東ゲート！　今期の《鳳凰星武祭フエニクス》を制覇したタッグを要する優勝候補の一角！　先の準々決勝ではクインヴェール女学園のチーム・ルサールカとの激闘を制し、星せい導どう館かん学園としては久方ぶりの《獅鷲星武祭》ベスト四まで駒を進めてきたチーム・エンフィールドー！』

　実況の梁やな瀬せミーコの声が高らかと響き渡るシリウスドームは、今日も当然のように超満員。ゲートが開いた瞬間から、耳を劈つんざくような大歓声が綾あや斗とたちに降り注ぐ。

　ステージに向かって展開するブリッジに踏み出した綾斗は、眩まばゆい照明に思わず手をかざした。

『この試合のチーム・リーダーはエンフィールド選手のようでありますな。噂うわさによると昨日ちょっとしたトラブルから治ち療りよう院に担ぎ込まれたらしいのですが、どうやら試合に支障はなさそうであります』

　すでに解説の柊ひいらぎ静しず薙なの元にも、その情報は届いているらしい。ということは、おそらく他の学園にも知れ渡っているということだろう。

『そーしてそして！　西ゲートから姿を現したのは、その全員が《冒頭の十二人ページ・ワン》！　予選ではたった一人で星導館学園の序列四位《氷屑の魔術師フリームスルス》ネストル・ファンドーリン選手率いるチーム・ヒュノスティエラを圧倒した武ウー暁彗シヤオフエイ選手を中心として、チームメンバー各々が攻撃手を務めるという今大会でも屈指の攻撃的なチーム！　界龍ジエロン第だい七なな学がく院いんのチーム・黄龍フアンロンー！』

『こちらは今回も武選手がチームリーダーでありますな。あのチーム・ヒュノスティエラ戦以降、どうしても武選手ばかりが注目されがちですが、道士タオシーとして高い実力を誇るセシリー・ウォン選手、そして高い格闘技術と圧倒的なスピードを武器とする趙ジヤオ虎峰フーフオン選手も極めて優秀な選手であります』

『この二人は前回の《鳳凰星武祭》で準優勝！　その時は優勝候補と囁かれていたレヴォルフの《冒頭の十二人》タッグを予選で破るという番狂わせを起こし、あれよあれよという間に決勝戦まで勝ち進んでいきました！』

『二人とも当時から高いレベルの体術を会得していましたが、この四年でどれだけ力をつけてきたが……むむむ？』

　反対側のゲートから入場してきたチーム・黄龍の姿を見た静薙が、実況席から身を乗り出す。それを受け、歓声の中にざわめきが混じりだした。

「……一体なんだ？」

「さあ？」

　綾あや斗との隣を歩くユリスも怪け訝げんそうに綾斗へ訊たずねてくるが、もちろん綾斗にも答えようがない。

『どうしました、柊ひいらぎさん？』

『いえ、趙ジヤオ選手の足元……あれは……』

　綾斗たちはすでにステージに降り、チーム・黄龍フアンロンを待っている形だったが、いち早く気が付いたのはクローディアだった。

「まさか……」

『──《通つう天てん足そく》！』

　そのクローディアと静しず薙なの声が被る。

　それを待っていたように、まだブリッジの上にいたチーム・黄龍から一人の人影が飛び出し、宙に舞った。

　ブリッジは競り上がったゲートからまっすぐ展開しているため、ステージよりもずっと高い。《星脈世代ジエネステラ》ならばどうという高さでもないのだが、その人影──趙虎峰フーフオンはくるりと身体からだを回転させた後、足の裏からオレンジ色の光を放つと空中で再度跳ね上がった。

「っ！」

　無論、虚こ空くうに足場などない。

　虎峰はそのままステージの中央にふわりと着地すると、綾斗たちに鋭い視線を向ける。
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「随分と派手な登場ではないか、《天てん苛か武む葬そう》」

「いえ、この手のパフォーマンスは好みませんが、あなた方にこれを隠しておくのも卑ひ怯きようかと思いましたので」

　ユリスの言葉に、虎峰フーフオンは自分の脚を脛すねまで覆う奇妙な形の鋼靴サバトンを差し出してみせた。甲の部分にはコアであるマナダイトが淡い光を発して輝いているが、その色は深いオレンジだ。

「クローディア。あれってウルム＝マナダイト、だよね？　ってことは……」

「ええ、お察しの通り純星煌式武装オーガルクスですよ。しかしこれは少々厄介なことになりましたね……完全に想定外です」

　どうやらそれは本当に本音らしく、珍しくクローディアの口調には焦りに近い色が滲にじんでいる。

『おおー、《通つう天てん足そく》といえば界龍ジエロン第だい七なな学がく院いんが誇る純星煌式武装ですよね？』

『はい、かつてはレヴォルフにおいて《ヘルメスの翔しよう靴か》と呼ばれていた純星煌式武装が、界龍に渡った後に調整されたものでありますな。その能力は、文字通り空を翔かけるように走ることが可能であります』

「空を翔る純星煌式武装……」

　そうつぶやく綺き凛りんの表情も険しい。

「さすがに皆さんおわかりのようですね。能力のみを見れば《通天足》はそれほど強力な純星煌式武装ではありません。空を飛ぶだけならユリスのように能力で賄まかなうこともできますし、実際レヴォルフでも持て余し気味だったようです。ところが……一度それが能力の高い拳けん士しと組み合わさると、驚異的な効果を発揮するのです。その点で言えば、一番渡ってほしくない相手の元へ渡ってしまったようですね」

　クローディアが苦笑を浮かべながら説明すると、虎峰が悔しそうに唇を嚙かんだ。

「我々界龍は純星煌式武装の数も少なく、元々さほど重んじることもありません。それは道士タオシーには扱うことが難しく、拳士は道具に頼ることをよしとしないからです。なので、これはボクの弱さの証あかし──そう思ってください」

「……道具を使いこなすのも、またその人の力。別段恥じることじゃない」

　と、紗さ夜やが虎峰をじっと見つめながら、そう言った。

　虎峰は驚いたように目を見開いたが、ほんの少し柔らかい表情で首を横に振る。

「ありがとうございます、沙さ々さ宮みやさん。ですが、今の言葉は自分自身への戒いましめ……そして、それでもなお勝利へこだわる浅ましさの自負。お気遣いは無用です」

「ふん、潔いことだ。もっとも、だからといってこちらも容赦はせんぞ」

　ユリスはそう言いつつも、口元には小さく笑みを浮かべている。かつて《鳳凰星武祭フエニクス》で闘った宋ソンと羅ルオにもそうだったが、性格的にこうしたまっすぐな人間に対しては敵といえども嫌いになれないのだろう。

「その言葉、そっくりそのままお返しするよ、《華焰の魔女グリユーエンローゼ》」

「《鳳凰星武祭フエニクス》での借り、この場で返させてもらいましょうか」

「む……」

　そこへ遅れてステージに降りてきたチーム・黄龍フアンロンのメンバー──その双子が挑発的な笑みを浮かべて前へ進み出る。

　虎峰フーフオンの時とは違って露骨に不愉快そうな表情になったユリスは、腕組みをして二人と対たい峙じした。

「いいだろう、望むところだ。私もおまえたちには借りがあるからな。この機会にきっちり返済させてもらおう」

「もっとも、我々が不覚を取った相手はあくまで天あま霧ぎり綾あや斗とであって」

「あなたではないのだけれどね」

　くすくすと肩を震わせる双子に、ユリスの目が吊り上る。

「──はいはい、そこまでにしてください、ユリス。すでに相手のペースに乗せられていますよ」

　そこへ割って入ったのがクローディアだ。

　ユリスはばつが悪そうな顔で、一歩下がる。

「……わかっている。この程度の挑発に乗るものか」

「ならいいのですけれど……何しろこちらのご兄妹きようだいは絡め手がお上手ですから、気をつけてくださいね」

「ふぅん……言ってくれるね、《千見の盟主パルカ・モルタ》」

「そういうあなたもご同類でしょう？」

　双子が笑みを浮かべつつも睨にらむように目を細めるが、クローディアは肩を竦すくめてみせただけで何も言い返さない。

「ははは！　まったくどいつもこいつも随分と仲がいいじゃないか。でも《華焰の魔女》には、あたしもちょいと興味があってさー」

　そんな双子を押しのけるようにして出てきたセシリーが、ユリスに向かって屈くつ託たくのない笑みを向ける。

「《雷らい戟げき千せん花か》か……おまえと面識はなかったと思うが？」

「まあねー、こっちが勝手に気にしてただけさ。あんたくらいの《魔女ストレガ》とやりあえる機会は早々ないだろうからね」

　セシリーは腰に手を当てると、小さく溜め息を吐いた。

「あたしら道士タオシーは《魔術師ダンテ》や《魔女》に比べると、どうしても器用貧乏だと思われがちでねー。あんたみたいなトップクラスの《魔女》を真っ向から打ち破ってやりたいと常々思ってたのさ」

「ほほう……それは光栄だと言うべきかな？」

　ユリスとセシリーの視線がばちばちと火花を散らす。

「な、なんだか皆さん、すごいですね……」

「気合が入ってるのはいいことだと思うけどね」

　一歩引いたところでそのやり取りを眺めていた綺き凛りんと綾あや斗とは、対戦相手のチームにも同じようにそうしている者がいることに気が付いた。

　他でもない、《覇は軍ぐん星せい君くん》武ウー暁彗シヤオフエイだ。

　泰然自若としたその態度からは些いささかの気負いも窺うかがえず、まさに自然体……それでいてまるで隙がない。

「やっぱり相当な強敵みたいだね……」

「……はい」

　と、その暁彗がふと綾斗へ視線を向けた。

「……」

　何を言うわけでもなく、その瞳が何かを訴えてくるわけでもない。ただ、そこにあるから見ただけという視線だ。

（なんだ……？）

　そのあまりに朴ぼく訥とつな目に、綾斗は奇妙な違和感を覚えた。

　今までに出会ったどんな人間とも違う、不思議な目。

「綾斗先輩……あの方、なんだか少し……」

　綺凛もそれに気が付いたのか、怪け訝げんそうな顔で綾斗を見る。

　綾斗はその違和感の正体を探ろうとしたが、その前に試合開始の時間が訪れたことを告げるミーコの声がステージに響き渡った。

　　　　　　　　＊

「さあ、それじゃまずは景気良くいこうかねー！」

　試合が開始するなり、セシリーが呪じゆ符ふを放つ。

「急急如律令、勅ちよく！」

　そしてセシリーが刀印を切ると、轟ごう音おんと共に無数の雷撃が雨のようにステージへと降り注いだ。

　閃せん光こうで世界が白く染まり、空気の焼け付く匂いが鼻を突く。

「これはまた、随分と派手な歓迎だね……！」

　綾斗は襲い来る雷をかわしながら、敵陣の奥で黒塗りの棍こんを構える暁彗目指してステージを駆けた。

《雷らい戟げき千せん花か》の二つ名通り、セシリーは雷撃系の星せい仙せん術じゆつを得意としている。ただ、この攻撃は範囲も広く威力も高いが、幸いにも狙いはそれほど定まっていない。

「行かせません！」

　が、その行く手を阻むように虎峰フーフオンが立ちはだかった。

　降り注ぐ雷撃をこともなく避けつつ、一瞬で綾あや斗との間合いへと飛び込んでくる。

「さすがに疾はやい……！　だけど！」

　綾斗はそれに合わせて《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を薙なぎ払う。その動きを読んでいたからこその、完璧なタイミングのカウンターだ。

　ところが虎峰はその直前、まるで見えない壁を蹴るようにして進路を変え、綾斗の背後へと回り込んでいた。

（《通つう天てん足そく》……！）

　綾斗もその純星煌式武装オーガルクスを頭には置いていたものの、だからといって即座に対応できるものではない。ましてや虎峰はアスタリスクで最高の速さを誇るのだ。

「綾斗先輩！」

「くっ！」

　そこへ綺き凛りんの白はく刃じんが割って入り、虎峰が一度距離を取る。

「……どどーん」

　さらに紗さ夜やのヴァルデンホルト改が放ったホーミングブラスターが数本、弧を描きながら虎峰を襲った。虎峰は舌打ちを残して、再度距離を取りつつ回避する。

「綺凛ちゃん、今のうちに……！」

「はい！」

　綾斗と綺凛の役目は相手の本丸を落とすことだ。

　その相手──暁彗シヤオフエイは、この乱戦の最中にあってただ一人悠ゆう然ぜんと二人を待ち構えていた。

　綾斗は綺凛に目配せをし、呼吸を合わせて左右から同時に斬りかかる。

　半端な小細工が通用する相手ではないし、この二対一の好機をいつまで維持できるかもわからない。

「はっ！」

「たぁー！」

　しかし。

「ふん……！」

「なっ……!?」

　綾斗と綺凛の渾こん身しんの一撃は、いともたやすく暁彗の棍こんによって弾き返されてしまった。

　綾斗と綺凛の同時攻撃を棍一本でいなした時点でまず尋常ではないが、それ以上に綾斗が驚いたのは、《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を煌式武装ルークスですらないただの棍こんで受け止め、弾き返したことだ。

「まさか！　綾あや斗と先輩の《黒炉の魔剣》と打ち合えるのは、同格の純星煌式武装オーガルクスだけのはず……！」

　綺き凛りんも驚きよう愕がくに目を見開いていたが、その時暁彗シヤオフエイの持つ棍が──より正確に言えば、その棍に巻きついていた何かが一斉に燃え上がる。瞬く間に燃え尽き灰となってしまったものの、それを見た綾斗はすぐに正体を察した。

「呪じゆ符ふ、か……」

「……いかにも、これは劫ごう力りき符ふ。ただ衝撃を放つだけの呪符だ──このようにな」

　この試合で初めて暁彗が口を開いたかと思うと、その左手にはいつの間にか一枚の黒い呪符が握られている。

「危ない……！」

　綾斗と綺凛がその場を跳んで離れた刹那、見えない圧力に襲われた地面がえぐれるようにして吹き飛んだ。すさまじい威力だ。

「この棍には幾いく重えにもこの呪符が巻きつけてある。いかな《黒炉の魔剣》とて、刃が届かねば斬ることはできまい」

「なるほどね……そういうことか」

　つまり、今の衝撃を圧縮してあの棍にまとわせているというわけだ。

　もっとも《黒炉の魔剣》は本来その衝撃さえも焼き斬ることができるはず。

　未だ綾斗が完全にその力を引き出せていないとはいえ、一枚や二枚ならばものともしなかっただろう。

（一体どれだけの数が貼り付けてあるのやら……）

　以前あの双子と闘った時は、ほとんど無尽蔵に呪符を繰り出してきた。この暁彗がそれ以下ということはまずありえない。

「さて……」

　嫌な汗を拭う綾斗の前で、暁彗がゆっくりと棍を構える。

「師父の渇きを満たすためにも全力でいかせてもらおう。応じてみろ」

（師父？　星露シンルーのことか……？）

　妙な物言いだったが、それについて考える時間はなかった。

　次の瞬間、暁彗の棍が眼前に迫る。綾斗がギリギリのところでそれを防ぐと、その隙に相手の右手に回りこんだ綺凛が千せん羽ば切きりを振り下ろす──が、暁彗はそちらを見ることもなく、綾斗を突いたほうとは逆端でその斬撃を弾き返した。綺凛はそれでも〝連れん鶴づる〟へと繫げるために二の太刀を仕掛けようとしたものの、暁彗の口がわずかに動いたかと思うと、その足元がぐずりと崩れ、綺凛の足を絡め取る。

　なにかしらの星せい仙せん術じゆつだろう。

「なっ……!?」

　綺き凛りんがそれに気を取られたのはほんの一瞬だったが、暁彗シヤオフエイはその隙に綺凛に蹴りを叩き込んでいた。

「ぐ、う……！」

　とっさに千せん羽ば切きりで防いではいたが、綺凛の身体からだはそのまま大きく吹き飛ばされる。一方で暁彗は棍こんを支柱にして宙を舞い、逆ぎやく袈げ裟さに斬り上げた綾あや斗との一撃を回避すると、烈風のような勢いで棍を振り下ろしてきた。

　綾斗はとっさにバックステップでそれを回避。

　が、棍は地面をすれすれで軌道を変え、綾斗が構え直そうとした《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》の柄つか頭がしらを棍こん梢しようで撥ね上げる。

「しまっ……！」

　そして否いや応おうなくがら空きになった腹部に、暁彗の掌しよう打だが突き刺さった。

「──っ」

　星辰力プラーナでの防御を容易たやすく打ち破り、圧倒的な衝撃が身体を貫く。呻うめき声すら出せず、全ての空気を吐き出し、しかしそれでもかろうじて暁彗の追撃を地面を転がるようにしてかわし、無む理り矢や理りに身体を引き起こす。

「……っ！　……はぁ！」

　そこでようやく綾斗は呼吸を取り戻した。

　暁彗がそれ以上の深追いをしてこなかったのは、背後で綺凛が体勢を整え直していたからだろう。

　それにしても、だ。

「はは……参ったな」

　まさかこれほどまでとは。

　力、技、速度、その全てにおいて暁彗は綾斗たちを凌りよう駕がしている。特に攻撃と回避、全ての動作において綾斗たちよりも一段速い。

『こ、これはなんということでしょうか！　星せい導どう館かん学園の新旧序列一位を、武ウー選手がたった一人で圧倒しています！』

『ううーん、単純に強いでありますなあ』

　ミーコと静しず薙なの驚きに満ちた声が響く中、暁彗が静かに棍を構え直す。綾斗も口元の血を拭うと、苦笑を浮かべて《黒炉の魔剣》を正せい眼がんに取った。

　いずれにせよ、やるしかないのだ。

　　　　　　　　＊

「さすがにやるじゃないか、《華焰の魔女グリユーエンローゼ》！」

「くぅ……！」

　雷撃の鞭むちが空気を切り裂き、ユリスを襲う。

　展開させていた赤円の灼斬花リビングストンデイジーを一つ犠ぎ牲せいにしてそれを防ぎつつ、ユリスはバラバラになっていた煌式遠隔誘導武装レクトルクスを再集結させようとしたが、その前に鋭い紗さ夜やの声が飛んできた。

「ユリス、上！」

「っ！」

　直後、宙を跳ねてきた虎峰フーフオンの踵かかと落としがユリスを襲う。

「噴っ！」

　すんでのところで避けたはいいが、虎峰はそのまま左右の連続上段蹴りから身を寄せての肘打ちと、息つく間もない連続攻撃を仕掛けてくる。

　かろうじて手元に戻した煌式遠隔誘導武装三本でそれを凌しのぐも、ジリ貧なのはなにも変わらない。

　何しろ相手の攻撃が速過ぎて、対応するだけで精一杯なのだ。煌式遠隔誘導武装は思考だけで動かすことが可能だが、その分コントロールが非常にデリケートで、少しでもそれが乱れると思ったように機能してくれない。

　もっとも、本当にやっとのことでとはいえ虎峰の動きを追えているのは、ここまでユリスが地道に積み重ねてきた訓練と強敵たちとの闘いが育んだ成長の賜物だ。一年前のユリスであれば、その動きを捉えることもできなかっただろう。

「……そこ！」

　そんなユリスを助けようと紗夜のホーミングブラスターが放たれるが、それに呼応するかのように雷の壁が出現した。光の奔ほん流りゆうと衝突したそれは、眩まばゆい閃せん光こうと爆風を発してお互いに消滅する。

「邪魔はさせないよー、ちっこいの！」

「むぐ……少しばかり胸がでかいからってその物言い……！　許すまじ！」

「……いや、胸の話はしてないけどもさ」

　紗夜の大型武装はチャージが一発毎に必要なため、こちらもまた速度の面でどうしてもセシリーに及ばない。なんと言っても呪じゆ符ふの展開速度は圧倒的だ。

「むぅ……仕方ない」

　紗夜もそれを悟ったのか、ヴァルデンホルト改を発動体に戻すと、アークヴァンデルス改を新たに展開させた。

　紗夜の持つ煌式武装ルークスの中では最も近接戦闘に向いている……というよりも、チャージの最中でも攻撃が可能な銃だ。この状況では妥当な選択だろう。

「このボクを相手に余よ所そ見みとは余裕ですね……！」

「ちっ！」

　ユリスがほんの一瞬紗さ夜やへ気を取られた隙に、虎峰フーフオンの攻撃が苛烈さを増す。

　元よりユリスの近接戦闘技術は虎峰には及ばない。それを補っているのは煌式遠隔誘導武装レクトルクスだったが、手元に引き戻した三本の内すでに二本は虎峰によって叩き落とされていた。

　下段蹴りを煌式遠隔誘導武装の母機であるノヴァ・スピーナで防ぎ、残った一本でその拳こぶしを弾く。しかし、その次──震しん脚きやくと共に身体からだを滑り込ませてきた虎峰の崩ほう拳けんが、とっさに防ごうとした腕ごとユリスを吹き飛ばした。

「ぐぁ……！」

　激痛に顔を顰しかめるが、幸いにも左腕だ。最悪折れていようと致命的な支障はない。ユリスが歯を食いしばりながら虎峰の追撃に備えようとしたところで、ふいに悪寒が走った。

　ユリスがよろめいた先の足元が歪ゆがみ、そこへ仕掛けられていたトラップが発動したのだ。

（双子の呪じゆ符ふか……！）

　幻惑の星せい仙せん術じゆつによって目視できなくされていた呪符──それによって何条もの鎖くさりが地面から湧き上がり、ユリスの身体を拘束する。

「これで終わりです！」

　身動きの取れなくなったユリスの校章を、虎峰の拳が打ち貫く──その寸前。

「虎峰、ごめんー！　抜けられちった！」

「っ!?」

　セシリーの放つ雷撃を搔かい潜ってきた紗夜が、虎峰の死角からアークヴァンデルス改を振り下ろしていた。

　大型の鈍器のようなその一撃を、攻撃から防御に転じた虎峰は両手をクロスさせて受け止めるが、紗夜はそのままアークヴァンデルス改の引き金を絞る。

「どどーん」

　この距離では回避しようがない。

　……はずだったが、なんと虎峰は持ち前のスピードでそれをやってのけた。残像さえ見えないような、まさしく瞬間移動したかのような動きだ。

「ふぅ……」

　焼け焦げた制服の裾を見ながら、虎峰がほっとしたような息を吐く。

　その間にユリスは引き戻した煌式遠隔誘導武装で呪符の拘束を断ち、紗夜に目配せをする。

「すまない、助かった」

「問題ない。それよりまさかあれをかわされるとは思わなかった」

　紗さ夜やの言葉には驚きよう愕がくと悔しさが滲にじんでいる。やはり紗夜にとっても今の虎峰フーフオンの動きは想定外だったらしい。紗夜は本来ユリスよりもずっと目がいい。虎峰の動きにも、ある程度までついていけるようだが、さすがにあの《通つう天てん足そく》による変則的な加速にまでは対応できないようだ。

　見れば虎峰は一度セシリーと合流し、何やら言葉を交わしている。

「仕切り直しはありがたいが、正直この先どうしたものか……」

　相手はかつてないほどの強敵だ。本来遊撃であるユリスと後衛である紗夜は、前衛である綾あや斗とと綺き凛りんの支援を行わなければならないのだが、とてもそんな余裕はない。

「だからといって、諦めるわけにはいかない」

　そんなユリスの心を見透かしたように、紗夜が短くつぶやく。

「……ああ、そうだな」

　ユリスはノヴァ・スピーナを握る手に力を込めると、力強くうなずいた。

　　　　　　　　＊

「ふふふ……どうやら今のところ」

「私たちのチームが優勢のようね」

　クローディアと双子の闘いは、他と比べて静かなものだった。

「特に《華焰の魔女グリユーエンローゼ》が私の撒いたトラップに引っかかった時はもう少しだったのに」

「あれは見逃してしまった、君のミスじゃないのかな、《千見の盟主パルカ・モルタ》」

　くすくすと笑いながら一定の距離を保ったままステージを駆ける双子と、その双子を追いかけるように走りながらも周囲の気配に集中しているクローディア。

　時折双子の姿が溶けるように消えたり、あるいはその姿が分裂するかのように増えたりもするが、その途端にクローディアは本物の居場所へ牽けん制せいの攻撃を仕掛け、相手の動きを封じていた。

　綾斗の〝識しき〟の境地ほど正確無比ではないが、クローディアにもこの双子程度の相手であれば──そしてしっかりと集中してさえいれば──気配を察することは可能だ。元より一対一という状況なら、この双子はクローディアの相手ではない。しかし先ほどのユリスが嵌はまったトラップのように、チーム戦でサポートに回られると厄介なことこの上ないのも事実だった。

　だからこそ、クローディアはこうして自分を餌に双子を引きつけているのだ。

「ですが逆に言えば今のところその程度の仕掛けしかできていないということでしょう？　ならば私の目的は十分に果たせていますよ」

　双子としては、自由に動いてサポートに回りたい気持ちもあるだろう。

　だが、クローディアが足止めに徹している以上それは容易ではない。二人のうちどちらかが犠ぎ牲せいになる覚悟であれば可能かもしれないが、チーム戦で一人が脱落することはパワーバランスが大きく崩れることを意味する。

　そして何よりも、今双子の目の前にいる相手はチームリーダーなのだ。

　隙を見てその校章を破壊すれば、その時点で試合を決めることができる。双子が上う手まく立ち回ればそれは決して不可能ではないし、そうである以上無視できないくらいには魅力的なはずだ。

　クローディアも双子も、そうした全てをわかった上でお互いにあらゆる手を使って牽けん制せいし合っていた。

　ただし、クローディアも完全に双子を押さえ込めているわけではない。

　先程ユリスが引っかかった呪じゆ符ふのように、こうしている間にも双子は少しずつその種を撒いている。こればかりはもうどうしようもなかった。

「ふぅん……なるほど、確かに君は今一人で僕たち二人を足止めしているけれど」

「でもそれは、常に二対一の状況で狙われていることを意味するのよ？」

「もし少しでも集中を切らせば、僕は即座にここを離れて他の支援に回るだろうね」

「いいえ、それともあなたを直接叩くかも……」

　故に、双子はこうして少しでもクローディアの集中力を削ろうとしてくる。

　今のままの状況を維持できている以上、クローディアの勝ち。

　だが、この状況を一度でも覆されたら、それはクローディアの負けだ。

　そんな危険極まりない綱渡りを、クローディアはただ辛抱強く続けていた。

　そう。全体的にチームが押されているとはいえ、まだまだ勝負はわからない。いずれクローディア自身も動かなければならない時が来るかもしいれないが、《パン＝ドラ》のストックに限りがある以上、無む茶ちやをするのはまだ……。

　と、その時。

「……今、他よ所そ事ごとに気を取られたね？」

　突如として沈雲シエンウンが眼前に現れた。

「そうそう、ダメよ。気を抜いちゃ」

　そう言う沈華シエンフアの横で、幻影の沈雲がゆらりと揺れて消える。

「くっ！」

　完全に懐に入り込んだ沈雲の肘打ちがクローディアを襲い、その一撃はなんとかかわしたものの、沈雲の好機とばかりに苛烈な追撃を仕掛けてくる。この間合いでは双剣のクローディアよりも、無手の沈雲のほうが遥はるかに有利だ。

「僕たちだって、この一年」

「遊んでいたわけではないのよ」

　沈華シエンフアのその声は、クローディアのすぐ背後から聞こえてきた。

「──爆！」

　直後、激しい爆発が巻き起こり、クローディアを飲み込んだ。

　……かに見えた、が。

「確かに《鳳凰星武祭フエニクス》の時よりも、ずっと腕を上げたようですね……」

《パン＝ドラ》を盾にしてその爆風から逃れたクローディアは、そう言ってにこりと笑った。それでも《鳳凰星武祭》で綾あや斗とたちが苦労させられた爆雷符、こうして自分で味わってみるときついものだ。

「なるほど、それが《パン＝ドラ》の」

「実に厄介なこと」

　一方の双子も、忌々しいそうにそう吐き捨てる。

　実際、今のは《パン＝ドラ》の未来予知がなければ危ないところだった。ほんのわずかな隙をつかれたとはいえ、双子の実力は上方修正しておいたほうがいいだろう。

「まあいいさ……」

「まだ時間はあるもの……」

　再び邪悪な笑みを浮かべてステージを駆ける双子を、クローディアもぴたりと張り付くようにして追いかける。

　時間はある。その通りだ。

　だからこそ、クローディアもまだこの我慢比べから抜けるわけにはいかなかった。


第三章　《覇は軍ぐん星せい君くん》と《疾しつ風ぷう刃じん雷らい》

　その日、その時、暁彗シヤオフエイはまさに死にかけていた。

　実際、あと一日もすれば暁彗の人生はわずか六歳で幕を下ろしていただろう。

　かつて青せい弋よく江こうと呼ばれていた河の跡、その畔ほとりに静かに佇たたずむとうに朽ち果てた地方都市の残ざん骸がい──その往来で仰あお向むけに干からびながら。

「ほう……小僧、中々に良い仙せん骨こつを持っておるのう」

　そんな飢えと渇きで黄色く霞かすむ暁彗の視界に突然ひょこりと顔を覗かせたのは、妙に人懐こい笑みを浮かべた一人の女性だった。朦もう朧ろうとする意識の中でその女性の朗ほがらかな声だけが遠く、しかしはっきりと響く。

「どうじゃ、儂わしのものにならぬか？　これほどの逸材、このまま骸にするも忍びない。まあ、ここで果てるがぬしの望みとあらば無理強いはせんが……」

　暁彗はそれに答えようとしたが、声を出すことはおろか呻うめき声を発することさえできない。ひび割れた唇がほんの微かすかに震えただけだ。

「よいよい。ただ心で念じよ。それだけで十分じゃ」

　女性の声はあくまで穏やかで、超然としていた。

　そして暁彗はただ強く想おもう。

　──生きたい。

　その途端、暁彗の目からなけなしの涙が一筋零れ落ちた。

「よかろう、ならばぬしは今より儂のものじゃ」

　女性はそう言ってにやりと笑うと、どこからか取り出した竹筒からほんの一滴、暁彗の口に水滴を垂らす。

　その冷たさを感じると同時に、暁彗の意識はぷつりと途切れた。

　統合企業財体の支配するこの世界は、常に一定数の経済的弱者を必要とする。そして、その対極に位置する富裕層であっても安泰というわけではない。一度足元を掬すくわれれば、容赦なく奈な落らくの底へと滑り落ちていくのだ。

　それなりに裕福だった暁彗の一族も、ほんの些さ細さいな綻ほころびからその坂を転げ落ちて崩壊し、離散。まだ幼い暁彗はわけもわからぬまま母親に連れられて貧民層の住処すみかとなっている地方都市を転々としていたが、何不自由なく暮らしてきた母親がそんな生活に耐えられるはずもない。暁彗を残し、呆あつ気けなく他界した。

　暁彗はその最期を呆ぼう然ぜんと看み取とった後、あてもなくさ迷い歩いた末に行き倒れたのだ。

「……っ！」

　暁彗シヤオフエイが目を覚ますと、そこは古めかしくも瀟しよう洒しやな庵いおりだった。暁彗が寝かされている寝台の他には黒塗りの机しかない小さな寝間だが、隅々まで掃除が行き届き埃ほこり一つ落ちていない。

　寝台から身体からだを起こし、四角く切られた格子窓の向こうへ目を向ける。そこでは花々が美しく咲き乱れ、小鳥が涼やかに歌い、柔らかな陽光が様々な色彩を際立たせていた。実際、暁彗は自分が死んで極楽にきたのだと思ったほどだ。

「ふむ、もう動けるか。霊薬の力もあるとはいえ、目覚しい回復力よの」

　その声に振り向くと、寝間の入り口にあの女性が立っている。

　長い黒髪に緩やかな服装の女性は、不思議なことに年若い少女のようにも見えるし、成熟した女性にも、またそれよりもずっと年上にも見えた。

「ここは……？」

「黄山にある儂わしの庵じゃ。この地には巨大な女じよ媧か石せき──ぬしらの言うところのウルム＝マナダイトがいくつも眠っておってな。昔は何かと都合がよかったのじゃが、峨が眉び山さんに移って以降は億おつ劫くうで使っておらなんだ」

　あの深しん山ざん幽ゆう谷こくの地にこんな場所があるのだろうかとも思ったが、暁彗はすぐにその疑念を捨てた。幼いながらにも、眼前にいる女性が世の理から逸した存在だと本能的に悟ったのだ。

「儂はこの身体では汪小苑ワン・シヤオエンと名乗っておる。で、ぬしの名は？」

　小苑はそう言うとぐっと身を乗り出し、その顔を暁彗の眼前に突き出してくる。その深く吸い込まれそうな瞳に、暁彗は一瞬で心奪われた。

　──いや、魂を。

「……武ウー暁彗、です」

　自分でもわからぬまま、勝手に口が動く。

「よし、ならば暁彗。ぬしは儂のものになったことは覚えておるな？」

　暁彗がこくりとうなずくと、小苑も満足そうにうなずいて嬉うれしそうに目を細める。

「うむうむ。それではまず、ぬしに何ができるか聞いておくとしようかの」

「何が……」

　暁彗はその問いに、しばらく黙り込んだ。

　暁彗としては、できることならどんなことでもするつもりだった。命を救われたからではない。自らの意思で、そうしたいと思ったからだ。

　とはいえ、六歳の子どもにできることなど高が知れている。

「……お茶を」

「うん？」

「お茶を淹いれることができます」

　必死に考えを巡らせ、ようやく口をついて出たのは、そんな言葉だった。

　かつて母親の手伝いとしてそれを習い、両親が美う味まいと褒ほめてくれたことを思い出したのだ。以来、暁彗シヤオフエイはことあるごとに自ら進んで茶を淹いれるようになった。

「ほっほっほ！　そうかそうか、では後ほど頼むとしようかのう」

　小苑シヤオエンは高らかに笑いながら、ぐりぐりと暁彗の頭を撫なでる。

「じゃがな、暁彗。儂わしがぬしに望むのは、それだけではない。──ぬしには強くなってもらう」

「強く……？」

「そうじゃ。ぬしは武術の心こころ得えはあるか？」

　暁彗は首を横に振った。

　暁彗は《星脈世代ジエネステラ》ではあるが、母親が闘いや争いを嫌っていたため、そうしたものに触れる機会がなかったからだ。

「ふむ、まあよい。ならば儂が一から教えてやろう。だから暁彗よ、ぬしは強くなれ。強く、強く、強く、そしていつかは儂よりも強くなって……儂を満足させよ。それが儂の望みじゃ」

　小苑の瞳が子どものような純粋な煌きを放つ。

　暁彗は、そこで初めて気が付いた。

　今の、この自分と同じ子どものような小苑こそが、本当の小苑なのだと。

「……はい、必ず」

　暁彗は小苑のその無邪気な瞳をまっすぐに見ながら、そう答える。

「よい返事じゃ。卦けによればそう遠くない未来、あの地の祭りが大きな盛り上がりをみせるらしい。儂はなんとしても、それを間近で見届けたい。よって、もうしばらく……そうさのう、四、五年もしたら、儂は新たな身体からだに移らねばならぬ。それまでには、ぬしにもある程度成長しておいてもらわぬとな」

　小苑の言っていることはほとんど理解できなかったが、よくわからないままに暁彗はうなずいてみせた。とにかく小苑を失望させたくなかったからだ。

　小苑はそんな暁彗に優しく微笑ほほえむと、もう一度その頭をぐりぐりと撫でた。

「──さて、ならば早速茶を一杯もらうとするかのう」

　その日から、暁彗の修行の日々が始まった。

「よいか、暁彗。人の世の理、その根本をなすものは争いじゃ。人はそこから逃れぬことはできぬ。故に、武を修めよ、武はその争いに意味をもたらす」

　身体を鍛えて基礎を作り、その上に少しずつ技を重ねていく。

　暁彗は答えた通り武術の経験はなかったが、それでも才に恵まれていたのか真綿が水を吸うように小苑シヤオエンの教えを覚えていった。

　とはいえ、小苑の教えは生易しいものではない。

　道なき山をひたすらに駆け、断崖絶壁を登り、組み手では小苑を相手に指一本で叩きのめされる。ぼろぼろになった身体からだを薬湯に浸けると激痛が走り、それは夜明けまで暁彗シヤオフエイを苛んだ。

　それでも暁彗はその日々を苦痛に感じたことは一度たりとも、いや、一瞬たりともなかった。

「よいか、暁彗。知をもって武の支えとし、智をもって武の助けとせよ」

　また小苑は武術だけではなく、あらゆる知識を暁彗に教えてくれた。

　算術から星の運行、世俗の習いからあらゆる国と地域の語法まで、この世界のことで小苑が知らないことは存在しないかと思うほどに。

　そして、星露シンルーは時には世界の理から外れた存在のことを語って聞かせてくれたこともあった。

「……まさか、師父のような方が他にも？」

「左様。まあ、それもこのところ随分と見なくなったがのう。今でも付き合いがある者は、片手で足る程度しか残っておらん」

　寝台に横たわる暁彗の脇で仙薬を煎じながら、小苑が懐かしむように笑う。

　夜の明かりを照らすのは燭台のかすかな光だけで、幼い暁彗はうつらつらとしながらも、その優しい声に耳を傾けていた。

「一番最近顔を合わせたのは、欧州で象ぞう牙げの塔に引き篭もった耄もう碌ろく爺じじいか。といっても半世紀近く前の話じゃな」

「この地にも師父の他におられるのでしょうか？」

「さてのう。それこそ儂わしが初めてこの山を訪れた頃にはまだ多くの仙者がおったものじゃが……生あい憎にく、儂はあやつらを好かぬでな」

「好かぬ……？　それはなぜでございましょう？」

「あやつらは容易たやすく執着を捨てよる。それではつまらんではないか。笑って喜び、気を揉もんで悩み身悶え、悲しみ泣いてこその生じゃ。──ぬしもそれを忘れるでないぞ。ぬしの仙せん骨こつは才覚の証あかしじゃが、同時にその道を拓き歩ませる導でもある」

「はい……」

　その時の暁彗はもう半ば夢の中に落ちていて、小苑が苦笑していることくらいしかわからなかった。

　数年も経つと、暁彗は小苑とそれなりに形となった組み手をすることができるようになっていた。その上達ぶりは小苑さえも目を見張るほどで、学び始めたばかりの星せい仙せん術じゆつも即座に使いこなす様には、珍しく感嘆の声を漏らしたほどだ。

「ほんに、ぬしは想像以上の逸材じゃったのう」

　組み手の後、暁彗シヤオフエイが淹いれた茶を地面に胡坐をかいて飲み干しながら、小苑シヤオエンがからからと笑う。

「……光栄です」

　暁彗は微動だにせず控えたまま、淡々と答えた。

「ふむ……しかし、愛あい嬌きようがなくなってきたのは残念じゃな。あの頃の可愛かわいげはどこにおいてきたのじゃ？」

　小苑がそう言って暁彗をがばっと抱き寄せると、暁彗は頰ほおを赤くして逃げるように顔を背けた。

「し、師父！　戯たわむれはおやめください……！」

「ほほほ、よいよい。なんじゃ、まだ残っておるではないか」

　小苑はしばらくの間嫌がる暁彗の頭をぐりぐりとかいぐっていたが、やがてぱっと手を離すと真剣な顔でこう告げた。

「さて、ぬしももう一人でやっていける頃じゃろう。以前から伝えておった通り、そろそろ儂わしは新たな身体からだに移らねばならん」

「っ！　はっ……！」

　改めて控える暁彗に、小苑は厳かに命じる。

「今より数年、儂が再びこの地に戻ってくるまで、ぬしはこの教えに従い一人で修行を続けよ」

「……御ぎよ意い」

　小苑が取り出した巻物を恭うやうやしく受け取ると、小苑は満足そうに、しかしどこか一抹の不安を残した顔でうなずいた。

　それから、六年。

　暁彗はただ一人、黙々と修行を続けた。

　小苑が残した教えに従い技を磨き、術を鍛え、来る日も来る日もただひたすらに自らを高めた。

　──あの日の小苑の言葉を胸に抱いて。

　そう。暁彗は強くならねばならないのだ。

　今よりもずっと、いつかはあの小苑よりも。それこそが小苑の望みなのだから。

　やがて暁彗の身体はかつての小苑の背を遥はるかに越し、往来で干からびていた頃の面影は一片残らず消え失せた偉い丈じよう夫ふへと成長していた。

　そして。

　暁彗シヤオフエイが庵いおりで瞑めい想そうしていると、甲高い音を軋ませて扉が開いた。

　春の陽光が薄暗い部屋を照らす中、そこには小さな影がちょこんと立っていた。

　暁彗は驚くこともなく、すぐに膝を折って頭を下げる。

「──お帰りなさいませ、師父」

「ほほほ！　しばらく見ぬうちに随分と大きくなったのう、暁彗」

　からからと笑うその声も、まだあどけないその姿も、小苑シヤオエンとはまるで別物だ。

　だが、間違いない。間違うはずもない。

「さて、戻って早々ではあるが、すぐに支度をせい。六りつ花かへ参るぞ」

「御ぎよ意い」

　暁彗が言われた通りに準備を始めようとすると、その童女は思い出したかのようにぽんと手を叩いた。

「おお、そうじゃ。名乗るのを忘れておった。儂わしの名は星露シンルー、范フアン星露じゃ。──またよろしく頼むぞえ、我が愛しき弟子よ」

　　　　　　　　＊

「はぁぁぁぁ！」

　振り下ろされた《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を棍こんで振り払い、右手に回っていた綺き凛りんの突きは身体からだを反らして避ける。

　が、その切っ先が弧を描いて再度暁彗の胸元を狙ってきた。同時に体勢を整え直した綾あや斗とが、真一文字に《黒炉の魔剣》を薙ないでくる。

　暁彗は片手に握った棍で《黒炉の魔剣》を受け止めると、残る左手の掌しよう打だで千せん羽ば切きりを逸らす。棍に巻きつけた呪じゆ符ふが一斉に火を噴いて燃え落ちるものの、意にも介さず膂りよ力りよくで綾斗を押し返し、わずかに体勢を崩していた綺凛に足刀を見舞う──が、これはギリギリのところでかわされてしまった。

　綾斗と綺凛が間合いを図り直すように距離を取り、暁彗もまた棍を構え直す。

　さすがに星せい導どう館かんの新旧序列一位というだけあって二人とも相当な腕前だ。二対一というこの状況、暁彗とて少しでも気を抜けば即座に校章を斬って落とされるだろう。

　だが──それは決してありえない。

　暁彗はその全てを師に、星露に捧ささげている。

　暁彗の心も、拳こぶしも、術も、紡ぐ言葉、一挙手一投足、そして命さえも、星露のために存在しているのだ。

　ただ星露に報い、星露の望みを叶えるためだけに。

　ならば、そこに気を緩める隙などあろうはずもない。

「急急如律令、勅ちよく！」

　暁彗シヤオフエイが片手で印を切ると同時に、綾あや斗とたちの眼前に業ごう火かの壁が噴き上がる。

　綾斗はほとんど躊躇ためらうことなく《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》でそれを斬り裂いたが、その一瞬で暁彗はすでに綾斗の死角へ回り込んでいた。

　星露シンルーが今の自分に満足していないことは、暁彗自身が一番よく理解している。

　この試合を星露が楽しんでくれているかはわからない。それは星露の判断であって、暁彗が窺うかがい知れることではないからだ。

　だからこそ、暁彗にできることは常に全力で闘うことのみ。

「破っ！」

「しまっ──」

　綾斗は暁彗の動きに気が付いたが、その反応よりも暁彗のほうが一歩早い。

　校章こそ狙えなかったものの、その肩、胸、腿ももと綾斗の右半身に三連撃を叩き込む。

「ぐぅ……！」

　たまらず膝を突いた綾斗へ、暁彗は今度こそ校章へ狙いを定めた一撃を繰り出した。

　まずは一人。

　暁彗がそう確信を持って繰り出した一撃は、しかし綾斗の前に割って入った綺き凛りんの千せん羽ば切きりによって弾かれていた。

「させません！」

「……っ」

　暁彗はほんのわずか顔を顰しかめる。

　綺凛の動きを警戒していなかったわけではない。その上で、援護は間に合わないと判断したのだ。

（読み違えたか……？　いや、だが……）

　暁彗をまっすぐに見据える綺凛の瞳。そこに何か妙な輝きを感じるのは気のせいだろうか。

　いずれにせよ、警戒して半歩後退したその刹那──

「すみません、大師兄！　ちょいと派手にいきますからお気をつけてー！」

　ステージ全体を巻き込むような眩まばゆい閃せん光こうと轟ごう音おん、そして雷撃が吹き荒れた。

　　　　　　　　＊

「ええい！　随分と無む茶ちやな真ま似ねをしてくれるな、《雷らい戟げき千せん花か》！」

「ははははは！　なーに、これくらい」

　ユリスの怒声に、セシリーが高笑いで応える。

　そんな今もまさに、まるで空を翔かける竜のような雷撃がステージの上を縦横無尽に切り裂いていた。

　試合の開幕と同時にセシリーが放った雷撃の雨も相当なものだったが、大量の呪じゆ符ふを一度に展開させた今度のそれは規模が桁違いだ。

　何よりも雷撃が垂直方向ではなく、地面と平行に泳ぐようにして駆け巡っているため回避が格段に難しい。点ではなく線での攻撃──幸いなのは、やはり雷撃の動きが狙いを定めたものではなく、ランダムな軌道であることか。もっともそれはそれで、常に一定の注意を払い続けねばならない。

「くっ！　いいだろう、ならば徹底的にやってやろうではないか！」

　ユリスがそう叫んで地面に手を突くと、ステージを飲み込むかのような巨大な魔法陣が浮かび上がる。

「咲き誇れ──隆炎の結界華グレビレア！」

　直後、高さ十メートルはあろうかという炎の柱が、地面のあちこちから無数に噴き上がった。それがセシリーの放った雷撃とぶつかり合い、万応素マナの干渉によって次々と爆発していく。

　が、そんな中でもすでに綾あや斗とたちと暁彗シヤオフエイは激しい接近戦を再開していた。

　──そして。

「破っ！」

　紗さ夜やは爆炎を搔かい潜って瞬時に間合いを詰めてきた虎峰フーフオンの蹴りを、アークヴァンデルス改の銃身で受け止める。

「……くっ！」

　重い衝撃を堪えつつ紗夜は虎峰を振り払ったが、虎峰は空を蹴り上がると、まるで壁から壁を移動するかのように紗夜の周囲を跳ね回る。その動きはあまりにも速く、ほとんど捉えることができない。

　四方八方から一撃離脱を繰り返す虎峰の攻撃に、急所をガードするだけで精一杯だ。打撲や裂れつ傷しようが見る間に増えていく。

「容赦はしません！」

「……ぐぬ！」

　それでも虎峰は雷撃や炎を回避しなければならないため、どうしても動きが制限される。そうでなければ、とっくに紗夜は敗れていただろう。少なくとも近接戦闘の間合いでは、紗夜は虎峰に遠く及ばない。

「だからといって……！」

　紗夜はアークヴァンデルス改に星辰力プラーナを注ぎ込みつつ、乾けん坤こん一いつ擲てきの隙を窺うかがう。

　先ほどはほとんど接射状態だったにもかかわらず回避されてしまった。よほど上う手まくタイミングを合わせない限り、今の虎峰フーフオンに当てることは難しいということだ。

　そんなふうに紗さ夜やがほんの一瞬意識を思考に割り割いた途端、虎峰が今までになく大きな踏み込みで紗夜の懐に飛び込んできた。

「っ！」

「もらいました！」

　紗夜はとっさにアークヴァンデルス改を振り下ろしたものの、あっさりと右手で払い除けられ、虎峰の左肘が鳩尾みぞおちに叩き込まれる。

「かは……っ！」

　さらに右手の拳こぶしが紗夜の校章を狙ってくるが、それは身をひねることによってかろうじて避ける。

　しかし虎峰はまるでそれを読んでいたかのように紗夜の足を払った。

　紗夜はアークヴァンデルス改の銃身を突いて身体からだを撥ね上げると、連続後方転回の要領で距離を取る。

　すかさず追撃を仕掛けようと虎峰が距離を詰めてくるが、まさしくそれは紗夜が狙っていたタイミングだった。

「……ここっ！」

　アークヴァンデルス改を背中で回して持ち替え、震しん脚きやくで踏み込んでくる虎峰に向けて引き金を絞る。ほとんど狙いをつける間もないが、この距離ならば外すことはない。

　事実、アークヴァンデルス改の銃口から放たれた光の本流は、違うことなく虎峰に命中し──貫いた。

「なっ……!?」

　紗夜の眼前で、虎峰の姿が蜃しん気き楼ろうのように揺らいで消える。

（幻術……！）

　しまったと思った時には、すでに遅かった。

「あの双子の力を借りることになるとは不本意ですが……御免！」

　背後からそんな声が聞こえたかと思うと、紗夜の身体を巨大な岩の塊がぶつかってきたかのような途と轍てつもない衝撃が走り抜け、そこで意識がぷつりと絶たれた。

「沙さ々さ宮みや紗夜、意識消失！」

　機械音声がそう告げるのを聞き、ユリスは苦々しげに吐き捨てる。

「紗夜……！　くそっ、いつまでもおまえの力押しに付き合ってはいられん！」

「へえー、だったらどうするって？」

　セシリーの周囲には雷撃で形作られた柳りゆう葉よう刀とうが次々に顕現し、走るユリスを目掛けて襲い掛かってくる。

　威力は一撃一撃がステージを抉り取るほどだが、やはり狙いのほうはいまいちなため、回避する分にはさほど苦労はない。

　それでも虎峰フーフオンが自由になった今、もはや余力を考えている時間はなかった。

「無論、力でねじ伏せるまでだ！　咲き誇れ──吞竜の咬焰花アンテリナム・マジエス！」

　ノヴァ・スピーナが魔法陣を描き、そこから焰ほのおの竜が顕現する。

「へえ、そんじゃ竜虎相打つといこうかねー！」

　一方のセシリーもどこからか取り出した呪じゆ符ふをまとめて放ち、すばやく複雑な印を切った。

「急急如律令、勅ちよく！」

　次の瞬間、雷光と共に呪符が弾け、巨大な雷の塊が出現する。それはまるで生きているかのように形を変え、まさしくセシリーが言ったように獰どう猛もうな虎のように見えなくもない。

「さあ、力比べだ！」

　焰の竜と雷の虎、両者の大きさはほぼ互角──だがユリスは険しい顔のまま、地面に落ちていた煌式遠隔誘導武装レクトルクスを再起動して呼び戻す。

「ねじ伏せると言った！」

　六本の煌式遠隔誘導武装が焰の竜を取り囲むように配置され、ユリスが声を張り上げた。

「──燃え盛れ！」

　その瞬間、煌式遠隔誘導武装を跳ね飛ばし、焰の竜が一気に膨れ上がった。その大きさは先ほどの三倍以上。

「んなっ!?」

　雷の虎をあっさりと飲み込んだ焰の竜は、そのままセシリーに襲い掛かる。セシリーが慌てた様子で取り出した呪符が、その身を守るように壁を展開するが──焰の竜は大きく顎を開くと、その壁もろとも嚙かみ砕くようにして炸さく裂れつした。

　ユリスも爆炎と爆風に吹き飛ばされそうになるのを、腕で顔を覆った前傾姿勢で凌しのぎ耐える。

　今のは煌式遠隔誘導武装を媒介に万応素マナと星辰力プラーナの固有接合パターンを同調させ、一時的に技の威力をブーストさせるユリスのとっておきだ。

　実戦で披露するのはまだ二回目、しかも吞竜の咬焰花のような大技に使うのは初めてだったが、なんとか制御できたようだ。

　爆風が収まると、クレーター状に凹くぼんだ中心部に、大の字に倒れているセシリーの姿があった。

「セシリー・ウォン、校章破損バツジブロークン」

「あはは……これは完敗だー」

　セシリーは思いのほかあっさりとそう言って、苦笑する。

「ちっくしょー、やっぱり星せい仙せん術じゆつにこだわらないで、殴り合いでもやっておくべきだったかしらねー」

　確かにセシリーの体術は四年前でさえ一級品だった。もしそうなっていたら、ユリスも対応に窮きゆうしただろう。

　とはいえ、そうなれば全体のサポートが手薄になる。一対一の試合ではないのだから、セシリーが後衛に徹したのは間違いではなかったはずだ。

　そしてセシリー本人も、それはよくわかっているようだった。

「まあでも──敗れたのはあたしであって、チームじゃないからいいか」

「っ！」

　直後、ユリスが大きく背後に跳ぶと、寸前まで立っていた地面を鋭い蹴りが打ち砕いた。

「《天てん苛か武む葬そう》か！」

　ユリスは土煙の向こうに虎峰フーフオンの姿を確認し、ノヴァ・スピーナを構えようとするが、先ほどの大技で星辰力プラーナの消しよう耗もうが激しく足がふらついてしまう。

（ここにきて、昨日の無理が祟たたったか……！）

　無論、それを見逃すような虎峰ではない。

　次の瞬間、神速の上段蹴りが見事にユリスの校章だけを刈り取っていた。

「ユリス＝アレクシア・フォン・リースフェルト、校章破損」

「綾あや斗と先輩、ここは大丈夫です！　クローディア先輩のところへ！」

　ユリスの敗北を告げる機会音声を聞いた綺き凛りんが、暁彗シヤオフエイの棍こんを千せん羽ば切きりで受け流しながら綾斗に叫ぶ。

「いや、でも……！」

　確かにユリスと紗さ夜やが敗れた今、自由に動けるようになった虎峰がチームリーダーであるクローディアを狙うのは明白だ。いかに《パン＝ドラ》の力があるとしても、三対一では為す術がないだろう。

　今すぐにでもフォローに入りたいところだが、だからといって暁彗の相手を綺凛一人に任せるわけにもいかない。何しろ、二人がかりでもむしろこちらが押されているくらいなのだ。

「問題ありません。──少し、見えてきたので」

「え……？」

「信じてください！　大丈夫です！」

「……わかった」

　問答をしている猶ゆう予よはなかった。

　何よりも、あの綺き凛りんがここまではっきり言うのであれば、信じてあげないわけにもいかない。

　綾あや斗とは意識を切り替えると、呼吸を整えてクローディアの元へ駆け出した。

「綾斗！」

　それに気が付いたクローディアがどこか安あん堵どの表情を浮かべる。

　ずっと一人であの双子の相手をしていたのだから無理もない。

　が、その背後がゆらりと揺らめき、突如として虎峰フーフオンが姿を現す。

「クローディア、しゃがんで！」

　綾斗がそう叫ぶよりも前に、クローディアは頭から転がるようにして跳んでいた。おそらく《パン＝ドラ》の能力を使ったのだろう。

　綾斗は右足に走る鈍痛に顔を顰しかめつつも、クローディアを飛び越えるようにジャンプし、《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を両手で振り下ろす。

「はあああああああああ！」

「疾っ！」

　驚いたことに、虎峰はその一撃を蹴りで──より正確に言うならば、蹴り出した右足の裏で受け止めた。

　そこから放たれるオレンジ色の輝きに、綾斗は改めてその鋼靴サバトンが純星煌式武装オーガルクスであることを思い出す。

「なんのために、これを引っ張り出してきたと思っているんですかっ！」

　虎峰はそう言って《黒炉の魔剣》を横に払い、身体からだをひねりながら飛んで綾斗に蹴りを繰り出してくる。綾斗が屈んでそれをかわすと、虎峰はそのまま空中を蹴って間合いを取った。

　そんな虎峰と入れ替わるようにして呪じゆ符ふを構えた双子が綾斗を挟むようにして襲い掛かってくるが、綾斗は気にすることなくクローディアに叫ぶ。

「クローディア、そっちに行ったよ！」

「ええ、わかっていますとも！」

　クローディアがそう応えるのと同時に紫し電でんのような斬撃が虚こ空くうを走り、そこから逃げるように姿を現した沈雲シエンウンが顔を歪ゆがめる。

　と、綾斗に襲い掛かってきた双子もそれと同じくして溶けるように虚空へ消えていった。

「まったく……君の〝識しき〟の境地とやらは」

「本当に厄介ね……」

　少し遅れて沈雲シエンウンの隣に姿を現した沈華シエンフアも、忌々しげに吐き捨てる。

　綾あや斗とはそれには応えず、《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》に星辰力プラーナを注ぎ込み、流星闘技で周囲を薙なぎ払った。

　黒い軌跡が駆け抜けた後には、今しがた沈華によって仕掛けられた何枚もの呪じゆ符ふが燃え落ちる。

「あらあら、さすが私の綾斗は頼りになりますね」

　駆けてきたクローディアが綾斗と背中合わせになりながら、嬉うれしそうに笑った。

「他にもまだ呪符が残っているみたいだから気をつけて」

「ちっ！　本当に……！」

　沈華が目を吊り上げて綾斗を睨にらむが、それに構っている暇はない。

　虎峰フーフオンが虚こ空くうを蹴って仕掛けてきたからだ。

「破っ！」

　虎峰の踵かかと落としを《黒炉の魔剣》の腹で受け止め、押し返す。反応するのもギリギリの速さだが、こちらの《黒炉の魔剣》を警戒してか蹴り技主体で攻めてきているようだ。だとすれば、ある程度の読みが利く。

「せい！」

「噴！」

　着地した虎峰の上段蹴りをかわし、右手一本で持った《黒炉の魔剣》でその胸を突く。虎峰はそれを紙一重で避けながら綾斗の懐深くへ飛び込んでくると、その勢いのまま肘を打ち込んでくる。綾斗は残しておいた左手でその腕を取り、力の流れを利用して背後へと投げ飛ばす。

　──が、虎峰は空を蹴って踏ん張ると、そこを足場に腕を摑み返し、逆に綾斗を投げ返してきた。

「くっ……！」

　さすがに無手での技術は虎峰のほうが勝っている。ましてや、今の綾斗は手負いだ。特に暁彗シヤオフエイから受けた右肩への一撃が相当に響いている。

　それでも地面に叩き付けられる前になんとか姿勢を戻し、着地。即座に虎峰が仕掛けてきた空中蹴りを《黒炉の魔剣》で迎撃する。虎峰は綾斗を飛び越えて地面に降りると、神速の回し蹴りを放ってくる。綾斗も振り向き様に《黒炉の魔剣》を真一文字に振り払い、迎撃──さらに虎峰が上下に振り分けながら連続で繰り出してくる蹴りを受け止め、斬り返す。

　純星煌式武装オーガルクス同士がぶつかり合った時特有の鮮やかな火花を撒き散らしながら、双方渾こん身しんの一撃をぶつけ合い、お互いがその衝撃を利用して距離を取る。

「さすがは《叢むら雲くも》……！　その技量、敵ながら感服します！」

　荒い息を吐きながらも、虎峰フーフオンが爽やかな笑みを浮かべて言った。

「その言葉、そっくりそのまま返すよ……！」

　綾あや斗とも同じような笑みを返すが、同時に腹の底から湧き上がる衝動のようなものを感じていた。

　以前、あのグラン・コロッセオでアーネストやシルヴィアの力を前にした時のような、胸の高鳴り。

（いや、でも今は……チームの勝利が最優先だ）

　綾斗はそれを自覚しつつも押し込めると、虎峰と睨にらみ合いながらじりじりとすり足で距離を詰める。

　虎峰もその足に星辰力プラーナを集中させているのがわかる。爆発的な加速で、一気にこちらの間合いへ飛び込み、決着をつけるつもりだろう。

　空気がピリピリと張り詰め、その緊張が最高潮に達そうかというまさにその時。

「──、校章破損バツジブロークン」

　涼やかな機械音声がステージに鳴り響いた。

　　　　　　　　＊

「……わかった」

　そう言ってクローディアの元へ駆けていく綾斗の姿を視界の端に捉えながらも、綺き凛りんは千せん羽ば切きりを正せい眼がんに取ったまま暁彗シヤオフエイと対たい峙じしていた。

　対する暁彗はわずかに腰を落として棍こんを水平に構えながら、ほんの少しだけ訝いぶかしそうに眉を寄せた。

「なぜだ？」

「なぜ……？　綾斗先輩を行かせたこと、でしょうか？」

　この試合、暁彗から話しかけてきたのは初めてだったので、綺凛は驚きつつも慎重に言葉を返す。無論、一寸足りとも集中を切らさぬようにしながら。

「おまえ一人では俺の相手をすることはできまい」

　その言葉には寸すん毫ごうの慢心もなく、ただ客観的な事実を告げているだけなのだということがよくわかる。

「そうかもしれません。ですが……やってみなければわかりません！」

　綺き凛りんはそう叫ぶと、跳ねるように踏み込んで上段を打ち込んだ。

　暁彗シヤオフエイはその一撃を棍こんで弾くと同時に左手で印を結び、瞬時に綺凛を吹き飛ばすような豪風が生み出される。

「くぅ……！」

　──これだ。

　本来ならばこの打ち込みから次の手へと流れるように繫げるのが刀とう藤どう流の奥義〝連れん鶴づる〟なのだが、暁彗にはそれがまるで通じない。単純に暁彗が綺凛よりも速く、単純に暁彗の持つ手数が綺凛よりも多いのだ。これでは相手を崩しようがない。

「破っ！」

　風の勢いを利用して大きく背後に跳んだ綺凛の着地を狙い、すかさず暁彗が追撃を仕掛けてくる。空気をえぐるような突きが胸の校章目掛けて伸びてくるが、綺凛はそれを紙一重で搔かい潜って暁彗の懐へ潜り込んだ。頰ほおが裂け、鮮血が舞い散るが気には留めていられない。

　暁彗の棍は鋭く、重い。受けるよりはかわさないと、下手をすれば千せん羽ば切きりが折れてしまう。

「疾っ！」

　が、長柄武器に対する常じよう套とう戦術も、拳けん士しである暁彗にはあまり有効ではない。綺凛を待ち構えていたかのように、暁彗が左手の拳こぶしを放つ。

　強大な星辰力プラーナが込められたその一撃も、綺凛が真っ向から受ければ骨の一本や二本覚悟しなければならない威力を秘めている。

　綺凛は身体からだをひねって今度もそれをすんでのところでよけてみせた。左肩を掠かすめた掌しよう打だが、制服ごと肉を少しえぐるが支障はない。

「はああああああああああああ！」

　裂ぱくの気合と共に振り抜いた千羽切の切っ先が、暁彗の胸の校章まであとほんの数センチの距離まで迫る──が、その時にはすでに暁彗も綺凛と同じように身体を回転させていた。

　空を切った千羽切の上を、裏拳の要領で放たれた棍把が綺凛の頭部目掛けて襲い掛かる。

　しかし綺凛はそれさえも、間一髪のところでかわしていた。照明を受けて真白に輝く銀髪が数本空に舞うが、それだけだ。

「はぁ……はぁ……」

　息は上がっているが、集中力は増している。

　まだ、いける。

「……なぜだ？」

　一連の攻防を終えて再度距離をとった暁彗が、先ほどと同じ言葉を、先ほどよりも色濃い疑念を浮かべながら綺き凛りんに向ける。

「なぜ、今の攻撃を凌しのぐことができた？　少し前のおまえなら不可能だったはず」

「少し前のわたしは、今のわたしではないからです」

　綺凛は千せん羽ば切きりを下段に取りつつ、きっぱりとそう答えた。

　実際、なぜよけられたのかと言われれば、綺凛にもわからない。ただ──さっきよりもずっとよく見えるのだ。暁彗シヤオフエイの動きが、その身体からだの隅々にまで通う星辰力プラーナを介してはっきりと見える。綾あや斗とに言ったあの言葉は、決して噓うそではない。

　元々綺凛は星辰力の動きに極めて敏感だった。《星脈世代ジエネステラ》であれば他者の星辰力の動きを把握することは誰にでもできるが、綺凛はもっと細やかな──もっと深い部分でそれを読み取ることができる目の持ち主だった。綺凛がこの若さで〝連れん鶴づる〟をものにできたのも、その目の力が大きい。

　そして実のところ、こうして星辰力を介して相手の動きを完全に把握したことは、過去にも経験があった。ただしその時はほんの一瞬であり、今のようにそれがどんどんと強くなるということはなかったが。

「天てん上じよう聖せい母ぼの鬼、か……」

　暁彗が、ぼそりとつぶやく。

　その意味するところは綺凛にはわからなかったが、その代わりに綺凛も暁彗の顔をまっすぐに見ながら口を開く。

「わたしからも一つ質問してもいいでしょうか？」

「なんだ」

「あなたは……勝とうとしていませんね？」

　その言葉に、暁彗が虚を突かれたように目を開く。

　そう。最初に暁彗と対たい峙じした時から、ずっと引っかかっていた違和感。それは、圧倒的なまでの無私だ。

「……その通りだ。俺にとって勝利とは、他者と競い、自己の力を最大限発露した結果の付随品にすぎない」

「つまり勝利にはこだわりがないと？」

「それが何か悪いとでも？」

　暁彗は平然と問い返してくる。

　綺凛は悔しさに一度唇を強く嚙かむと、ゆっくりと首を横に振った。

「いいえ。むしろ武人としては、あなたのほうがずっと正しく……理想の形でしょう。勝敗に心惑わされることなく、ただただ己を高める。素敵なことだと思います」

　綺凛はそこまで言うと、一度呼吸を整えてから暁彗を睨にらむ。

「ですがまだまだ未熟なわたしは、そこまで達観できません。……わたしは、勝ちたい！」

「ならば、おまえはなんのために勝利を望む？　己のためか？　それとも仲間のためか？　あるいはこの《星武祭フエスタ》で勝ち抜き、願いを叶えるためか？」

　そう言いつつも、暁彗シヤオフエイの星辰力プラーナが高まっていくのがわかった。決着をつけるつもりなのだろう。

　綺き凛りんも同じように星辰力を練り込みつつ、それに答える。

「その全てです。わたしは──わたし自身の、わたしの世界のために勝ちたいのです！」

　綺凛がそう吼ほえると同時に、二人は動いていた。

　暁彗の棍こんがうなりを上げ、風を引き裂きながら綺凛へ迫る。しかし綺凛は、綺凛の目は、すでにその動きを完全に捉えていた。もちろんだからといって、綺凛が暁彗よりも速く動けるようになったわけでも、技量において凌りよう駕ができるようになったわけでもない。綺凛が今暁彗に勝っているのは、ただ一点……その目だけだ。

　足を払うように繰り出された棍を最小限のステップでかわし、昇竜のごとく蹴り上げられたつま先を鼻先で見切る。振り下ろされた棍を千せん羽ば切きりで受け流し、不意打ちのような掌しよう打だをギリギリでさばく。

　まるで途切れることのない、凄絶な連続攻撃。綺凛は一太刀の反撃を試みることさえできない。

　綺凛の目はその限界の中で、少しずつ深度を増していった。

「急急如律令、勅ちよく！」

　暁彗がそう唱えると、まばゆい閃せん光こうと共に雷撃が迸ほとばしる。

　綺凛はとっさに目をかばったが、それによって反応が遅れ、左腕に焼けるような痛みが走った。棍の一撃を回避し切れなかったのだ。おそらく折れている。

　でも、それがどうしたというのか。構うものか。

　綺凛は薄目のまま右手一本で握り直した千羽切を振るい、暁彗の校章を薙なぐ。

　確かに届いたはずの一撃だったが、その切っ先は無常にもなんの手応えもなくすり抜けてしまった。暁彗の姿が、ゆらいで消える。

（幻影……!?）

　それも、今の綺凛の目を欺くほどの。

　考えてみればあの双子にできて暁彗にできないはずもない。綺凛は己の迂う闊かつさを呪った。

「終わりだ……！」

　その期を逃さず、暁彗が棍を横薙ぎに払う。

　綺凛は目の端でそれを感知し、ぎりぎりのところで回避したが、バランスを崩してしまい膝を突く。

　暁彗の棍が軌道を変え、その棍こん梢しようが綺凛の胸の校章へ吸い込まれる。

　しかし、綺凛の目はその動きを把握していた。綺凛の目から紫し電でんがばちばちと迸り、星辰力プラーナが大量に、そして急速に消費されていくのがわかる。

　片手と肩で千せん羽ば切きりを支え、その一撃を防ぎ止める。千羽切がまるで鈴の音のような澄んだ音を立てて砕け散ったが、綺き凛りんは厭いとわず足に力を込めて暁彗シヤオフエイの懐に飛び込んでいた。

　──根元一寸残っていれば、それで十分だ。

　武ウー暁彗シヤオフエイは、強い。

　なにしろここまでまだたった一太刀も浴びせることができていないのだ。実力の差は明白で、相手には油断も慢心もない。

　それでも綺凛は止まらなかった。

　綺凛を突き動かしているのは、勝利への執念だ。浅ましく、みっともない意地だ。

　綾あや斗とが、紗さ夜やが、ユリスが、クローディアが、積み重ねてきたものを綺凛は見てきたし、知っている。それは綺凛の世界の中にも確かにあって、それが今の綺凛の力だった。

　そんな綺凛を押し留めるかのように、炎の壁が立ちはだかる。

　が、それすらも綺凛の目は見切っていた。それは先ほど綾斗に向けて暁彗が使った術であり、その印の形を、その呪言の口の動きを、綺凛は把握していたからだ。

　炎の壁が出現する前に綺凛は暁彗の右手へと回り込み、その胸の校章へ狙いを付ける。暁彗の瞳に初めてはっきりとした驚きよう愕がくが浮かぶ。

　ただ、それでもなお暁彗の動きには些いささかの迷いもなかった。棍こんを手放すと、最小の動きで綺き凛りんを迎え撃つべく拳こぶしを放つ。さらにその拳には、一枚の呪じゆ符ふ。
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「──爆！」

　ステージの半分を吹き飛ばすような巨大な爆発が巻き起こり、爆炎と爆風が吹き荒れる。

　容赦ない攻撃だったが、この距離では自分さえも巻き込みかねない規模だ。つまり爆発は完全な指向性を持たせてあるはず。

　だから。

「っ!?」

　綺凛はその寸前に、暁彗シヤオフエイの背後へと回り込んでいた。限界を超えた無む茶ちやな動きに足が激痛が走るが、あと少し持てばそれでいい。

「おおおおおおおおおおおお！」

　暁彗が雄叫びを上げて、綺凛を迎え撃つ。

　今までで最速の拳──だが、綺凛は心の底から感服しつつ、それをかわして暁彗の校章へわずかに残った千せん羽ば切きりの根元を叩き込む。

　最初で最後の、たった一太刀。

　だが、それは確かに届いた。

「──武ウー暁彗、校章破損バツジブロークン」

　その決着にいたる一連の綺凛の動きは、それを受ける暁彗をも飲み込んで、攻防そのものがまるで鶴を折るかのようだったという。


第四章　千里眼

「勝った……のか？」

　膝をついたままユリスが呆ぼう然ぜんとつぶやく。

　ステージを覆っていた防護ジェルが解除されていくと、そんなユリスの声を搔かき消すような大歓声がビリビリと空気を奮わせた。スピーカー越しではない生の歓声が、興奮と熱気をはらんで綾あや斗とたちに降り注ぐ。

『け、決着！　決着です！　この準決勝を制したのは、星せい導どう館かん学園のチーム・エンフィールドー！』

『いやはや、驚きであります。正直に言って、刀とう藤どう選手と武ウー選手の力量にはかなりの差があったはずなのでありますが……』

「そんな、まさか……大師兄が……」

　綾斗と対たい峙じしていた虎峰フーフオンも、とても信じられないといった顔だ。

「……」

　何よりも、その校章を砕かれた暁彗シヤオフエイ自身が愕がく然ぜんとした表情で立ち尽くしている。

「俺は、負けたのか……そうか」

　小さく独りごちたその言葉に、綾斗は初めて暁彗から確かな感情らしきものを感じた。それはほんのささやかな、欠片かけらのようなものだったが、唇を嚙かむ暁彗の姿は試合前とは明らかになにかが違っている。

「ぅ……」

　と、その暁彗を打ち負かした綺き凛りんの身体からだがふらりと倒れ込むのを見て、綾斗は慌てて駆け出した。

「綺凛ちゃんっ！」

　ギリギリのところでその身体を抱きとめる。

　綺凛はほとんど力が入らないようでぐったりと綾斗に身体を預けていたが、それでも健けな気げに笑みを浮かべてみせた。

「あ、ありがとうございます、綾斗先輩……。あの、わたし……勝てたのでしょうか？」

「ああ、本当にすごいよ綺凛ちゃん！」

　綾斗はそう褒ほめながらも、綺凛の様子がおかしいことに気が付く。

　瞳の焦点が合っておらず、その声も酷ひどく弱々しい。

「そう、ですか……良かっ……た……でも、なんだか、すごく……まぶしく、て……」

「綺凛ちゃん……！　綺凛ちゃん！」

　そのまま意識を失ってしまった綺凛に、綾斗が焦りながら呼びかける。

　──が、その時。

「ほっほっほ、案ずるでない」

　唐突に軽く涼やかな声が降ってきた。

　それほど大きくない、むしろ可か憐れんで可愛かわいらしいその声は、ステージを覆い尽くす大歓声に埋もれることなく綾あや斗との耳に響く。

　反射的に綾斗が顔を上げると、ステージ中央の空間が裂けるように開き、そこから一人の童女が姿を現した。

「星露シンルー……！」

『……え？　え？　あれえ？　ど、どういうことでしょうか？　ステージに、突然子どもが現れたように見えましたが……』

『ああ……あれは《万ばん有ゆう天てん羅ら》でありますな。であれば、そういうものだと思っていただくしか……』

　明らかに混乱した様子の実況に対して、解説のほうは呆あきれと諦めの入り混じった声だ。どうやらある程度星露のことを知っているらしい。

『ば、《万有天羅》……！　確かに言われてみれば、あの少女は界龍ジエロンの序列一位である范フアン星露氏ですね！　い、いや、ですが、滅めつ多たに人前に姿を現すことのない氏が、一体どうして……いやいやそれ以前に、どこからどうやって……？』

　疑問符を浮かべまくっているミーコと同じように、観客席にも混乱とざわめきが広がっていく。

　しかし星露はまるで気にする様子もない。

「その娘は生命の脈流を視みてしまったが故、一時的に瞳が焼き付いてしまっただけじゃ。二、三日もすれば元に戻ろう」

　童女──范星露は綺き凛りんの顔を覗き込み、そう言って感心したようにうんうんとうなずく。

「生命の脈流……？」

「星辰力プラーナを介してのみ視える、純粋なる人の意志よ。おそらくその娘には、暁彗シヤオフエイの動きがすべて読めておったじゃろうな」

　綾斗の疑問に星露が講釈をしてくれるが、いまいち理解できない。

「それは……《パン＝ドラ》の未来予知のような？」

「いんや、あの純星煌式武装オーガルクスの力は世界の未来そのものを選ぶことじゃ。だからこそ、圧倒的な情報量を持つ。じゃが、この娘の目は世界ではなく人の意志を視る、いわばごく限られたものじゃ。どちらかといえば、読心術に近かろうな」

「つまり……人の心を形として視ることができる？」

「然り。より正確に言えば動こうとする意志の流れを、じゃが」

　大きくうなずいてみせた星露は、にやりと口元を歪ゆがめた。

「が、恐るべきはその娘の天てん稟ぴんよ。碌ろくな修練も積まず、才覚だけでその瞳を得ようとはのう。正直、ここまでの器とは思わなんだ。この娘のように才気に溢れ、しかも自らの努力でそれを磨き上げる者は、儂わしのような者が無む暗やみに触ると折れてしまう。故に大成するまで手出しは控えておったが、こうまで香かぐわしいと辛抱たまらぬのう」

「……本人に代わって言わせてもらうけど、それは遠慮してもらえるかな」

　綾あや斗とが綺き凛りんを守るように抱く手に力を込めると、星露シンルーはむっとしたように眉根を寄せる。

「わかっておるわ。儂とて、まだ発展途上の蕾つぼみを手折るほど愚かではない」

「それより、さっきの言ってたことを詳しく聞かせてくれないか。綺凛ちゃんは本当に大丈夫なのかい？」

　綾斗の腕の中の綺凛は、先程気を失ったまま身じろぎもしない。

　呼吸は落ち着いてきているようだが、顔色は悪く生気に欠けている。

「星辰力プラーナを介して命脈を視みる術は、適切な段取りをしても消しよう耗もうが激しい。この娘のように無む茶ちやをすればこうもなろう。まあ、星辰力切れのようなものじゃ。命に別状はなかろうが、怪け我がのほうも軽くはないし、治ち療りよう院へ運んだほうがよかろうな」

「……わかった。ありがとう、星露」

　だったら下手に動かさず、救護のスタッフを待ったほうがいいだろう。どちらにせよ、クローディアが様子を見に行っているが紗さ夜やも気を失ったままだ。

「……師父」

　するといつの間にか星露の背後に集まっていたチーム・黄龍フアンロンのメンバーが、揃って膝をついた。

「この度の敗北、誠に申し訳ございません」

　そして暁彗シヤオフエイが代表するかのように、深々と頭を下げる。

「ふふん、儂はぬしらに勝利を課した覚えはないぞ。儂が力を与える代償に求めるは、ただ儂を満足させることのみ。ぬしらもそれは知っておろう」

「ですが……」

　暁彗の声と表情はあくまで硬い。

　それを見て、星露は楽しそうににんまりと笑った。

「くくっ！　良いのう、暁彗。ぬしのそのような顔は初めて見たぞえ。そう、確かに儂は勝利を望まぬ。が……ぬし自身がそれを望まぬのとは別の話じゃ」

　星露の瞳がすっと細まり、言葉にひんやりとした冷気が混じる。

「ぬしは才気に満ち、武術においても星せい仙せん術じゆつにおいても水を吸うかのごとく会得する。儂の教えに忠実で、決して逆らうこともない。まこと、良くできた弟子じゃ。しかしな、生あい憎にくと儂は人形を愛めでる趣味なぞ持ち合わせておらん」

「……」

　暁彗シヤオフエイは頭を下げたまま、ただ黙ってその言葉を聴いている。

「ぬしの技は儂わしが教えたそのままの複製であって、どれだけ鍛えようともぬしのものではない。まあ、ぬしはその先にまるで興味がないのじゃから当然か。ぬしは儂のため、儂の期待に応えんとすることだけしか心にないからのう。そのような者と拳こぶしを交えても、鍛錬にはなれど愉悦を覚えることなどありはせんよ」

「師父……」

　そこで暁彗は初めて顔を上げて星露シンルーを見た。

　その表情は、まるで母親に置いていかれそうになった時の子どものようだ。

「儂がなぜぬしの淹いれる茶を好むかわかるか？　あれこそぬしが自分で会得し、自ら学び、育はぐくんだぬしだけのものだからじゃ」

　その言葉に、暁彗の瞳が大きく見開かれる。

「──じゃが、此こ度たびの敗北でぬしの胸には屈辱が刻まれた。それで良い。その傷はぬしをくびきから解き放つ良いきっかけとなろう」

「ですが、師父！　俺は……！」

　暁彗の言葉を、星露は優しく首を横に振って遮る。

「ぬしの忠義には感謝しておるが、ぬしは人形である前にまず人であれ。そうでなければ、儂を満足させることはできぬぞ」

「……はい」

「うむうむ」

　星露は嬉うれしそうにうなずくと、再び綾あや斗とへ視線を向ける。

「さて、その娘──刀とう藤どう綺き凛りんには感謝するぞえ。こやつには言葉で伝えても無駄であったろうからのう。よくぞこやつを打ち負かしてくれた」

「……綺凛ちゃんの目が覚めたら伝えておくよ」

「うむ。もっとも……実のところこやつに勝つ者がおるとすれば、儂はぬしのほうだと思っておったのじゃがな。もう少しなのであろう？」

「え？」

　星露はにやりと笑いながら、そんな綾斗の肩を軽く叩いた。

「次の決勝も期待しておるぞ。ぜひとも儂を楽しませてくれい」

　そして星露はからからと笑いながら、チーム・黄龍フアンロンのメンバーを引き連れて去って行く。

　それと入れ替わるようにステージへとやってきた救護スタッフを見ながら、綾斗はほっと安あん堵どの息を吐いた。

　　　　　　　　＊

　同時刻──聖ガラードワース学園。

「……勝ち抜けたのはチーム・エンフィールドか。さすがだね、彼らは。とはいえミス・刀とう藤どうの覚醒……というべきかな？　あれは少々予想外ではあったけれども。さて、キミたちはどう思う？」

　腕組みをしながら空間ウィンドウを見つめていたアーネストは、そう言って同じように執務室で観戦していたチーム・ランスロットの面々を振り返った。

「ふふん！　私の言った通りでしょう？　彼女たちなら必ず決勝まで上がってくると思っていましたわ！」

　自信満々に髪を搔かき揚げたのはレティシアだ。念願叶ってというべきか、ようやく意中の相手であるクローディアと闘えることがよほど嬉うれしいらしい。平静を装ってはいるが、その頰ほおは薄っすらと紅潮している。

「我々としては与し易いほうが抜けてきてくれたのだから歓迎すべきだろうな。正直に言って、あの《覇は軍ぐん星せい君くん》を相手にしないで済むのは助かった」

　ライオネルが顎をさすりながら静かに言った。

《王槍ロンゴミアンド》の二つ名を持つライオネルの実力は折り紙つきで、槍の扱いに関してはガラードワースに並ぶ者がないほどだが、それでもやはりあの武ウー暁彗シヤオフエイとはやりあいたくなかったようだ。

　実際、アーネストから見ても暁彗の力は飛び抜けていた。

　今のアーネストではチームの援護を受け、《白濾の魔剣レイ＝グレムス》の力を含めてもなお、相打ちに持ち込めるかどうかといったところだったろう。

「ま、可哀かわい想そうだけどあの様子じゃフルメンバーで出場ってわけにもいかなそうだしね。特に刀藤綺き凛りんちゃんだっけ？　あの子、結構ヤバそうだったけど大丈夫かな」

　ソファに背中を預け、頭の後ろで手を組んでいたケヴィンは軽い口調ながらも綺凛の身を案じている。闘いの場でない限り、ケヴィンは常に女性の味方だ。

「……私の見る限り、あの分では決勝戦には参加できないでしょう」

　そのケヴィンに無表情で応えるのは、パーシヴァル。

　他のメンバーが皆ソファに座っている中、彼女だけはただ壁際に立って控えている。

「ふむ……キミがそう言うのであれば、間違いないだろうね」

「恐らくですが、彼女は種類は違えど私と似たような眼を持っているようです。もっとも、かなり無む茶ちやな使い方をされていたようですから、あれではしばらく視界に難が出るかと。他にも各所に重傷を負っていたように見えました」

　パーシヴァルは極めて鋭い観察眼を持っていた。それは人の本質を見極めるもので、彼女の前ではあらゆる噓うそが通用しない。

　真実を見通すその眼と、永遠に続く罪悪感──それこそパーシヴァルが《聖杯》に選ばれた理由だと、アーネストは考えている。《聖杯》は《聖剣》よりもずっとセンシティブで、《聖剣》のようにその代償をごまかすことはできない。

「となると、少なくとも四対五になるわけか。我々にとっては有利になるな。しかもあちらはこの準決勝でかなり消しよう耗もうしたのに対し、こちらは不戦勝で無傷だ。チームとしての錬度も我々が勝っている」

「……ちょっとお待ちなさい、ライオネル。だからといって気を抜くような真ま似ねは許しませんわよ」

「オレはあくまで客観的な事実を述べただけだ。別段、侮るつもりも手を抜くつもりもない」

　レティシアの言葉を受け、ライオネルが心外だとばかりに眉を顰ひそめた。

　ライオネルは常に公正な視点から物を評する。よくケヴィンと対立しがちなライオネルだが、感情に素直なレティシアともぶつかることが多い。

「そうそう、第一うちにそんな不届き者がいるわけないでしょ、レティ」

　ケヴィンもからかうようにそんな軽口を叩くが、その瞳には確かな真剣さが見て取れた。

　いかなる相手も侮らず、いかなる幻影にも怯えず、常に全力の剣で以って勝利と栄光の道を切り拓く──それがチーム・ランスロットだ。正義と秩序、誠実と清せい廉れん、まさしくガラードワースの象徴といえるだろう。

　だが──

「無論、わかっていますわ。私だって誇り高きチーム・ランスロットの一員なのですから。ただ……」

　とくとくと語るレティシアを横目に、アーネストは空間ウィンドウに映った綾あや斗との姿を改めて眺めた。

（天あま霧ぎり綾斗……やはり彼は素晴らしい。願わくば……）

　アーネストはそこまで考えて、苦笑しながら首を横に振った。

　──やめておこう。これ以上は詮無きことだ。

　そして胸の奥の疼うずきを押し込めるように小さく息を吐いてから立ち上がる。

「さて、と……それじゃ僕は少し出てくるよ。後はよろしく頼む」

「え？　ちょ、ちょっとアーネスト？　出かけるって、こんな時間から一体どこに……？」

　レティシアが驚いた顔で訊たずねてくるが、アーネストは穏やかな笑みでごまかし、なにも答えることなく執務室を後にした。

　　　　　　　　＊

　──レヴォルフ黒学院、生徒会室。

「ちっ！　結局、星せい導どう館かんが抜けやがったか……！」

　机に足を放り出して準決勝を観戦していたディルクは、吐き捨てるようにそう言うと空間ウィンドウを閉じる。

　今回の《獅鷲星武祭グリプス》はレヴォルフとしてもディルク個人としても、さほど注力していたわけではない。傭よう兵へい生を使いはしたが、それはあくまでも体面的な意味合いが大きく、出場させた時点で概おおむね義理は果たしている。

　したがって界龍ジエロンと星導館のどちらが決勝に進もうが、もっと言えばどこが優勝しようがディルクにはほとんど興味はなかった。

　ただ腹立たしいのは、勝ち抜けたのがディルクが前々から目障りに思っている綾あや斗とがいるチームだということだ。

　天あま霧ぎり綾斗……あの天霧遥はるかの弟で、純星煌式武装オーガルクス《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》の使い手。

　直接顔を会ったのは一度きりだが（より正確に言えば式典などでは顔を合わせてはいるものの）、嫌なタイプの人間だった。他人を駒として扱うディルクにとって、最も苦手とする種類の人間だ。あの手の人間は普段操り易い癖に、いざという時に限って盤面をひっくり返してくる。

「できればきっちり潰しておきたいところだが……ん？」

　そこでディルクは携帯端末の着信に気が付いた。

　音声通信の空間ウィンドウを開くと、陰気な声がぼそぼそと報告してくる。

『……鬼と偽ぎ神しんが動きました』

「ふん、やっぱりか」

　ディルクは眉根を寄せたが、それは予想の範囲内だった。

『どういたしましょう？』

「そのまま監視を続けろ。ただし──なにがあってもオレの指示した距離は保てよ。それより踏み込めば、必ず悟られるからな」

『わかりました』

　短いやり取りを終え、空間ウィンドウがぷつりと消える。

　今のは《猫》ではなく、ディルク子飼いの密偵の一人だ。《猫》を使うということは、即すなわち統合企業財体に情報が筒抜けになるということでもある。用途に応じて使い分ける必要があった。

　──ましてや、金きん枝し篇へん同盟のこととなれば。

「どういうつもりかは知らねえが、そっちが勝手に動くならこっちにも考えがあるぜ、マディアス・メサ……」

　ディルクはそうつぶやくと、新たに空間ウィンドウを五つ展開してそれを睨にらみ付ける。

　そこに映し出されたのは、聖ガラードワース学園チーム・ランスロットの面々だ。添付されたデータには、驚くほどに詳細な情報が記されていた。

　これはディルクの命令によって、先日金目が新たに調べ上げてきたものだ。《星武祭フエスタ》の最中にその参加者を調査することはよくあることなので、黒猫機関グルマルキンを使っても別段問題はない。要はこの情報をどう使うかだ。

　もっとも、すでにディルクは何度か目を通した後だが、そこに目新しい情報はあまりなかった。それも当然で、チーム・ランスロットのメンバーはそのほとんどがすでに調べつくされている。今更なにか使えるようなネタが出てくるはずもない。

　ただ一人を除いて、だが。

　ディルクは空間ウィンドウを一つずつ消していく。

　アーネスト・フェアクロフ、レティシア・ブランシャール、ライオネル・カーシュ、ケヴィン・ホルスト……そして最後にただ一つ残った空間ウィンドウの前で、ぴたりと手を止めた。

「パーシヴァル・ガードナー、か……」

　元々ディルクが欲しかったのは、このパーシヴァルの情報だけだ。今回新たにチームへ加わった、《聖杯》の使い手。新人であれば、なにかしら使えそうなネタでもあるかと思ったのだが──

　今回《猫》が新たに調べ上げてきたその経歴を見た時、ディルクは少なからず驚いた。

　正直に言って、あまりに予想外だったからだ。

　空間ウィンドウに映し出されたパーシヴァルの顔を見ているうちに、ディルクは忌まわしい記憶が脳裏に蘇よみがえってくるのを感じて舌打ちをする。思わず衝動に任せて空間ウィンドウを閉じようとしたものの、その手前で思い直し、指を止めた。

「気は乗らねえ……が、確かに使える手札は増やしておくべきだな」

　切り札ジヨーカーであるオーフェリアはディルクの手の内にあるが、それだけではゲームにならない。

　マディアスのゲームに付き合うつもりなら、最後までついていけるだけのコインとカードの両方が必要だ。

　と、そこへ。

『会長ー、コーヒーが入りましたよー？』

　妙に間の抜けた顔と声が、新たに開いた空間ウィンドウで入室を求めてきた。

「ああん……？」

　大いに気が削そがれたディルクはとっさに怒鳴りつけようとしたが、しかしそれすらも面倒になって投げやりに扉を開く。

「……入れ」

「えへへー、お仕事お疲れ様です。今日はプリシラさんから差し入れをいただいたんですよ。ほら、美お味いしそうなクッキーでしょ？」

「はぁ……」

　ディルクは頭を押さえながらも、そんなころなに向かって簡単に命じた。

「おい、ころな。てめえに仕事だ」

「へ？」

「明日、《獅鷲星武祭グリプス》の決勝を観に行ってこい」

「えっ!?　いいんですか！」

　ころなは嬉うれしそうに手を叩いて顔を綻ほころばせる。言うまでもなく《星武祭フエスタ》決勝戦はプレミアチケットだ。一応なりともころなはディルクの秘書なので、ディルクに同行すればステージの専用ブースで観戦できる……はずなのだが、そもそもディルクが滅めつ多たに会場まで足を運ばないので今までその機会もなかった（開会式や閉会式には顔を出すが、その時くらいだ）。

「やったー！　ありがとうございます、会長！　私、一度生で《星武祭》を見てみたかったんですよー！」

　無邪気に喜ぶころなを頰ほお杖づえを突いて睨にらみながら、ディルクは溜め息混じりにぼそりと付け足す。

「はぁ……その後、こいつを届けてこい。そいつが仕事だ」
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　ディルクは執務机から一枚のカードを取り出して乱雑にペンを走らせると、無造作にそれを放った。

「へ？　届けるって誰にです？」

「決まってんだろ。ガラードワースのチーム・ランスロットだ」

「え……？」

　きょとんとした顔で、ころなが首を傾げる。

「それはまあわかりましたけど……意外ですね。会長、ガラードワースにお知り合いがいらっしゃるんですか？」

「うるせえな。てめぇの知ったことじゃねえよ」

　そう言って睨にらみつけると、ころなはびくんと身を竦すくませた。

「一応言っておくが、馬鹿正直にその制服姿で行くんじゃねえぞ。それと、チームに直接接触するんじゃなくて、フロントに渡してこい」

《星武祭フエスタ》の開催期間中、会場では各学園のフロントオフィスが出展しており、そこは出場選手宛てのプレゼントやファンレターを受け付ける役割も担っている。

「で、でもそれじゃ、すぐに手元には届かないんじゃ……？」

「ふん、てめぇにしちゃ考えが回るじゃねえか。だがまあ、心配ねえよ。フロントには《研究所》からだと伝えておけ」

「《研究所》？」

　ころなはなんのことやらといった表情だが、もちろん説明してやる必要はない。

　ディルクは話はこれで終わりだと犬猫を払うように手を振り、ころなを部屋から追い出した。

　そして一人になると、盛大な舌打ちをしてから吐き捨てるようにつぶやく。

「……クソが、あそこの名前を使うことになるとはな」


第五章　《処刑刀ラミナモルス》

「ふん……まあ、退院まで三日といったところか」

　ヤン・コルベル治ち療りよう院院長は、綺き凛りんが眠るベッドの横でつまらなそうに鼻を鳴らしながらそう言った。

「《万ばん有ゆう天てん羅ら》の見立ては概おおむね正しい。基本的には星辰力プラーナ切れだな。《魔女ストレガ》でもないのにこれほど星辰力を消しよう耗もうするというのも珍しいが……」

「──目のほうは？」

「さて。少なくともこちらの検査ではなんの問題もない。とはいえ、そっちは本人が目を覚ましてからでないとなんとも言えんな」

　綾あや斗との質問にヤンはそう答えつつ口くち髭ひげを撫なでる。

「そう、ですか……」

「とにかく安静にしておくことだ。それではな」

　軽く手を振って病室を出て行くヤンを見送ると、椅子に座っていたクローディアが溜め息混じりに口を開いた。

「はぁ……というわけで、一ひと先まず綺凛の怪け我がに関しては心配いらないようです。確かにそれは幸いではありますが……明日の決勝戦は彼女抜きで挑まなければなりません。これがどれだけ厳しいことかは、言うまでもなく皆さんおわかりだと思います」

「……」

　その言葉に、綾斗、ユリス──紗さ夜やのそれぞれが無言のまま目を伏せる。

　一応なりとも準決勝を勝ち抜いたチームとは思えない、重苦しい雰囲気が綾斗たちを包んでいた。

　チーム戦において欠員が出るということは、単純に一人分の戦力が減るということだけに留まらない。綺凛が担っていた連係パターンが失われれば、攻撃の面でも守りの面でもチーム全体の総合力が大きく低下するからだ。

「ましてや相手はあのガラードワースのチーム・ランスロット。我々が万全であっても勝てるかどうかわからない強敵です」

「……だからといって、闘う前から諦めるわけにはいかない。綺凛がこんなにがんばって勝ち取ってくれた決勝戦への切符だ」

　少し前に目覚めたばかりの紗夜が、握った手にぐっと力を込めながら言う。

　紗夜も念のため検査を受けたが、あくまで気を失っていただけで、少なくとも出場を辞退しなければならないほどの怪我はない。そもそもその程度の負傷は他のメンバーとて同じことだ。

「ああ、紗さ夜やの言う通りだ。それに私には譲れない夢がある。たとえ私一人でも決勝には出るつもりだぞ」

　顔を上げたユリスが強い意志を秘めた瞳でクローディアを見つめながら宣言する。

「……《獅鷲星武祭グリプス》では二人までしか欠場は認められていませんよ」

「わかっている。あくまでそのくらいの決意があるということだ。それに……おまえとて、諦めるつもりは毛頭あるまい？」

　ユリスの言葉を受けて、クローディアは苦笑しながら肩を竦すくめた。

「お手上げなのは本当です。正直、どれだけ頭をひねってもチーム・ランスロットに勝てるような作戦は思いつきません。ですがまあ……やるしかないでしょうね」

　椅子から立ち上がったクローディアがそう言いながら視線を綾あや斗とに向けると、ユリスと紗夜も同じように綾斗に向き直る。

　綾斗は無言のその思いをまっすぐ受け止めると、大きくうなずいてみせた。

「俺も同じ気持ちだよ。相手がどれだけ強くても、勝つしかない。チームのためにも、俺自身のためにもね」

　きっぱりと、そう断言する。

「そうと決まれば、一刻も早く寮に戻って身体からだを休めるべきだな。明日の決勝は正午からだ。どこまで星辰力プラーナを回復できるかわからないが……」

　先日の夜吹の一族ナイトエミツトとの闘いから連戦で、最も消しよう耗もうが激しいのは《魔女ストレガ》であるユリスだ。しかもユリスの煌式遠隔誘導武装レクトルクスは今回の準決勝でかなり破損してしまい、まともに動かせるのは半分の三本だけとなっている。もちろん予備はあるのだが、煌式遠隔誘導武装は通常の煌式武装ルークスよりも遥はるかに微細な調整が必要なため、決勝戦に間に合わせるのは難しいようだ。

　紗夜の煌式武装も本来ならば徹夜のメンテナンスがいるようだったが、こちらは落星工学研究会に任せることができたらしい。紗夜が自分の煌式武装を他人に預けるのは珍しいので詳しく訊きいてみると「頼れる後輩がいる」とのことだった。

「それでは車を手配しましょう。少々お待ちください」

　そう言って携帯端末を取り出したクローディアに、綾斗は小さく手を上げる。

「ああ、ごめん。俺は後から一人で帰るよ。ちょっと会っておきたい人がいるんだ」

「会っておきたい人だと？　こんな時にか？」

「……うん。むしろ、こんな時だからかな」

　訝いぶかしそうな顔のユリスに、はっとした顔の紗夜がその袖を引っ張る。

「……ユリス、ここは治ち療りよう院」

「っ！　そうか、姉君の……」

　ユリスも気が付いたのか、申し訳なさそうな顔で目を伏せた。

「まあ、ちょっと顔を見ておきくたくてね」

「ハル姉によろしく、綾あや斗と。……本当なら私も顔を見に行きたいところだけど」

　すると、紗さ夜やがつまらなそうに口を尖とがらせる。

　確かに幼馴染である紗夜としても、遥はるかに一目会いたいというのは偽らざる本音だろう。

　実のところ何度かヤンには掛け合っているのだが、あの特別区画は許可が下りない限り関係者以外立ち入り禁止だそうで、親族でもない紗夜にはかなり厳しいらしい。

「家族ぐるみの付き合いだったのだし、それはもはや家族同然と言えるのではなかろうか。だったら親族として扱ってくれてもいいと思う」

「……いや、さすがにそれは無む茶ちやだろう」

　ユリスが冷静にそう突っ込むが、紗夜はむくれたままだ。

「ですが、私も一度綾斗のお姉さんにはお会いしてみたいものですね。きっと素敵な方なのでしょう」

　クローディアも優しく微笑ほほえみながらそんなことを言う。

「……なに、ならばそう遠からず会えるだろう」

　と、腕組みをしたユリスが片目で綾斗を見ながら小さく笑った。

「え？」

「今回のおまえの望みは姉君を目覚めさせることなのだろう？　だったら、あと一つ勝てばいいだけのことだ。そうすればこの治ち療りよう院からも出られるし、我々も挨拶くらいいつでもできるようになるだろう。……違うか？」

　ユリスの言葉はどこか照れ臭そうだったが、それだけにじんと深く胸に響いた。

「……いいや、違わないよ。そうだね、その通りだ」

　あと一つ。

　次の決勝戦を勝てば、目を覚ました遥に会えるのだ。

「なるほど、ユリスもたまにはいいことを言う」

「ええ、感心しました」

「……たまにはとはどういうことだ、紗夜」

　ジト目で睨にらみ合うユリスと紗夜を横目に、綾斗は苦笑しながら言った。

「それじゃ、みんなまた明日」

「ああ、綾斗。それではお帰りになる際には連絡をください。別に車を用意させますから」

「ありがとう、クローディア」

　クローディアの気遣いに感謝しつつ、綾斗は綺き凛りんの頭をそっと優しく撫なでてから病室を出た。

　　　　　　　　＊

「ふんふんふ～ん……」

　ツインホールの最上階、その通路をシルヴィアは鼻歌交じりに歩いていた。

　──久々に痛快な気分だった。

　それは他ならぬ綾あや斗とたちチーム・エンフィールドが見事準決勝を勝ち抜けたからだが、自分の好きな人ががんばっているからなどという単純な理由ではない。いや、もちろんそれもあるのだが、彼らはまさに先日統合企業財体間の思惑に翻弄され、絶体絶命ともいえる窮地を切り抜けたばかりだったからだ。

　このアスタリスクにおいて、統合企業財体を──それはいわば世界そのものだ──相手に出し抜いてみせるなど、中々できることではない。打算的な都合に振り回され、消費されるしかないアスタリスクの学生たちにも、一矢報いることができるのだということを示してくれたことにシルヴィアは感謝したいくらいだった。

　しかもその上で《星武祭フエスタ》では決勝戦まで勝ち進んでいるのだから、これはもはや痛快としか言いようがない。

「……それにしても綾斗くん、格好良かったなぁ」

　準決勝はかなりの激戦で、綾斗もあの《覇は軍ぐん星せい君くん》相手には終始押されっぱなしではあったが、まあそこはあばたもえくぼというやつだ。

　その《覇軍星君》を倒した刀とう藤どう綺き凛りんはかなりの怪け我がだったようで心配だったものの、先程出た公式発表によると命に別状はないらしい。ただ、どうやら明日の決勝への出場は厳しそうだ。

　一人欠員が出た状態であのチーム・ランスロットに勝つというのは相当に難しいだろうが、それでもここまで窮地を乗り越えてきた綾斗たちならどうにかできるのではないかと期待してしまう。

（明日は絶対に応援に行こう……！）

　と、そんなことを考えているうちに理事長室の前に着いたシルヴィアは、緩んでいた顔を引き締めてからその扉をノックした。

「ペトラさん、入るよ？」

　すぐに音もなく扉が開き、シルヴィアを迎え入れる。

「──おめでとう、と言っておくべきでしょうか」

　と、シルヴィアが理事長室へ入るなり、そんなぺトラの声が飛んできた。

「……いきなりなんのこと？」

　相変わらず落ち着きすぎた冷たいその口調からは、ほとんど感情が読み取れない。

　アスタリスクの夜景を背にして窓際に立つぺトラは、バイザー越しにシルヴィアをじっと見つめながら先を続けた。

「あなたのお気に入りの天あま霧ぎり綾あや斗と、彼のチームが《獅鷲星武祭グリプス》の決勝へと勝ち進んだことですよ」

「ああ、なんだそのこと」

　シルヴィアはせっかく引き締めた表情を再度にへらと崩す。

「それで？　まさかわざわざそのために私を呼びつけたわけじゃないでしょ？」

　シルヴィアが腰に手を当ててそう言うと、ぺトラは無言で空間ウィンドウを展開し、それを投げよこした。

「これは？」

　そこにはクインヴェールの学生の顔が数人映し出されている。

「彼女たちは皆ベネトナーシュのメンバーです。……いや、でしたと言ったほうが正しいですね」

　ぺトラのその言葉に、シルヴィアはすっと表情を引き締めた。

「……どういうこと？」

「実は私のほうでも例の──金きん枝し篇へん同盟について独自に調査を行っていたのですよ。彼女たちはその任務にあたっていました」

「初耳なんだけど？」

　金枝篇同盟といえば、ウルスラとなんらかの関係があるのではないかと思われる謎の組織だ。なにか証拠があるわけではないが、ペトラの話ではシルヴィアの行動が深化した時期──具体的にはとある純星煌式武装オーガルクスについて調べ始めた頃からその名前がクインヴェールの情報網に引っかかるようになったらしい。

　だとすれば、無関係とは思えない。

　もっとも、同時にシルヴィアとしては探りようのない相手でもあった。なにしろ名前しかわからないのでは、手の打ちようがない。

　それをペトラは独自に調査していたという。

「別段、あなたに報告する義務はないでしょう？」

「なっ……！」

　あまりに素っ気無いペトラの言い様にシルヴィアは一瞬かっとなったが、しかしすぐに落ち着きを取り戻す。いつものシルヴィアであればこれくらいなんなくいなせるはずなのだが、ことウルスラに関することだけは別だ。

　そしてそれはペトラも十分わかっているはず。

　つまり、ペトラはわざとシルヴィアを挑発したのだ。

「……ふむ。どうやら、話ができる程度には冷静なようですね」

「今更試すような真ま似ねはやめてくれないかな」

　それにこの件についてはシルヴィアとて似たようなものだ。

　あのグラン・コロッセオでシルヴィアがウルスラと……少なくともかつてウルスラという名前で呼ばれていた人間と遭遇したことは、ペトラにも話していない。そのことにおそらく謎の純星煌式武装オーガルクスが関わっているであろうということも、だ。ある意味ではお互い様といえた。

　もっとも、ペトラはシルヴィアの行動をある程度監視しているので、そこからなにかを読み取ることは可能だろう。その点ではペトラのほうが有利なのは否めない。

「それほどに危険な案件なのですよ。先ほどの彼女たちは、未だに消息がわかりません」

「そんな危険な仕事をベネトナーシュに振ったの？」

　ベネトナーシュの専門は情報操作であって、他学園の諜ちよう報ほう機関と比べると荒事はやや苦手としている。もし本格的に危険な調査を行うなら、統合企業財体の実働部隊を動かせばいい──それこそ先日の銀河のように。

「今のところこの調査は私の一存で行っているに過ぎません。ベネトナーシュより上を動かそうとすれば、最高経営幹部会議の承認が必要です。まあ、私の読みが甘かったことは認めますがね」

　ペトラはあくまで淡々と続ける。

「ただ、それでも彼女たちは一つの情報を摑んでくれました。どうやら金きん枝し篇へん同盟なる組織には《処刑刀ラミナモルス》が絡んでいるようです」

「……《処刑刀》？」

「かつて《蝕武祭エクリプス》で専任闘技者を務めていた男ですよ」

「っ！」

　シルヴィアは驚いて目を見開き、探るようにペトラを睨にらんだ。

「……どういう風の吹き回し？　私に《蝕武祭》のことを教えてくれるだなんて」

　シルヴィアとペトラ──つまり統合企業財体Ｗ＆Ｗは、ある種の契約を結んでいる。シルヴィアの目的は言うまでもなくウルスラを探し出すことだが、Ｗ＆Ｗはその行動を監視はすれど干渉しない。それは口出しをしないということと同時に、いかなる協力もしないということでもあった。その代わりに、クインヴェールは歌姫としてのシルヴィアを最大限に利用する──そういう関係なのだ。

《蝕武祭》についての情報を統合企業財体が持っているだろうことはシルヴィアとて察していたが、ペトラにそれを訊たずねたところで答えてくれるはずもない。少なくとも、今まではそうだった。

「この情報に関しては、あなたに教えておいたほうがいいだろうと判断しただけのことです。自分がしていることの危険性を理解するために」

「……」

　シルヴィアは無言のままその真意を推し量る。

「あなたは誤解しているかもしれませんが、Ｗ＆Ｗが持っている《蝕武祭エクリプス》についての情報はあくまでその一部にすぎません。主催者がダニロ・ベルトーニだとわかった時点で、統合企業財体はどこも原則的に《蝕武祭》とは直接的な関係を持たないようにしていましたからね。なにしろ明らかにやりすぎなイベントです。下手に関わり合えば、露見した時に巻き込まれかねません」

「原則的ってところが引っかかるんだけど……」

「一部の方々は、客として足を運んでいたようですよ」

　その答えにシルヴィアは呆あきれて物も言えなかったが、ペトラは悪びれもせずに話を続ける。

「それに統合企業財体がその存在を黙認する程度には、《蝕武祭》にも利用価値がありました。あれの愛好家は少なくなかったですからね。ともあれ、ダニロが亡くなり、ついに《蝕武祭》が警備隊に暴かれた際には、統合企業財体は半ばうやむやにする形でその捜査を終結させました。ダニロの所属するソルネージュを責めることは可能でしたが、彼に関してはどの統合企業財体も多かれ少なかれ探られたくない秘密があって……」

「──もういい、やめて」

　これ以上そんな薄汚れた話を聞かされても、不愉快になるだけだ。

「それで、その《処刑刀ラミナモルス》とやらは何者なの？」

「ですから我々も詳しくはわからないのですよ。《蝕武祭》に出場できる選手は《星武祭フエスタ》同様アスタリスクの学生に限られていましたが、それはあくまで学生同士が闘う場合です。《蝕武祭》においては学生が主催者側の用意した闘技者と闘うケースも存在し、その中の一人が《処刑刀》でした」

「……強かったの？」

「それはもう、名前の通りに」

　ペトラの返答は実にあっさりとしたものだったが、それだけに薄ら寒いものを感じた。

　シルヴィアも《蝕武祭》に関してはある程度調べているが、参加者は目の肥えた観客を楽しませるために相応の実力者だけが選ばれていたという。

「《処刑刀》との闘いは、試合ではなく処刑されるということ。そのためより残ざん虐ぎやくで凄惨な内容を好む《蝕武祭》の観客からはとても人気があったと聞いています。もっとも彼が姿を現すことは稀まれだったようですが」

　ここまでくると言葉も出ない。つくづく下劣なイベントだ。

「闘技者には学生でなければならないという縛りもなく、《処刑刀》もそれなりに歳を重ねた男性だったとか。常に仮面を被っていたということもあって、その正体はいまだに不明です。ただその実力からしても、名前の知れた者だったことは間違いないでしょうね」

「……仮面？」

　シルヴィアはその言葉に疑問を感じた。

　大昔ならいざしらず、今時仮面程度で正体を隠し通せるものだろうか。シルヴィアもよく変装するからわかるのだが、正体を隠すには注目されないことが一番だ。気配を消し、群衆に紛れる。それならば、ほんの少し手を加えるだけで問題ない。

　しかし最初から注目を浴びている場合は話が違う。観衆はその相手が謎めいていればいるほど探ろうとするし、《蝕武祭エクリプス》の客は目が肥えていた。もし本当に《処刑刀ラミナモルス》の正体が名の知れた者だったならば、仮面程度の変装では体格や身長、闘い方などからすぐにバレてしまったことだろう。

「とにかく、これは二度目の忠告です。あなたが探ろうとしている闇は、想像以上に深いですよ」

　珍しく、ペトラの声にどこか感情的な色が滲にじむ。

　契約上ペトラにはシルヴィアを止めることはできない。それが十分にわかっているからだろう。

　無論、シルヴィアとしても諦めるつもりはないが、確かに相手が想像以上に不気味な存在であることは理解できた。

　もしペトラの話が本当であれば、この件にはあの謎の純星煌式武装オーガルクスと《処刑刀》という極めて危険で厄介な存在がどちらも関わっていることになる。

（……金きん枝し篇へん同盟、か）

　シルヴィアは心の底から湧き上がってきた悪寒に身震いし、寄る辺を求めて視線を窓の外へと向けた。

　　　　　　　　＊

「……それで、本当に《覇は軍ぐん星せい君くん》が強くてさ。あんなに強い人と闘ったのは姉さん以来じゃないかな。まあ、それに勝っちゃった綺き凛りんちゃんもすごいんだけどね」

　綾あや斗とは眠り続ける遥はるかに、ずっとそんな他愛のない話を続けていた。

　今日あった出来事や、思い出話、仲間たちのことなどを、とりとめもなくただ話す。この時の綾斗は、いつもより子どもっぽくなっているなと自分でもそう思う。

　ただ、特殊使用のベッドに横たわる遥がそれに応えることは当然ない。

「それから、みんなが姉さんに会いたいって言ってたよ。特に紗さ夜やはなんで会えないんだってかなりむくれてた。ああ、でも紗夜に会ったら、姉さんは逆に驚くかもしれないな。本当に変わっていないから、さ……」

　そこまで言って、綾斗は力なく口をつぐんだ。

　綾斗はここに来て姉の顔を見る度、奇妙な感覚に襲われる。

　それは懐かしさをはらんだ安あん堵ど感と、拭いようのない違和感が入り混じった、なんとも言い難い不安のようなものだ。

　姉の姿は別れたあの日のままで、綾あや斗との記憶にあるそれと少しも変わっていない。

　しかしそれは六年前の話であって、当然綾斗もその分歳を重ねている。六年前の自分と比べれば、だいぶ大人になってしまった。

　変わった自分と、変わらない姉。そこにどうしても埋め難い溝があるように思えてしまうのだ。

　遥はるかが目覚めて今の自分を見たら、どんな顔をして、なんと言うのだろうか。

「……それじゃそろそろ行くよ、姉さん」

　綾斗は遥に向かって最後にそう話しかけると、座っていた椅子から立ち上がった。

　それでも、綾斗にとって姉を目覚めさせることが一番の願いであることには変わりがない。

　だからこそ、明日の決勝にはなんとしても勝たねばならなかった。

「ん……？」

　遥の病室を出た綾斗は、ふいにどこからか声が聞こえてきたような気がして、きょろきょろと周囲を見回す。

　この病室がある地下区画は治ち療りよう院の中でも特別なエリアになっていて、ごく限られた人間しか立ち入ることができない。綾斗は幾度となくこの病室に足を運んでいるが、案内された最初の一回を除いて他の人間と出会ったことはなかった。

　ところが。

「っ！」

　綾斗は通路の奥に立つその人影に気付き、思わず身構える。

　目深にローブを被ったその姿は、明らかに治療院のスタッフではない。それ以前に、綾斗は相手に見覚えがあった。

「あの時の……！」

　それはグラン・コロッセオでシルヴィアを襲っていたあの女性──シルヴィアの言葉によれば、少なくともその身体からだは彼女の師であるウルスラ・スヴェントだ。

「──やめておけ」

《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を起動させようとした綾斗を制するように、ローブ姿の女性は無感情な声でそう言った。

「我はおまえとやりあうつもりはない」

「……なら、用件は？」

　まさかこの場所で偶然出会ったということもないだろう。

「ついてこい。おまえに用があるという男が待っている」

　それだけ言うと、女性はゆっくりと歩き出す。

　綾あや斗とは一瞬だけ逡しゆん巡じゆんした後、意を決してそれに続いた。

　シルヴィアに連絡するべきなのだろうが、あまりにも状況が不明すぎる。下手に動けばどうなるかはわからない。

　仕方なく綾斗は無言のまま先を歩く女性について行く。

　それにしても夜間とはいえ、地下区画を出ても誰とも出会わないというのはいかにも不自然だ。よほどこの治ち療りよう院の内情を把握しているのか、あるいはなにかしらの仕掛けがあるのか。

「……ここだ」

　やがて女性は治療院の広大な中庭へと入って行った。

　ちょっとした公園くらいの広さはあるだろう。よく手入れのされた木々が生い茂った、緑豊かなその中心に──仮面をつけた一人の男が立っていた。

「ようこそ、天あま霧ぎり綾斗君」

「あなたは……」

　その声、その姿には、どこか見覚えがある。

　見覚えがあるはずなのに、なぜか思い出せない。確かに知っている人物だとわかっているのに、もやがかかったように合致しないのだ。

「ああ、私の正体を探ろうとしているのならやめたほうがいい。ここは彼女の結界内だ。私に関する認識は阻そ害がいされている」

「なっ……！」

　男はさらりと言ったが、その内容は信じ難いものだった。

　前回遭遇した時に精神干渉能力があることはわかっていたが、まさか個人の認識にまで作用するほどだとは。

「その意味ではこの仮面も必要ないのだがね。まあ、あくまでスタイルの問題だと思ってくれたまえ。──では、改めて自己紹介をしておこう。この仮面を付けている時は、《処刑刀ラミナモルス》と名乗っている」

「《処刑刀》……」

「そして、彼女はヴァルダ。私の同士だ」

《処刑刀》はそう言って、ローブの女性の肩に手を置く。

　するとヴァルダは無表情にその手を払い、一歩下がって《処刑刀》に鋭い目を向けた。

「いいから早く用件を済ませるがいい。我とて暇ではない」

「やれやれ、忙せわしないことだ」

《処刑刀》は肩を竦すくめると、口元に笑みを浮かべてみせる。

「……それで、俺に用件とは？」

　綾あや斗とはいつでも動けるように《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》の発動体を握り締めながら、そう訊たずねた。

「なに、大したことではないさ。君の手助けをしてあげたくてね」

「手助け？」

　予想外の返答に眉を寄せつつ、綾斗が再度用心深く聞き返す。

「このままでは明日の決勝戦、君たちの勝ち目は極めて薄い。それは君もわかっているだろう？」

《処刑刀ラミナモルス》はそう言うと、懐から煌式武装ルークスの発動体を取り出してみせた。

「──っ！」

　綾斗は即座に力を解放し、《黒炉の魔剣》を展開させる。が、ふとその刃が震えるようにして微かすかな音を発していることに気が付いた。それはまるで綾斗に警戒を促しているかのようだ。

（《黒炉の魔剣》が反応している……？）

「私は個人的に君を応援している。そして、今回の《獅鷲星武祭グリプス》でもぜひ優勝してもらいたいと思っているんだよ」

《処刑刀》の手にした煌式武装が巨大な深紅の刃を形成していく。

　──否。

　それは煌式武装ではなかった。綾斗も映像でしか見たことがないが、間違いない。

　綾斗の手にある《黒炉の魔剣》と並んで四色の魔剣と称される純星煌式武装オーガルクスの一振り。

「……《赤霞の魔剣ラクシヤ＝ナーダ》！」

　現在は封印されているはずのそれをなぜ目の前の男が手にしているのかはわからないが、それについて考えを巡らせている時間はなかった。

　疾風のような斬撃が、綾斗を襲ったからだ。

　その鋭さに舌を巻きつつも、綾斗は《黒炉の魔剣》でそれを受け止める。

「ぐ……！」

　重い。びりびりと腕が痺しびれ、そのまま押し切られてしまわぬように両足を踏ん張ると、足元の石畳がひび割れ砕け散った。

「これのどこが手助けだって言うのさ……！」

　鍔つば迫ぜり合あいをしつつ、綾斗は《処刑刀》を睨にらみつけるが、《処刑刀》はなにも答えることなく余裕の笑みを浮かべる。そして瞬時に腕を引くと、不気味に赤く輝く大剣で胴を薙ないできた。

　綾斗はギリギリの反応でその一撃をかわすが、《処刑刀》は流れるような動きで二の太刀、三の太刀と繫いでくる。綾斗は完全に防戦一方だ。

《赤霞の魔剣》と《黒炉の魔剣》のサイズはどちらもかなりの大型の武器であるため、体格で勝る《処刑刀》のほうがその扱いにかけては有利なのは否めない。

　加えて、純粋な技術面でも綾あや斗とは圧倒されていた。

（まったく……！　どうしてこんな強敵ばかり連続で……！）

　先日の夜や吹ぶき撫ぶ塵じん斎さいといい、今日闘った武ウー暁彗シヤオフエイといい、皆綾斗を上回る実力者ばかりだ。

　しかも、この相手はその武暁彗と比較してもまるで遜そん色しよくのない力の持ち主だった。その上、まるで底が知れない。

「なぜこんなことを……！」

　激しく刃をぶつけ合いながら綾斗がそう問うと、《処刑刀ラミナモルス》は薄い笑みを浮かべたまま落ち着いた声で答える。

「だから言っただろう？　これは手助けだよ」

　確かにどこかで聞いたことがあるはずの声なのに、悔しいほどに思い出せない。

「だったらもうこれくらいでやめてもらえないか！　第一、俺にはあなたと闘う理由がない！」

　綾斗はそう言って渾こん身しんの力で《赤霞の魔剣ラクシヤ＝ナーダ》を弾き返し、距離を取る。

　肩で息をしつつ、周囲の気配を探ってみるが、幸い他には誰もいないようだ。ならば逃げ出すことも選択肢の一つだろう。

　明日の決勝のことを考えれば、これ以上消しよう耗もうするわけにはいかなかった。

「ふむ、理由が必要か……君は随分と真面目だな。それなら、こんなのはどうだね？」

　と、《処刑刀》は《赤霞の魔剣》を下ろし、わざとらしく隙を作る。

「遥はるかを──君のお姉さんを斬ったのは私だ」

「っ！」

　その言葉に、綾斗は一瞬目の前が真っ赤に染まったような感覚に襲われた。

「なん、だと……？」

　身体からだの奥底から抑え切れない強く凶暴な衝動が湧き上がり、ぶるりと身震いする。

「私は《蝕武祭エクリプス》の専任闘技者でね。六年前、彼女の相手をさせてもらったのさ。……結果は君も知っての通りだ」

　その言葉を聴き終える前に、綾斗は地を蹴っていた。

　瞬時に間合いを詰め、《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を右袈げ裟さから斬り下ろす。

「ほう……！」

　その刃を真っ向から受け止めた《処刑刀》が感嘆の声を漏らした。

「その話、詳しく聞かせてもらう……！」

「ふふっ、さすがだ……！　怒りに駆られながらもそれに振り回されることなく、水際で見事に鬼気を制御している。遥の仕込みがいいのだろうな」

《処刑刀》の物言いに、綾斗は怒りをさらに募らせながら下段、二段突き、上段と連続で打ち込んでいく。

「とはいえ、やはり今はこんなものか……まあそれは仕方がないことだが……」

　つぶやくように漏らす《処刑刀ラミナモルス》は、その連撃を物ともせずに捌さばいていた。

　綾あや斗とは奥歯を嚙かみ締めながら、さらに疾はやく鋭い剣閃を繰り返し見舞う──が、それでも《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》はかすりさえしない。

「くっ……！」

「さあ、どうしたのかね？　もっと打ち込んできたまえ。もし私に勝てたならば、君の知りたいことにはなんでも答えてあげようじゃないか」

　片手で《赤霞の魔剣ラクシヤ＝ナーダ》を振るう《処刑刀》の声には、余裕と共にどこか試すような響きがあった。

（いや、試すというよりもむしろ……）

　そこまで考えて、綾斗はすぐにその思考を頭から追い出した。今は目の前の相手に集中すべきだ。余計なことに気を割いている余裕はない。

　それに今日の綾斗はすでに試合で一度全力を解放している。まだ多少はもつだろうが、あまり長引かせるわけにもいかなかった。

（それなら……！）

　綾斗は無謀を承知で、大きく踏み込む。

「天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆう剣術中伝──〝九く牙が太た刀ち〟！」
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　四連撃からの五段突き。

「ほほう……」

　しかし、それでもなお《処刑刀ラミナモルス》はその九連撃を片手で防いでみせた。

　さらに大技の直後に生じた一瞬の隙をつき、綾あや斗との腹部に《処刑刀》の蹴りが叩き込まれる。

「ぐぅ……っ！」

　蹴り飛ばされた綾斗は石畳の上を転がりながらもすぐに体勢を立て直したが、大きく肩で息をする。

　強い。いかに連戦で綾斗が消しよう耗もうしているとはいえ、ここまで圧倒されるとは。

「でも、だからと言ってここで引くわけには……！」

　綾斗が力を振り絞りながら《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を構え直したその時、再びその刀身が音を立てて震えていることに気が付いた。

「え……？」

「これは……」

《処刑刀》も手にした《赤霞の魔剣ラクシヤ＝ナーダ》を見つめながら、驚いたようにつぶやく。

　そして。

「──さて、これは一体どういう状況なのかな？」

　純白の純星煌式武装オーガルクスを携えた一人の青年が、石畳に悠ゆう然ぜんとした足音を響かせながら現れた。


第六章　幕開け

「アーネスト・フェアクロフ、さん……」

　綾あや斗とは呆あつ気けに取られたまま、ゆっくりと歩みを進める青年の姿を見つめる。

　その青年──アーネストは右手に《白濾の魔剣レイ＝グレムス》を握り締め、綾斗の隣で足を止めると、爽やかに破顔した。

「やあ、奇遇だね天あま霧ぎりくん。まさかこんなところで会えるとは思っていなかったよ。それで──」

　アーネストはそこまで言うとふいに真顔に戻り、凛とした視線を《処刑刀ラミナモルス》へと向ける。

「これは一体どういう状況かな？」

　今までよりも、一段低い声。

　その身体からだからはビリビリとした威圧感が放たれ、綾斗は思わずごくりと喉のどを鳴らした。

（これが《聖騎士ペンドラゴン》の本気……！　グラン・コロッセオの時とは比べ物にならない迫力だ……！）

　しかし《処刑刀》はそのプレッシャーをまるで感じていないかのように、離れた場所に立つヴァルダに声をかける。

「君には人払いもお願いしておいたはずだが？」

「……無む茶ちやを言うな。認識干渉と忌き避ひ領域を完全なレベルで両立することは不可能だ。前者に力を割いている以上、後者が疎おろそかになるは必然。常人ならばともかく、そいつのような力強き者を防ぐことはできん」

　ヴァルダがあくまで冷たく無機質に答える。

「おやおや、僕のことは無視かい？　それは悲しいね。もっとも……大事な試合を明日に控えた選手を、こんなところで闇討ちするような者に礼儀を説くのは無駄なことだったかな？」

　アーネストはそう言うと、《白濾の魔剣》を構えてその切っ先を《処刑刀》に向けた。

「気をつけてください。あの男、かなりの手て練だれです」

　綾斗も《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を正せい眼がんに構え直し、アーネストと並び立つ。

「うん、それは今の君を見れば十分察せられるよ。それにあれは……《赤霞の魔剣ラクシヤ＝ナーダ》、か」

　さすがアーネストも一目で見抜いたらしい。

　よく見れば、アーネストの《白濾の魔剣》も《黒炉の魔剣》と同じように微かすかな音を発しているようだ。

「四色の魔剣が三本も揃うとは、アスタリスク史上初の出来事だろうね。まさしく記念すべき瞬間といえる。ぜひともこの感動をもう少し味わいたいところだが……さすがに潮時らしい」

《処刑刀ラミナモルス》はそう言うと《赤霞の魔剣ラクシヤ＝ナーダ》を発動体に戻し、大きく背後に飛び退いた。

「まあ、そこにまで至らなかったとはいえ、目的は概おおむね達した。では──明日の決勝を楽しみにしている」

「待てっ！」

「──そうはさせない」

　その後を追い掛けようとする綾あや斗との前にヴァルダが立ち塞がり、胸元のネックレスに嵌はめ込まれたマナダイト──いや、ウルム＝マナダイトが漆黒の輝きを放つ。

（シルヴィの予想的中だな……！）

　シルヴィアはウルスラの身体からだを奪ったのは純星煌式武装オーガルクスではないかと推測していたが、どうやら大当たりのようだ。その能力はおそらく精神干渉。そして状況から推察するに……代償として身体を奪われてしまうのだろう。

「フェアクロフさん！　その黒い光に気をつけて！」

　すでに一度ヴァルダと相対した経験のある綾斗は《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》でその輝きを斬り払いつつ、背後のアーネストにそう警告する。

　なにしろこの黒い光は以前《黒炉の魔剣》さえ抑え込んだのだ。下手に触れればどうなるかわからない。

　だが。

「なに、心配は無用だよ」

　直後、《白濾の魔剣レイ＝グレムス》の刀身が真一文字に閃ひらめき、一瞬でその輝きを断ち斬った。

「──っ！　さすが……」

　四色の魔剣は能力こそ違えどいずれも防御不可の魔剣であることは同じ。だとしたら、《白濾の魔剣》も《黒炉の魔剣》同様相手の能力そのものを斬ることができてもおかしくない。

「どいつもこいつも気軽に我の力を破ってくれる。これだから四色の魔剣は……」

　ヴァルダは苦々しげにそう言うと、黒い光を両手に集約させた。それは見る間に巨大な戦せん斧ぷへと形を成す。

　そのヴァルダの横を駆け抜け、《処刑刀》を追おうとする綾斗。

　しかし再度その行く手を遮るように、黒い稲妻で作られたかのような禍まが々まがしい斧が襲い掛かってくる。綾斗は《黒炉の魔剣》でそれを弾き飛ばそうとしたが、その一撃の重さに思わずよろめいた。

「くっ……！」

「天あま霧ぎりくん！」

　さらにヴァルダは割って入ろうとしたアーネストにも戦斧を振るい、牽けん制せいする。アーネストはその斬撃を《白濾の魔剣レイ＝グレムス》で受け止めはしたものの、その顔に驚きよう愕がくの色が走った。

「これはこれは……こちらのお嬢さんもただ者ではなさそうだ」

　勝手にヴァルダの脅きよう威いは精神干渉能力だけだと思っていたが、とんでもない。

　まさか一時とはいえ、綾あや斗ととアーネストを同時に足止めできるほどの戦闘能力を有しているとは。

「幸いにも以前の身体からだと違い、今のこの身体は強きよう靭じんだ。そう甘く見るものではないぞ」

　そこで綾斗はウルスラ・スヴェントは先生なのだとシルヴィアが語っていたことを思い出した。

《王竜星武祭リンドブルス》準優勝者にしてクインヴェール女学園序列一位の師というのであれば、なるほどこの強さも納得できる。

　とはいえ、だ。

「確かにキミはかなりの力を持っているようだ。率直に言って驚いたよ。ただ……だからといって君一人で僕たち二人を相手にできるとは思えないな」

　そう。確かにヴァルダはかなりの手て練だれであることは間違いないものの、《処刑刀ラミナモルス》ほどではない。それは一度刃を合わせただけですぐにわかる。

「その通りだ。一対一ならばまだしも、おまえたち二人同時では敵かなうまい」

　と、ヴァルダはあっさりとそれを認めた。

「が、それで構わん。すでにあいつは逃げ延びた。ならば……我も他に割いていた力をこちらにつぎ込めるというものだ」

　ヴァルダがそう言った瞬間、周囲を取り巻いていた妙な感覚がふっと消失する。

「これは……」

　アーネストもそれに気が付いたらしい。訝いぶかしそうに視線を巡らせている。

　直後、今までとは比較にならないほどに強烈な黒い輝きがヴァルダから放たれた。

　頭の奥を搔かき回すかのような猛烈な苦痛が走り、綾斗はたまらず膝をつく。

（そうか……！　認識に干渉する結界とやらに回していた分の力を……！）

　だとすれば、これがヴァルダの本気ということなのだろう。

「ちぃ……っ！」

　アーネストは《白濾の魔剣》を振るってその輝きを断ち斬りながら距離を取っているが、黒い光はいくら斬り払おうともまるで勢いが衰えない。

　やがてその輝きが収まった頃には、ヴァルダの姿はもうどこにも見当たらなかった。

　　　　　　　　＊

「……やれやれ、大丈夫かい」

「はい、なんとか」

　綾あや斗とはアーネストが差し出した手を握って立ち上がる。

「警備隊には連絡を入れておいたから、ほどなく到着するはずだよ。どうせ僕も同席させられるだろうし、詳しい話はその時に聞かせてもらおうかな」

「すみません、巻き込んでしまって……でも、本当に助かりました」

　綾斗はそう言って深々と頭を下げた。

　実際、アーネストが来てくれなかったら、どうなっていたかわからない。

　するとアーネストは爽やかな笑顔で首を横に振った。

「いや、君に大きな怪け我ががなくてなによりだ。明日の試合は、全力の君と闘いたいからね」

「……望むところです」

　綾斗も笑顔でそれに応える。

　同時に、綾斗は妙な疑問も感じていた。確かに綾斗に大きな怪我はない。無論それは準決勝で負ったダメージを除けばの話ではあるが、先ほど《処刑刀ラミナモルス》との闘いではこれといった傷は負っていなかった。受けた攻撃も、せいぜい蹴り飛ばされたくらいだ。

　少なく見積もっても、《処刑刀》の実力は武ウー暁彗シヤオフエイと同格かそれ以上。だとしたら、今の綾斗が無傷でやり合えるような相手ではなかったはずだ。

（手加減をされた……？　いや、でもこんな状況まで用意しておいてわざわざ……？）

　さっぱり目的がわからない。

　が、すぐに綾斗は頭を切り替えた。これ以上考えても、わからないものはわからない。考えるだけ無駄だ。

　そこで、綾斗はもう一つの疑問をアーネストにぶつけた。

「ところで……どうしてフェアクロフさんはこんなところへ？」

　試合を明日に控えているのはアーネストも同じだ。綾斗はチームメンバーである綺き凛りんが入院したためであるが、アーネストたちは準決勝を不戦勝で勝ち抜けたのだからそういった用があるとも思えない。

「ああ、僕は妹に会いに来たんだ」

　その言葉に、綾斗は今回の《獅鷲星武祭グリプス》でダークホースとして活躍していたクインヴェール女学園のチームを思い出した。

「そうか、チーム・赫かぐ夜やの……」

　準々決勝でチーム・赫夜のメンバーは何人か大きな怪我を負っていたが、アーネストの妹であるソフィアもその一人だったはずだ。

「うんまあ、兄として顔くらいは出しておかないとと思ってね」

　そう言いながらも、アーネストの表情が微妙に曇る。

「……いや、今更僕が兄などと言えた義理ではないか」

「え？」

「妹がこのアスタリスクに来たのは僕のためなんだ」

　アーネストは困ったように溜め息を吐き、そう苦笑する。

「どうやら《星武祭フエスタ》で優勝し、自分がフェアクロフ家を継ぐことで僕を自由にしたかったらしい。まったく……馬鹿な子だ」

「自由に……？」

　綾あや斗とがそう訊たずねると、アーネストはつまらなそうに答えた。

「家やしがらみから、さ。昔ちょっとした事故があってね。妹は僕の友人を傷付けてしまったんだ。以来、その友人と僕ら──いや、正確にはその友人の家と僕らのフェアクロフ家は疎遠になってしまった。あの子はそのことに対していまだに自分の責任を感じているらしい」

　アーネストの口調はいたって静かなものだったが、「友人」という言葉を口に出す時だけ、わずかに懐かしそうな色が混ざった。

「確かに彼女は……その友人は、僕にとって大切な人だった。当時、心安らぐ唯一の時間はその友人と過ごすことだったことも事実ではある。だから妹がそのことを気に病むのもわからないではないけれど、あくまで昔の話だ」

　そう言いながらアーネストは先程の戦闘の余波で倒れたと思おぼしきベンチを引き起こすと、身振りで綾斗に座るように促す。

　綾斗がそこに腰を下ろすと、アーネストもその隣に座って真上を──星々が輝く夜空を見上げた。

「今の僕は家のことも含めてしがらみを受け止めているし、その不自由さを飼い馴らすこともできている。妹もわかってくれていると思っていたんだが、まあ負担になっているように見えたのならそれは僕の至らなさだろうね」

　それは綾斗に向けてではなく、半ば独白のようなものであったが、綾斗はあえて口を開いた。

「本当に負担にはなっていないと？」

　綾斗にはフェアクロフ家のことも、アーネストが抱える事情もわからない。

　ただ、確かにアーネストはあまりにも完璧すぎる。強く優しく高潔、広い度量の持ち主で、生徒会長としても個人としても非の打ち所のない結果を残し、その人望と名声に応え続ける……果たしてそんな完全な人間がいるものだろうか。

「人は周囲との関係なしに生きていけるものではないよ。あとはそれをどうコントロールするかだ。幸い、僕にはそれを成しうるだけの才覚には恵まれている」

　明確な答えではなかったが、一方でその言葉は確かに真実なのだろうと思えた。アーネストには、自分を取り巻くしがらみや様々な思惑（それは敵意や悪意だけではなく、好意や献身も含まれるはずだ）を受け止め、いなすだけの能力があるのは間違いない。

「それに滅私の精神は、ガラードワースの基本理念なんだ。望みを口にすることは推奨されていないからあまり知られていないことだけどね、僕らの学園では《星武祭フエスタ》で優勝した際に個人的な望みを叶えてもらおうとする者はあまり多くないんだよ」

「え？」

　しかしそう言われてみれば、綾あや斗とはアーネストがどんな望みをかけて闘っているのか知らなかった。

「じゃあ、一体どんな……」

「よくあるケースとしては家や一族のため、かな」

　アーネストはさらりと言ったが、綾斗には一瞬その意味が理解できなかった。

「それって……」

「うちの学生はいわゆる名門と呼ばれている古い家の出身者が多いのは知っているだろう？　そうした家の中で、《星脈世代ジエネステラ》が受け入れられるというのはあまり一般的ではないんだ。家に、一族の中に居場所を求めるなら、自分が彼らにとって役に立つ存在であることを示すしかない。つまり、優勝した時には彼らにとって有益な願いを叶えてもらうというわけさ」

　そう言うアーネストの声は恐ろしいほどに冷ややかだ。

「レティシアやケヴィン、ライオネルにドロテオ、エリオットも同じだよ。まあ、もちろんそうでない者もいるけれどね。うちのチームであれば、パーシヴァルは自分の望みを持っているみたいだ」

　──人は周囲との関係なしに生きていけるものではない。

　先ほどのアーネストの言葉が、ずしりと重く綾斗の胸に響いた。

「ふふ、つまらない話をしてしまった。今のは忘れてくれて構わないよ」

　アーネストがそう苦笑する背後から、にわかに慌ただしい足音が聞こえてくる。

　どうやら警備隊が到着したらしい。

「さて、それじゃさっさと済ませてしまおうか」

　これで話は終わりとばかりに、アーネストが立ちあがる。

　綾斗はどこかすっきりしないものを感じながらも、険しい顔でこちらへやってくるヘルガを出迎えるために自分も腰を上げた。

　　　　　　　　＊

「お、おまえというやつは本当にどうしていつもいつも……」

　──翌朝、シリウスドーム控室。

　綺き凛りんを除いたチーム・エンフィールドのメンバーが揃ったところで綾あや斗とが昨夜のことを打ち明けると、ユリスは怒りを通り越して言葉が出なくなったのか、顔を真っ赤にして口をぱくぱくさせた後、へなへなと座り込んでしまった。

「綾斗がトラブルに巻き込まれるのは毎度のことなのだから、ユリスもいい加減慣れるべき」

　紗さ夜やがしたり顔でそう言うが、珍しくクローディアが口を尖とがらせる。

「いえ、そうは言っても限度というものがあります。今回のそれは、確かに見逃せません」

「……むう。なんだかクローディアは急に心配性になった気がする。それも、綾斗に対してだけ」

「まさか、そんなことはありませんよ？」

　紗夜の指摘を、やんわりと笑顔で否定するクローディア。

　が、いつもとは違って明らかにその余裕が装っているだけだと見て取れてしまう。

「クローディア……おまえ、少しだけ可愛かわいくなったな」

「あなたにそう言われると複雑なものがありますね、ユリス」

　嬉うれしそうな、それでいて心外そうな微妙な顔でクローディアがつぶやいた。

「まあ、それはともかく」

　こほんと一つ咳払いをしてから、真面目な顔に戻ってクローディアが綾斗に向き直る。

「その件は、後々詳しく話を伺うとしましょう。私からも伝えておかねばならないこともありますし」

「伝えておかねばならないこと？」

「ですから後々ですよ。今はそれよりも決勝戦です」

　綾斗の問いをばっさりと切り捨てたクローディアは、空間ウィンドウを幾つも同時に展開すると、どうにもままならぬというように大きく息を吐いた。

「これは私が試算した対チーム・ランスロット戦のシミュレーション結果です」

「……酷ひどいものだな」

「壊滅的」

　ユリスと紗夜が揃って眉を顰ひそめる。

「ええ、ご覧の通り奇策変則手の類はほぼ通用しません。結局、一番ましであろう作戦は……」

　クローディアはそう言いながら、あまり正視したくない勝率のシミュレーション結果を一つずつ消していく。

　その中で、残った一つは──

「正面突破、か……」

「はい。チーム・ランスロットはまさしくチーム戦に特化した究極のチームです。個別に秀でた五人の個性を合わせるのでなく、それらを統合して融合させた一つの有機体としてのチーム。それに対抗するには、こちらも下手な小細工を弄ろうするのではなくチームとしてぶつかる他ありません。もしチームから一人でも突出するようなら、即座にチーム・ランスロットはその一人を飲み込んでしまうでしょう」

　綾あや斗とのつぶやきに、クローディアが大きくうなずいてみせた。

「けど、それこそチームの完成度が劣る以上、真っ向勝負では突破口を開けないのでは？」

　紗さ夜やが不安そうに言ったその言葉に、しかし綾斗はゆっくりと首を横に振る。

「たとえそうだとしても、望むところだよ」

「ほう、おまえにしては強気ではないか」

　ユリスが意外そうに、それでいてどこか誇らしげに微笑ほほえんだ。

「どうせ勝ち目が薄いなら、自分で納得できるような闘いをしたいからね。──みんなと一緒に」

　綾斗はそう言いながらぐるりと他のメンバーを見回す。

「……まあ、そうだな」

「わかった。異存はない」

「決まりですね」

　と、そこでふいに携帯端末が着信を告げた。表示された相手の名前を見て、綾斗は急いで空間ウィンドウを開く。

「綺き凛りんちゃん、大丈夫かい!?」

「は、はい、おかげさまで……」

　空間ウィンドウに映し出された綺凛の姿を見て、ユリスと紗夜、クローディアの三人もほっとしたような笑顔を見せた。

「そうか、ようやく気が付いたか」

「安心した」

「ええ、なによりですね」

　無論、綾斗も同じ気持ちだ。

　どうやらまだベッドの上のようだが昨日と比べれば顔色もずっと良く、ほっと胸を撫なでおろす。

「中々目を覚まさないから心配したよ……それで、目のほうは？」

「あ、はい、まだ少しまぶしいですけど、大きな問題はなさそうです。そ、それより……本当にごめんなさいです！」

　すると突然綺凛が空間ウィンドウの向こうでがばっと大きく頭を下げた。

「わ、わたしの力が及ばず欠場などということになってしまって、皆さんに大変なご迷惑を……」

「なにを言ってるのさ、綺き凛りんちゃん。綺凛ちゃんのおかげで俺たちはこうして決勝戦に臨めるんだよ？」

「ああ、感謝の言葉が見つからないくらいだ」

　綾あや斗との言葉に、ユリスが強く同意する。

「あの《覇は軍ぐん星せい君くん》を倒せるのは綺凛しかいなかったでしょう。むしろ、堂々と胸を張り、そのことを誇ってください」

「綺凛のがんばりを無駄にはしない。私たちはきっと優勝してみせるから、安心するといい」

　皆の言葉に瞳が潤んだのか、綺凛は慌ててごしごしと目をぬぐった。

「……わかりました！　それでは微力ながら、ここから精一杯応援させていただきます！」

　目元を赤くしながらも健けな気げにそう言って笑顔を見せる綺凛。

　それを見た綾斗たちは無言のままお互いに目線を交わし合うと、空間ウィンドウの向こうの綺凛に力強くうなずいてみせた。

　　　　　　　　＊

　同じく、シリウスドームの控え室。

「さて、諸君。準備はいいかい？」

　アーネストの言葉に、チーム・ランスロットのメンバーが揃ってうなずいた。

「ええ、いつでもいけましてよ」

「いつも通りだ。問題ない」

「ふふん、昨日はぜひオレを応援したいという数多の美女のお誘いを断って、ちゃんと身体からだを休めてきたんだ。万全に決まってるじゃない」

　三者三様の答え。それでもその全員が自信に満ち溢れ、自分たちの勝利を確信しているのがわかる。

　それは決して驕りではなく、誇り高い自負だ。

　こういう時は、彼らと自分は違う存在なのだとまぶしく思う。

「パーシヴァル、キミは？」

「……大丈夫です」

　改めてそう訊たずねられたパーシヴァルは、静かにそう答えた。

「相変わらずパーシィはノリが悪いね。もっと肩の力を抜けばいいのに。そんなんじゃ、そのうちレオみたいになっちゃうよ？」

　ケヴィンがそう言ってパーシヴァルの肩に手を置き、にこりと笑う。いかにも軽薄な笑顔だが、その目の奥は決して笑っていないことをパーシヴァルは知っていた。おそらくチーム・ランスロットで一番抜け目がないのは、このケヴィンだ。

「おい、待て。それはどういう意味だ」

　ライオネルにすごまれてケヴィンが逃げていくと、パーシヴァルは一度目を閉じ、心を落ち着かせる。

　そして、ゆっくりと口を開いた。

「──私はあなた方の銃であり、それ以外の何者でもありません。私はあなた方の敵を討ち滅ぼし、その罪はすべて私にあります」

　すると全員がまたそれかといった顔でパーシヴァルを見る。

「その口上、もう聞き飽きましたわ」

「まったくだな」

　レティシアとライオネルは優しい苦笑を浮かべ、仕方がないというように溜め息を吐く。

「本当に難儀な性格だねえ、パーシィはさ」

　ケヴィンはといえば呆あきれ顔。

　そして、アーネストは──

「いいさ、今更個人の信条に口を挟む必要もない」

　ただ受け入れてくれていた。

　やはり彼らは、このチームは、とても居心地がいい。

　──パーシヴァルには過ぎるくらいに。

「よし、ならば出陣といこうじゃないか」

　アーネストが全員の顔を見渡しそう言ったところで、控え室の扉がノックされた。

「こんな試合直前になんですの、もう」

　レティシアがぶつくさ言いながらロックを解除すると、硬い表情のスタッフが立っている。確かガラードワースのフロントスタッフだ。

「パーシヴァルさん、これを……その、《研究所》の方が渡してほしいと」

「──っ！」

　その名前に、一同がざわめく。

「まさか、なんで今更……」

　レティシアがそう言って口元を押さえるが、パーシヴァルはスタッフが持ってきたカードを見て即座に見抜いた。

「……これは偽物です」

「え？」

「たちの悪い悪戯でしょう。お気になさらず」

　そしてくしゃりとカードを握り潰し、ゴミ箱へと捨てる。

　そう。偽物だ。そして誰がこんなことを仕掛けたのかも、そこに書いてあった走り書きでわかった。

　あの場所で育った者にしか通じない符合。

（いつかちょっかいをかけてくるとは思っていましたが、まさかこのタイミングとは……）

「パーシヴァル、本当に大丈夫かい？」

　アーネストがまっすぐにパーシヴァルの目を見て、心配そうに訊たずねてくる。

「ええ、大丈夫です」

　それは本当だ。

　少なくとも、今はまだ。

「……わかった、信じよう」

　アーネストはうなずくと、《聖剣》を掲げてチーム・ランスロットのメンバーに号令をかける。

「秩序の象徴たる光輪の名の下に！」

　それを受け、他のメンバーが足を揃えて応えた。

「聖ガラードワースに栄光を！」

　──クインヴェール女学園女子寮、ミルシェ居室。

「だーかーら、絶対あいつらが勝つに決まってるじゃん！」

「ああ、ミルシェの言う通りだぜ！　あの天あま霧ぎり綾あや斗とがそう簡単に負けるもんかよ！」

「……いいえ、戦力的にはどう見てもチーム・ランスロットのほうが有利」

「そうそう、チーム戦は総合力の勝負なんだから欠員が出ちゃったらまず無理よねえ」

　ミルシェとトゥーリアがどこか怒ったようにそう言うのに対して、それに異を唱えるパイヴィとモニカの二人はどこかふてくされて見える。

「あ、あの、皆さんちょっと落ち着いて……」

　そして、そんな二組の間でおろおろとするマフレナ。

　実にいつも通りのルサールカの光景だ。

　──もしなにか違和感があるとしたら、ここに自分がいることだろうか。

　と、空間ウィンドウを前にわいわい騒々しいルサールカの面々を眺めながら、出された紅茶を口に運んでいたシルヴィアはそう思った。

　昨日の時点では直接会場に行って応援しようと思っていたものの、大きく事情が変わってしまったのだ。

　昨夜、綾斗から突然連絡が来た時は驚いたが、その内容はさらに衝撃的なものだった。

　綾斗がウルスラ──ヴァルダと再び出会ったこと。そのヴァルダと《処刑刀ラミナモルス》が行動を共にしていたこと。目的は定かではないが、《処刑刀》が綾斗を狙っていること……。

　特にヴァルダの件はシルヴィアに強い焦燥感を抱かせるのに十分すぎるものだった。できれば今すぐにでも綾あや斗との元へ行って、詳しい話を聞かせてもらいたい。

　だが、綾斗は決勝戦を控えた身だ。そんな時に自分の都合だけで押しかけていけるほど、シルヴィアは自制の効かない人間ではない。むしろ警備隊の聴取を受けてすぐ、わざわざシルヴィアに連絡をくれた綾斗の気遣いと優しさに感謝するべきだろう。

　ただ、それと感情とは別であることもまた事実だった。もし会場に行って綾斗に会ってしまえば、余計な考えに煩わされかねない。

　だからこそ、シルヴィアはこうしてルサールカと一緒に決勝戦を見ようと思い至ったのだ。彼女たちのにぎやかさは、身の内で燻くすぶる焦しよう慮りよの火を落ち着かせてくれる。

「よーし、だったらシルヴィアさんにも聞いてみよう！」

　するとミルシェが発したその言葉にルサールカ五人の視線が一斉に向けられ、シルヴィアは物思いの世界から引き戻された。

「え？　私？」

「はい、この《獅鷲星武祭グリプス》決勝戦、勝つのはどちらのチームなのか、ぜひキタンのないご意見を！」

　ずいっと身を乗り出すミルシェに苦笑しながら、それでもシルヴィアは迷わず答える。

「それはチーム・エンフィールドに決まってるよ」

「やったやったー！　ほらみろ、シルヴィアさんだってこう言ってるじゃん！」

「やっぱシルヴィアさんは見る目があるぜ！」

　味方を得て活気付くミルシェとトゥーリア。

　一方で、モニカとパイヴィはいかにも不満そうだ。

「ええー、本当にい？」

「……その意見には私情が挟まれてるような」

「うん、思いっきり私情だよ」

　が、シルヴィアはあっさりとそう言った。

「だって──好きな人がいるほうのチームを信じるのは当たり前でしょ？」

「っ……！」

　あまりにも率直な物言いに、ルサールカ全員の顔がぼっと赤く染まる。

　その可愛かわいらしい反応にシルヴィアはどこか気持ちが楽になるのを感じつつ、言葉通りに綾斗たちが勝ってくれることを強く願った。

　──界龍ジエロン第だい七なな学がく院いん黄おう辰しん殿でん、謁えつ見けんの間。

　玉座に座る星露シンルーの前には、暁彗シヤオフエイを除くチーム・黄龍フアンロンの四人が並んで控え、その反対側にはアレマが柱によりかかったまま、巨大な空間ウィンドウに映し出されるシリウスドームの様子を眺めていた。
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「ふむ……では、ぬしらの総意はガラードワースの勝ちということで良いのか？」

「はい」

　星露シンルーの問いに、頭を下げたままの虎峰フーフオンが恭うやうやしく答える。

「やはり刀とう藤どう綺き凛りんの不在は大きく、多少の策では埋めようがないかと」

「なるほどのう。で、アレマ──ぬしは星せい導どう館かんと」

「星導館が勝つとは言ってないさね。基本的にはあたいもガラードワースのほうが有利だとは思ってるよ。ただ……」

　水を向けられたアレマはにやにやと楽しそうに笑いつつ、少しだけもったいぶってから答えた。

「夜や吹ぶきの当主を圧倒したあの《叢むら雲くも》の力、あれが出てくれば止められる奴やつはガラードワースにもいないだろうねえ」

　するとどこかむっとしたような顔の虎峰がそれに反論する。

「ですが、本当にそんな力がまだ隠されているのでしょうか。我々との闘いではそんな素振はまるで見えませんでした」

「お、なんだいなんだい。あたいが噓うその報告をしたっていうのかい？」

「そうは言っていません。ですが──」

　からかうようなアレマを生真面目に睨にらみ付ける虎峰は、やはり先日の敗戦の悔しさが消えていないのだろう。

　星露シンルーはそんな二人を目を細めて見下ろしていたが、頃合いとみて軽く手を打ち鳴らした。

「よいよい、そこまでじゃ。確かにアレマの言う通り、天あま霧ぎり綾あや斗とにはまだ秘められた力があるのは間違いない。あやつに施された封印が残っておるということは、そういうことじゃろう」

「それでは、師父としては」

「チーム・エンフィールドが勝つとお考えで？」

　双子が探るような目で星露を見上げてくる。

　しかし、星露はゆっくりと首を横に振った。

「いんや、そうは言っておらん。なにしろ……それはあくまで最低限の条件じゃからな」

　そう言って、くつくつと喉のどを鳴らす星露。

　門下生たちは膝を折って控えつつも、そんな星露を真意を測りかねるような顔をしていた。

　──レヴォルフ黒学院、中庭。

　チーム戦には興味を示さない学生がほとんどのレヴォルフにおいても、《星武祭フエスタ》の決勝戦ともなればそれなりに関心は高まるものだ。中庭に設しつらえられた巨大空間ウィンドウの周囲には、数十人の不良学生たちがアルコールを片手にたむろしつつ、決勝戦の開始を待っていた。

「お姉ちゃん、天霧さんたち大丈夫かな……？」

　その輪から少し離れたところで気を揉もんでいたプリシラは、横に立つ姉──イレーネにそう訊たずねる。

「正直、厳しいだろうな」

　イレーネの答えは実に簡潔だった。

「うぅ、やっぱりそうなんだ……」

　プリシラとて薄々気が付いてはいたが、やはり恩人である綾斗たちに勝ってもらいたいのが心情的なところだ。祈るように合わせた手に、ぎゅっと力が入る。

「ま、こればっかりはどうしようもねえよ。なにせどこの賭場でもオッズは倍以上の差がついてやがる。それはつまり世間一般も、その筋の連中も揃ってそう判断してるってことだから……」

「ちょっと待って、お姉ちゃん。まさかこの試合も賭けてるの……？」

「……あ」

　しまったという顔をするイレーネに、プリシラの目が吊り上がる。

「もー、お姉ちゃんってば信じられない！　天霧さんたちがあんなにがんばってるのに、なんでそんな……」

「い、いや、これは違うんだって！　あくまでこれはその、お、応援の意味も込めてだな……」

　イレーネがそんな苦しい言い訳をしながらじりじり後退っていると、ふいに周囲の空気が一変した。

　集まっている学生たちの間にざわめきが走り、今まで感じたことのない緊張感が張り詰める。

　空間ウィンドウの向こうでなにか動きがあったのかと思ったが──違う。

　驚きよう愕がくと畏怖、嫌悪と崇敬、様々な感情が入り混じった異様な空気。

　やがて人込みを割るように現れたのは、透けるような髪と禍まが々まがしい赤い双そう眸ぼうを持った一人の少女だった。

「オーフェリア・ランドルーフェン……」

　誰ともなくつぶやいたその名は、このレヴォルフにおいて……いや、アスタリスクにおいて最も恐れられている恐怖の象徴だ。《王竜星武祭リンドブルス》を二連覇し、六学園中最も過酷と言われるレヴォルフの序列争いで不動の一位に立ち続ける最強の《魔女ストレガ》。

　そのオーフェリアが、なぜかプリシラたちのほうへと歩いてくる。

　悲しみと諦てい観かんを湛たたえたその表情は今にも泣き出しそうで、一見するととてもそんな恐ろしい人物だとは思えない。
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　が、そんな思いに反して、プリシラの身体からだは竦すくんでいた。本能的に、逆らえない恐怖を感じているのだ。足はおろか指の一本さえ痺しびれたように動かすことができず、喉のどは詰まって呻うめき声を絞り出すこともできない。

「よう、《孤毒の魔女エレンシユキーガル》。あたしらになにか用かい？」

　そんなプリシラを庇かばうように、イレーネが前に進み出た。

　さすがは元とはいえ、序列三位。オーフェリアのプレッシャーに曝さらされても、立ち向かうことができるようだ。

「……ええ、少し話を聞かせてもらえる？」

　オーフェリアの声は、その外見通りに可か憐れんで慎つつましいものだった。

　なのに……なのにどうして、これほどまでに恐ろしく響くのか。

「話だと？　あんたがあたしに？」

「そう。あなたでなければダメなの」

「ふぅん……」

　その言葉にイレーネは訝いぶかしげな顔をしつつも、親指で空間ウィンドウを指し示す。

「ま、それは別にいいけどよ。こいつを見終わってからでもいいかい？」

「……？　ああ、《獅鷲星武祭グリプス》」

　まるで今初めてその存在に気がついたかのように、オーフェリアが空間ウィンドウを見上げる。

　シリウスドームではいよいよ両チームの入場が始まろうとしているところだ。

「いいわ。それじゃまた後で」

　そう言い残して、来た道を戻っていくオーフェリア。

「なんだ、見ていかねーのかよ？　一応、決勝戦だぜ？」

「……興味がないわ」

　振り返ることもなく去っていくオーフェリアは、しかしその言葉に反して一度足を止め、わずかに顔を上げる。

　空間ウィンドウには、ちょうどチーム・エンフィールドが東ゲートから姿を現したところが映し出されていた。

　──アルルカントアカデミー、研究院。

「……あいつめ、また留守なのか」

　エルネスタ・キューネのラボの前で、カミラ・パレートは腰に手を当てて大きな溜め息を吐いた。

「《獅鷲星武祭》の決勝戦だというのに、まったくどこでなにをしているのやら……」

　一緒に観戦しようと思って来てみれば、とんだ無駄足だ。

　ここのところ、エルネスタはこのラボを……いや、このアスタリスクを留守にすることが多い。他学園ではアスタリスクの外に出ようとすると大概の場合面倒な手続きが必要となるが、このアルルカントでは世界各地の研究施設やファクトリーに呼ばれる学生が多いため、そのあたりが大幅に簡略化されている。カミラ自身、契約している企業や研究所との付き合いでアスタリスクを離れることも少なくない。

　だが、このところのエルネスタは妙にそれが多かった。

　──と、そこへ。

「おやおやおや、これはこれは《獅子派フエロヴイアス》の会長殿ではありませんか」

　通路の奥からふらふらと揺れるような歩き方でやってきた白衣の女──《大博士マグナム・オーパス》ヒルダ・ジェーン・ローランズがにたりと笑った。

「これはこれは《超人派テノーリオ》の会長。こうして顔を合わせるのも久しぶりだな」

　カミラはそう言いつつも、内心でできればこのままずっと合わせないままでいたかったがと毒づく。

　カミラは人の命に対する敬意というものを毛ほども持ち合わせていない《超人派》の連中を嫌悪していたし、その思想を凝縮して人の形にしたようなこの女が輪をかけて嫌いだった。
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「ええ、本当に。……ところであなたもエルネスタ・キューネに用ですか？」

「そうだが……おまえこそエルネスタになんの用だ？」

『あなたも』ということは、この女もエルネスタのラボを訪ねてきたということだ。

「いえ、私のほうは別段たいした用事ではありませんよ。それにしても彼女、このところ随分とお忙しいようですね」

「そのようだな」

「一体どこでなにをなさっているのでしょうねえ……きししし！」

　独特の笑い方をするヒルダに、カミラはうんざりして投げやりに答えた。

「さあな」

　するとヒルダはわざとらしく驚いて、身を乗り出す。

「なんと、盟友であるあなたもご存知ないと？」

「……あいつは《人形派ピグマリオン》で私は《獅子派フエロヴイアス》だ。お互いに話せないことだってある」

《人形派》と《獅子派》は現在同盟関係にあるが、だからといって全ての研究を一緒に行っているわけではない。《人形派》は擬形体の、《獅子派》はその武器兵装の研究開発で協力しているだけだ。

　もっとも、そのこととカミラとエルネスタの関係はまた別の話であるが。

「そうですかそうですか、それは失礼しました」

　言葉とは裏腹に、毛ほども失礼と思っていないだろう顔でヒルダが謝る。

　いい加減我慢の限界にきたカミラはそのまま無視して立ち去ろうとしたが、ふと以前小耳に挟んだ──《獅子派》付きの諜ちよう報ほうエージェントが探ってきた──話を思い出した。一瞬迷ったが、興味のほうが勝つ。

「……そうだ、《大博士マグナム・オーパス》。あの《叢むら雲くも》を利用しようとして、袖にされたらしいな」

「おや、よくご存知ですね。ですが人聞きの悪いことを言わないでください。あくまであれは対等な取り引きですよ」

「ほう、それはすまなかった。だが、断られたのは本当なのだろう？」

　カミラがそう言うと、ヒルダは無邪気で不気味な笑みを貼り付けたまま肩を竦すくめた。

「ええ。あの時は、ですけれどね」

「……その口振りだと、まだ諦めていないようだな」

「きしししし！　諦めるもなにも本番はここからじゃないですか。彼が《獅鷲星武祭グリプス》で優勝して、初めて条件が揃うのですからね」

　どうやらヒルダは本気で言っているらしい。

「では……おまえはこの決勝戦、星せい導どう館かんが勝つと見ているのか？」

「当然です」

　きっぱりと答えるヒルダに、カミラは訝いぶかしく思った。

　現状明らかになっている条件だけを見れば、チーム・エンフィールドがチーム・ランスロットに勝利するのはほぼ不可能だ。カミラもあの少年たちは嫌いではないが、今回ばかりは難しいだろう。

　それなのに。

「……なにか根拠でも？」

「いえ、ただの直感ですよ」

「な……っ」

　啞然とするカミラに、ヒルダは猫のように目を細めて笑った。

「いい機会だから教えておいてあげましょう、カミラ・パレート。あたしやエルネスタ・キューネとあなたたち凡俗との違いは、その直感を持てるか否かです。真に偉大な科学者は、そうした直感に恵まれているものなのですよ」

「なんだと、貴様……！」

　カミラは思わずヒルダを睨にらみつけるが、ヒルダはまるで意にも介さない。

　確かに自分の才覚がエルネスタやヒルダに及ばないことは自覚しているが、こうも直裁にぶつけられるとは。

「ああ、そろそろ試合が始まる頃ですか。結果が楽しみですねえ、きししししし！」

　ひらひらと手を振りながら去っていくヒルダの背中を、カミラは唇を嚙かんで見送るしかなかった。

　──そして、再びシリウスドーム。

『さあ、チーム・エンフィールドとチーム・ランスロット、両チームのメンバーがステージに降り立ちました！　さあさあさあ！　いよいよ、ついに、この二百五十六チームの頂点を決める最後の闘い──《獅鷲星武祭グリプス》決勝戦が始まります！』


第七章　チーム・ランスロット

　ステージ上で対たい峙じするとチーム・ランスロットが発するプレッシャーは、並々ならぬものがあった。おそらく個人の力量だけで見れば、綾あや斗とたちチーム・エンフィールドも負けていないはずだ。

　それなのに五人が揃って居並ぶ様は、まるで巨大な山が今にもこちらを押し潰さんとしてくるように感じられる。

「おい、綾斗」

　横に立つユリスが小声で囁き、綾斗ははっと我に返った。

　轟ごう音おんのような大歓声の中、アーネストが前に進み出て右手を差し出してくる。

「そちらは一人欠員が出たようだが、生あい憎にくと我々は容赦しないよ」

「ええ、わかっています」

　その手を取ると、アーネストも強く握り返してきた。

「──決勝戦に相応しい闘いにしようじゃないか」

　そしていつものように爽やかな笑顔でそう言うと、くるりと踵きびすを返す。

　代わりに一歩前に出たのは、レティシアだ。

　もっとも彼女の視線は綾斗ではなく、その隣に立つクローディアへと向けられている。

「ようやくこの時が来ましたわね、クローディア。今日こそ積もりに積もった借りを返させていただきますわ！」

「ふふっ、それは楽しみですね」

　やる気に満ちたレティシアを、軽くいなすクローディア。

　それでも綾斗はクローディアがいつにも増して気合が入っているのを感じ取っていた。

　もっとも、それはクローディアに限らず紗さ夜ややユリス、そして綾斗も同じことだ。

　チーム・エンフィールドとチーム・ランスロットの試合前のやり取りは、それだけだった。

　もはやお互い言葉は必要ない。チーム戦なのだから、なおのことだ。

　試合の開始位置につき、ただその時を待つ。

　そして。

「──《獅鷲星武祭グリプス》決勝戦、試合開始！」

　試合開始を告げる機械音声を搔かき消さんばかりの大歓声。それでもチーム・ランスロットは即座に一糸乱れぬ動きで布陣する。

　前衛はアーネストとライオネル、中盤にレティシアとケヴィンが控え、最後列にパーシヴァルが控えるといういつも通りの陣形だ。

　対する綾あや斗とたちは前衛が綾斗とクローディア、その後ろに遊撃のユリス、最後尾では紗さ夜やがヴァルデンホルト改のチャージを開始している。

「さあ、参りますわよ！」

　まずはレティシアがその能力を発動させると、巨大な半透明の光の翼が背中から八枚、琥珀で作られた蜘蛛の足のように広がり、綾斗たちに襲い掛かった。

「咲き誇れ──九輪の舞焰花プリムローズ！」

　同時にユリスが顕現させた可か憐れんな炎の桜草が九つ、舞い踊るようにして綾斗たちの背後から駆け抜けていく。

　頭上からはレティシアの巨大な翼が振り下ろされ、ユリスの炎の華が咲き乱れる中、双方から飛び出した前衛二人──綾斗とアーネスト、ライオネルとクローディアがステージの中央で斬り結ぶ。

「ようやくこうして君と剣を交えることができた！　しかもその場がこれほどの大舞台とは、この僥倖、神に感謝せねばならないな！」

　アーネストの《白濾の魔剣レイ＝グレムス》と、綾斗の《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》がぶつかり合い、激しい火花を散らした。

　本来ならば任意の存在だけを選んで斬ることができる魔剣も、万物を焼き斬る魔剣も、双方が同格の純星煌式武装オーガルクスである以上その力を発揮することは不可能だ。

「ご期待に添えるかどうかはわかりませんよ……！」

　必然、純粋な剣技での勝負となるわけだが、さすがにアーネストのそれは華麗且つ完璧だった。

　ほんの数合斬り合っただけで、その実力のほどが嫌でも実感できる。

　ガラードワース流の剣術は手首の返しによる弧の剣閃が特徴だが、エリオットの片手剣と違って、アーネストの《白濾の魔剣》は両手剣だ。その分速度では劣るものの、技術が圧倒的でまるで隙がない。

「くぅ……！」

　徐々に押され始めた綾斗だったが、そこへユリスの放った九輪の舞焰花が飛び込んでくる。

　アーネストは顔色一つ変えずにそれを切り払ったものの、それでもその一瞬の隙をついて綾斗は距離を取り、体勢を立て直した。

　だが、こちらに援護があるということは当然相手も同じだ。

　距離を取った途端に、レティシアの光翼が三枚、集中して綾斗を襲う。

　そのうち一本を《黒炉の魔剣》で斬り払い、残りを地面を転がるようにして回避したところで、ライオネルの剛槍をいなしていたクローディアの鋭い声が飛んできた。

「綾あや斗と、上です！」

「っ！」

　すると地面に突き刺さった光翼を足場にして跳んだアーネストが、綾斗の頭上から斬撃を放つ。

　間一髪《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》でそれを弾くも、今度は背後から紗さ夜やが叫んだ。

「あれがくるっ！」

　その言葉にはっと視線を向ければ、相手チーム最後尾に立つパーシヴァルが片手を高々と掲げたところだった。

「──汝らに、慈悲と贖罪の輪光を」

　同時にパーシヴァルの頭上に浮かぶ巨大な杯状の純星煌式武装オーガルクス《贖罪の錐角ゴート・アマルテイア》が、黄金色の光を溢れさせる。

　ステージを薙なぎ払うかのように迸ほとばしる光の本流は丸々人を飲み込んで余りあるほど太く、紗夜の煌式武装ルークスが放つそれと比較しても遜そん色しよくがない。

　相手の精神力だけを削り、一瞬で意識を刈り取る光の帯は、一切の物理的破壊力を伴わないというその特性ゆえに防ぐことも不可能だ。

　つまりチーム・ランスロットは《白濾の魔剣レイ＝グレムス》と《贖罪の錐角》という二つの防御不能の武器を有していることになる。

　そしてなにより驚異的なのは、背後から放たれるこの掃射攻撃をチーム・ランスロットのメンバーが掛け声や合図もなしに平然とかわしていることだ。

　いや、それどころかこちらがそれに対処しようとする隙を突いて、さらに攻撃の勢いを強めてくる。

《白濾の魔剣》と違って《贖罪の錐角》は任意の対象を選択できるわけではない。一歩間違えば自分も戦闘不能になりかねないというのに、まったく躊ちゆう躇ちよすることもなく光の帯をかすめるようにして攻めてくるのだ。

　幸い直後に紗夜の援護が入ったから仕切り直せたものの、一瞬たりとも気を緩めることができない。

（これはさすがに〝識しき〟の境地を使わないとまずいな）

　天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆうの知覚拡充技術を使えば、フィールド内の状況把握は今よりもずっと正確且つ迅速に行えるようになる。

　ただし、以前訓練時に匡きよう子こから指摘された『周囲に意識を向けすぎて目の前の相手に集中できなくなる』という問題点は解決できていないままだ。

（その状況で、どこまでこの人の相手ができるものか……）

　舞い踊るかのようなアーネストの華麗な猛攻は、いささかも衰えを見せない。

　それをなんとか凌しのぎつつ、綾あや斗とは〝識しき〟の境地に備えて息を整えた。

「──ずどーん」

　パーシヴァルが《贖罪の錐角ゴート・アマルテイア》を放った直後、紗さ夜やもサポートのためにヴァルデンホルト改のホーミングブラスターを発射する。

　チーム・ランスロット各々の校章を狙った精密無比な追尾攻撃は、しかしあっさりとその剣技や盾、光の翼などで防がれてしまう。

　だが、それでいい。

　この試合における紗夜の役割は二つ。

　一つ目は今のように援護に徹して前衛が崩れるのを防ぎ、チーム全体を支えること。

　そして二つ目は、相手チームの後衛であるパーシヴァルを──より正確にはその純星煌式武装オーガルクス《贖罪の錐角》を常に監視し、その発動タイミングを皆に知らせることだ。

　データから算出した《贖罪の錐角》のチャージ時間は九十九秒。これはヴァルデンホルト改のチャージ時間よりもやや長い。パーシヴァルの攻撃に合わせて援護を行う分には問題ない時間差だ。

　そのチャージ時間に、紗夜はヴァルデンホルト改の腕部ユニットを開放し、愛用のハンドガン型煌式武装ルークスを二丁展開させた。一秒たりとも無駄にできる時間はない。

　紗夜は反動制御用のバーニアを移動用に転換させ、ステージを滑るようにして綾斗とクローディアに援護射撃を行う。

　一方で、パーシヴァルも短銃型の煌式武装を展開させていた。

　瞬間、そんな二人の視線が交差し、お互いの銃口が向き合う。

「っ！」

「……！」

　連続して放たれた光弾が高速移動する紗夜の鼻先をかすめ、こちらの放った光弾をパーシヴァルが地面を転がるようにしてかわす。

　紗夜とパーシヴァルは再度無言のまま睨にらみ合うが、すぐにまたお互いのチームへの援護へと戻った。

（むぅ……いい腕をしてる）

　紗夜は内心で舌を巻く。

　パーシヴァルの射撃技術は一流だ。純星煌式武装抜きでも十分な脅きよう威いだと言えるだろう。後衛に必要な観察眼と判断力も申し分なく、常に冷静で落ち着いている。

　どこかあのリムシィに近いものを感じないでもないが、むしろパーシヴァルの冷静さは擬形体パペットよりも擬形体らしいものだった。

　というよりも、余計な思考と感情をそぎ落とし、パーシヴァル自身が一つの武器であろうとしているような印象さえある。

「っ、と……！」

　そこへレティシアの光翼が降ってきたため、紗さ夜やはバーニアを逆噴射してとっさに軌道を変更した。

　個人個人が突出して闘う傾向のあったチーム・黄龍フアンロンと違って、チーム・ランスロットは完全に集団連係に特化したチームのため、よほどのことがない限り紗夜のような後衛を狙って前衛が出てくることはない。

　せいぜい今のようにレティシアの光翼が牽けん制せいしてくるのと、先程パーシヴァルとやり合ったような後衛同士の小競り合いくらいだ。

　しかし、だからこそ紗夜はじりじりと苛むような重圧を感じていた。

（この状況があとどれくらい持つ……？）

　綺き凛りんが欠けている状況を差し引いたとしても、チームとしての総合力は相手が頭一つ上なのだ。

　今はまだ若干押されているくらいの情勢を維持できているが、長引けば長引くほど綻ほころびが生じてくるだろう

　ヴァルデンホルト改とて無限に撃てるわけではない。紗夜の煌式武装ルークスは一発ごとに流星闘技を行っているようなもので、星辰力プラーナの消しよう耗もうも激しいからだ。
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　そこまで考えて、紗さ夜やははっと顔を上げた。

「──第二波、注意！」

　紗夜がそう叫ぶと同時に、《贖罪の錐角ゴート・アマルテイア》が再び黄金色の閃せん光こうを放った。

　ユリスが屈み込んだ頭上を、光の帯がかすめていく。

　危ういところでそれをかわしたものの、レティシアの光翼に乗って《贖罪の錐角》をやりすごしたケヴィンが、飛び降りながら長剣を突き立ててきた。

　ユリスはとっさに飛び退きつつ煌式遠隔誘導武装レクトルクス三本で応戦するが、ケヴィンが巨大な黒い盾を巧みに操りすべて跳ね除けられてしまう。

《黒盾ガレス》の二つ名は伊達ではない。

　その派手な外見や軽薄な性格とは対照的に、ケヴィンのバトルスタイルはとにかく堅実で慎重だ。

「さすがは《華焰の魔女グリユーエンローゼ》！　中々に情熱的なアタックじゃないの！　どうだい、今度食事でも……！」

「生あい憎にくと、おまえのような浮ついた男は趣味ではない！」

　ユリスが細剣を振り下ろすと同時に顕現した炎の槍──鋭槍の白炎花ロンギフローラムが、至近距離からケヴィンを襲う。

「あらら、ざーんねん！」

　ケヴィンはそれを長剣で振り払いつつ、シールドバッシュを仕掛けてくる。

「くっ！」

　撥ね飛ばされたユリスはその衝撃に顔を歪ゆがめつつ、すぐに身体からだを起こそうとするが──

「どうやらお姫様は、おまえみたいな堅物が好みみたいだぜ、レオ！」

「なっ!?」

　その眼前に、ライオネルの振るうパルチザン型煌式武装ルークスが迫っていた。

「試合中に無駄口がすぎるぞ、ケヴィン！」

（シールドバッシュは目くらましか……！）

　このタイミングでは回避は間に合わない。

　覚悟を決めて星辰力プラーナを防御に集中させようとしたユリスだったが、その剛槍がユリスを薙なぎ払う寸前、割って入ってきた人影が双剣を使ってその一撃を受け流す。

「クローディア……！」

「ユリス、援護を！」

　その言葉にユリスは迫り来るレティシアの光翼を見上げ、仕掛けておいた対空防御用の設置型能力を発動させた。

「綻ほころべ──赤天の孔雀花オーキツドカクタス！」

　ユリスたちの頭上に顕現した巨大な孔雀くじやく仙人掌さぼてんの花が、レティシアの光翼を押し留める。

　ギリギリ間一髪だ。

　だがそこで一息つく間もなく、左右に別れたケヴィンとライオネルがユリスたちを挟撃してくる。

「悪いけど、休ませてはあげられないんだな！」

「ふん！」

　背中合わせになったユリスとクローディアは、手元に引き戻した煌式遠隔誘導武装レクトルクスと《パン＝ドラ》でその攻撃を受け止めた。前と後ろ、両方向からの衝撃に押し潰されそうになりながら、ユリスは思わず悪態を吐く。

「ぐぅ……！　どうするのだ、クローディア！　このままではジリ貧だぞ！」

「そうは言っても、一人でも欠ければその瞬間押し切られます……！　今は耐えるしか……ありません！」

　クローディアがそう叫んだ瞬間、《パン＝ドラ》の輝きが増し、ライオネルのパルチザン型煌式武装ルークスが跳ね上がった。

　さらにクローディアは強引にユリスを突き飛ばして位置を入れ変えると、ケヴィンの長剣を双剣で挟むようにして体勢を崩す。

　その技術は、もはや曲芸の粋だ。

（《パン＝ドラ》の未来予知か……！）

　だが、もはやそのストックはほとんど残っていないはずだ。

「咲き誇れ！　赤円の灼斬花リビングストンデイジー！」

　それでも確かに今は耐えるしかない。

　ユリスはすぐさま能力を発動させると、その大半をクローディアの援護とレティシアの牽けん制せいに回した。誰か一人でも脱落したら、そこでほぼ大勢は決してしまう。

　遊撃であるユリスの役目は、前衛と後衛の両者をサポートし、一時でもチーム全体の流れが滞ることのないようにすることだ。

「クローディア、くるぞ！」

「わかっています……！」

　ユリスは煌式遠隔誘導武装と赤円の灼斬花双方のコントロールに集中し、星辰力プラーナを高めた。

「くぅ……！」

　ライオネルの剛槍を、クローディアは双剣をクロスさせてなんとか受け止める。

　ユリスの戦輪が援護に入ったが、それはケヴィンの剣技によって即座に迎撃されてしまう。

（嫌なコンビネーションですね、まったく……！）

　ライオネルとケヴィンはまるでバトルスタイルが違うのに、憎らしいほどに息の合った闘い方をする。一撃が重くリーチの長いライオネルのパルチザンはとにかく制圧力が高い。攻撃力によって相手の反撃を封じるタイプだが、それでいて粗さが微塵もないのが恐ろしいところだ。

　一方でケヴィンは盾と長剣を生かした堅実な一撃離脱がメインで、これがライオネルの攻撃力と嚙かみ合うとほとんど隙がなくなるのだ。

　そしてなによりも厄介なのが──

「さあ、まだまだいきますわよ！」

　そんな声と共に襲い掛かってくる三枚の光翼を、クローディアは極力ユリスから離れすぎないように回避する。

　このようにレティシアの光翼は距離をものともしない。

　攻防一体のその能力は、間違いなくチーム・ランスロットの要だった。

　もし仮にレティシアをどうにか落とすことができれば、一気に勝ち目が見えてくるのだが……。

（今のままでは近寄ることもできませんね）

　なにしろ遊撃であるケヴィンの動きが完璧で、少しでも突出しようものならすぐに対応してくる。それに加えてレティシア自身も能力頼みの《魔女ストレガ》ではない。接近戦に持ち込めたからといって、すぐにケリをつけられる相手ではないのだ。

　前回の《獅鷲星武祭グリプス》ではまだ付け入る隙がわずかにあったのだが、よほど鍛え上げたのだろう。

　今では一対一の状況でも、果たして勝てるかどうか。

　そもそもチーム・ランスロットとチーム・エンフィールドのチーム構成はよく似通っている。

　純星煌式武装オーガルクスを持つ攻撃手に、時間はかかるが一撃必殺の攻撃力を持つ後衛、そして万能型の能力で攻防に活躍する遊撃手の《魔女》──このあたりは多少の差はあれ拮抗するレベルだ。

　となれば、それ以外のところががんばるしかない。

　つまり、クローディアだ。

　すでに当初の目的はなくなったとはいえ、そもそもこの団体戦に他のメンバーを誘ったのは他ならぬ自分なのだ。その責任がある。

「っ！」

　と、そこへパーシヴァルの放った光弾がクローディアを襲った。

　それ自体はなんなくかわせたものの、その避けた先にライオネルの剛槍が待ち構えている。しかも背後からは退路を断つようにレティシアの光翼までもが迫っていた。

　絶体絶命のピンチだが、クローディアは迷うことなく《パン＝ドラ》の能力を使って回避の道を探る。

　未来予知の残りストックは二十秒を切った。

　チーム・黄龍フアンロン戦で三十秒以上使ってしまったのが痛かったが、今更それを言っても仕方ないし、ここで出し惜しみするつもりもない。

《パン＝ドラ》の星辰力プラーナを注ぎ込むと同時、世界が色を失う。

（幸い右手のケヴィンはユリスが引き付けてくれていますから、後はそこを……っ!?）

　クローディアはその未来を見ようとして、しかしもっと重大な窮地に気がついた。

「これは、それこそ出し惜しみしている場合ではありませんね……！」

　結果として、残ったストックのほとんどをつぎ込むことになってしまったがこの際仕方がない。

　再び世界が色を取り戻すと、クローディアはライオネルの槍もレティシアの光翼もくぐり抜け──さらにその先へ、《パン＝ドラ》を構えて跳んでいた。

　まずいと思った時には、すでに遅かった。

　アーネストの《白濾の魔剣レイ＝グレムス》が下段を狙ってきたのだが、思ったよりもずっと深い。その一撃をジャンプで回避した綾あや斗との足元へ純白の刀身がするりと吸い込まれていく。

　下段はフェイントで、最初からこちらが──綾斗の足元を斬り崩すのが目的だったのだろう。

　任意の物体だけを斬ることができる《白濾の魔剣》、その刃がステージの地面内部を切り裂き、地震が起きた後のように地割れが起きる。

　着地した綾斗もなんとか踏ん張ったものの、バランスを崩し……そこへアーネストの剣閃が走った。

「むっ……！」

　が、間一髪のところで飛び込んできたクローディアが、不意打ちのようにアーネストを襲う。アーネストは急ブレーキをかけ、そのクローディアを迎え撃った。

　その隙に綾斗は体勢を立て直し、すぐにクローディアの加勢に向かう。

「すまない、クローディア！　助かった！」

「いえいえ……！　ですが、これでほとんど未来予知のストックは使い切ってしまいましたのでご了承を！」

　そのまま二対一の形でアーネストを攻め立てるが、アーネストは巧みな体捌さばきでクローディアへ斬撃を集中させた。

「くぅ……！」

《パン＝ドラ》も純星煌式武装オーガルクスなので《白濾の魔剣レイ＝グレムス》を受けることはできるものの、技量の差は歴然だ。

　クローディアは瞬く間に斬り伏せられそうになり、たまらず距離を取る。

「ふふっ、悪いがミス・エンフィールド！　キミには僕の相手は務まりそうにないね！」

「……言ってくれますね、アーネスト」

「クローディア、俺は大丈夫だからユリスを！」

　クローディアは悔しそうな顔でアーネストを睨にらむが、すぐに自分の役割を思い出したのか、ユリスの援護へと向かっていった。

「さあ、仕切り直しだ！」

　そこから再度アーネストの猛攻が始まった。

　上段からの剣閃を凌しのげば、次の瞬間には胸元をえぐるような突きがくる。それをかわしても今度は下段。さらにそこへレティシアの光翼とパーシヴァルの銃撃がサポートしてくるのだ。綾あや斗とはそれを凌ぐだけで精一杯だった。

「はああああああ！」

　それでもなんとか強引にアーネストを押し返して距離を取る。

　アーネストも無理な追撃はせず、一旦お互いに間合いを図り直した。

「はぁ……はぁ……！」

　綾斗は肩で息をしながらも警戒は怠らず、すぐに《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を八相に構え直す。

　対するアーネストはわずかに息を乱している程度で、消しよう耗もう度合いの差は一見して明らかだ。そしてこれは、そのまま綾斗とアーネストの技量の差でもあった。

　やはりアーネストは強い。

　単純な戦闘力というだけなら星せい仙せん術じゆつを扱う暁彗シヤオフエイのほうが上かもしれないが、こと剣に関しては他の追随を許さないレベルだ。

「ああ……やはり素晴らしいね、キミは」

　そんな綾斗に、《白濾の魔剣》を半身に構えたアーネストが爽やかに笑う。

　だからこそ、綾斗はつい訊たずねてしまった。

「前から思っていたんですけど……どうしてそんなに俺を買ってくれてるんです？」

　界龍ジエロンの星露シンルーもそうだが、綾斗からしてみればどうにも買いかぶられているようにしか思えない。

　するとアーネストは意外そうな顔をした後、大きく踏み込んだ鋭い突きを見舞ってきた。

「決まっている！　剣士として闘いたいと思わせるものを、キミが持っているからだよ！」

「そんなこと……！　言われても！」

　胸元を狙った鋭い突きをなんとか弾き返すが、アーネストの剣技の恐ろしいところはここから剣閃が弧を描いて二の太刀、三の太刀と繫がるところだ。刀とう藤どう流の〝連れん鶴づる〟に近いと言えば近いが、あちらが誘導技術との相乗によって成していることを、アーネストは純粋に剣の技量だけでやってのけている。

「ふふっ！　そうだね……！　まあ、確かにそれだけでは納得できないか！」

「ぐっ！」

　大きく胴を薙なぐ一撃を《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》の腹で防ぎ、吹き飛ばされそうになる足を必死で堪える。

「ならばこう言い変えよう！　キミは僕の理想なのだと！」

「理想……!?」

　上段からの打ち込みを受け止め、鍔つば迫ぜり合あいに持ち込む。

　膂りよ力りよくでも綾あや斗とは負けているが、一気に押し切られるほどではない。

「キミも身の内に鬼気を潜ませているのだろう？　それを気質と鍛錬と意志の力で見事に制御している……！　僕と同様に、ね！」

「っ！」

《白濾の魔剣レイ＝グレムス》の刃と《黒炉の魔剣》の刃が競り合い、モノクロの火花が舞い散る。

「それでいてキミは自由に闘い、自由に剣を振るっている！　正直、羨ましいのさ……！」

　瞬間、アーネストの目に強い炎が煌いた。

　綾斗は背中に走った悪寒に従い、逃げるように距離を取る。

　直後、アーネストの剣閃が寸前まで綾斗のいた空間を両断していた。

（あの密着状態から、身体からだの捻りと手首の返しだけで……!?）

「生あい憎にく、キミのように技の名前はないのだが……中々のものだろう？」

《白濾の魔剣》を軽く振るってそう言うアーネストに、ざわりと全身が総毛立つ。

　そして同時に、綾斗の中でなにかが蠢いた。

　先日、あの撫ぶ塵じん斎さいと闘った時には、まだ不完全だった『鍵』。

　ほんのわずかに足りていなかった鍵が、今まさに形になろうとしているのがわかる。

　そう。もう少しで──

「綾斗！　第三波がくる！」

　が、そこで紗さ夜やの声が響き渡った。

　パーシヴァルの《贖罪の錐角ゴート・アマルテイア》が黄金色の閃せん光こうを放ち、綾斗もとっさに回避行動へと移ろうとしたものの、その行く手を塞ぐようにレティシアの光翼が地面に突き刺さる。

「しまっ……！」

〝識しき〟の境地で周囲の動きを把握していた綾斗のなお上を行く、完璧な連係。

《黒炉の魔剣》で道を切り開くのは容易たやすいが、その一瞬のロスが致命的となるタイミングだった。

　ならば、もはや打つ手は一つしかない。

「はあああああああああああああああああああ！」

　綾あや斗とは気合を込めて《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を振り下ろし、黄金色の光を両断する。

　触れただけで相手の意識を吹き飛ばす《贖罪の錐角ゴート・アマルテイア》の閃せん光こう──確かに《黒炉の魔剣》であれば、それを断つことも不可能ではないだろう。かつて《覇潰の血鎌グラヴイシーズ》相手にそれをやったように。

　だが、《贖罪の錐角》の圧力はかつてないほどに強力だった。

　純星煌式武装オーガルクスそのものの力なのか、あるいはパーシヴァルがよほど上う手まく力を引き出し使いこなしているのか。いずれにせよ《黒炉の魔剣》の刃は黄金色の奔ほん流りゆうをなんとか分ちこそしたものの、その柄を両手でしっかりと握り締め、全力で踏ん張っていないとすぐにでも飲み込まれてしまいそうだ。

　なによりも《黒炉の魔剣》自身が、急かすように星辰力プラーナを求めてくる。

（ごめん、耐えてくれ！　《黒炉の魔剣》……！）

　時間にしてみれば、ほんの数秒足らず。それでも綾斗は相当量の星辰力を注ぎ込み、ようやくその無限とも思える時間を乗り切る。

「さて──すまないが、そろそろ決めさせてもらおうか！」

　そこへ間髪いれず、綾斗の右手に回り込んでいたアーネストが斬り込んできた。

　綾斗がそれを迎え撃とうと《黒炉の魔剣》を薙ないだところで、アーネストの剣筋が不意に変化する。

（これはまさか……!?）

　それはかつて綾斗も取ったことがある戦法だ。

　アーネストが握る《白濾の魔剣レイ＝グレムス》が、綾斗ではなく《黒炉の魔剣》目掛けて振り下ろされる。

《黒炉の魔剣》と《白濾の魔剣》は同格の純星煌式武装であり、本来ならば一方的に相手を破壊することはできないはずだ。しかし《黒炉の魔剣》は今まさに《贖罪の錐角》の攻撃を全力で凌しのいだばかりで消しよう耗もうしている。

　まさしくアーネストの狙いはそこだった。

　純白の刃が《黒炉の魔剣》の腹に叩き付けられた途端、綾斗の脳裏に甲高い悲鳴のような声が響き渡る。今までに綾斗は何度か《黒炉の魔剣》の意思らしきものを感じたことがあったが、今度のそれは経験がないくらいに切迫したものだった。

　外装にひびが走り、ウルム＝マナダイトの輝きが急速に失われていく。

「《黒炉の魔剣》……っ！」

　綾斗は思わずその名を叫ぶが、その刃も溶けるように拡散してしまう。

「綾斗！　一度下がれ！」

　そこへ炎の翼を羽ばたかせたユリスが細剣を構えて飛び込んでくるが──

「させませんわ！」

「ぅあっ！」

　レティシアの光翼が横殴りにそのユリスを弾き飛ばした。

「さあ！　いかにキミとて徒手空拳では凌しのげまい！」

「──っ！」

《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を失った綾あや斗とに、アーネストが大きく踏み込んだ斬撃を見舞う。

　アーネストとしても渾こん身しんの一撃だったのだろう。その速度といい、タイミングといい、とてもではないがかわせるようなものではない。

　しかし、その瞬間──綾斗の中でなにかがかちりと音を立て、弾けた。

　　　　　　　　＊

「……ふむ、ようやくか」

　シリウスドームの特別観戦室から決勝戦を眺めていたマディアスは、その光景に満足して大きく息を吐いた。

　その脇の机には、《処刑刀ラミナモルス》の仮面が無造作に置かれている。

「これで昨晩わざわざ出向いた甲斐があったというものだ」

「どういうことだ？　昨晩の戯たわむれとこれと、なんの関係がある」

　その言葉に、横に立つヴァルダが首を傾げた。

「天あま霧ぎり綾斗に施された遥はるかの封印は三段階あってね。それは一定の条件をクリアするごとに解除されるようになっているんだよ」

「……なぜそのような面倒なことを？」

「遥なりに弟を思いやってのことだろう。もっとも、本当のところは本人に聞いてみないとわからないがね」

　マディアスはそう言って肩を竦すくめながらも、説明を続ける。

「ともかく、その最終段階である三つ目の封印は『溜め込まれた力が自分を超えた時に解除される』ようになっていた。つまり、ようやく彼は遥に追いついたというわけだ」

「力が……？」

　ヴァルダはまだ理解できていないようだ。

「それほど難しく考える必要はないよ。ようは、彼が一定の強さに到達するまでその力を発揮できないようにしていたというだけのことさ」

　するとヴァルダはどこか呆あきれたような目でマディアスを見る。

「ではまさか……昨晩は、そのために天霧綾斗を鍛えてやりにいったというのか？」

「その通り。力をつけるには、一番手っ取り早い方法だろう？」

　マディアスは口元に愉悦の笑みを浮かべると、一人小さくつぶやいた。

「さて、労力に見合うだけのものを見せてくれたまえよ……天あま霧ぎり綾あや斗と君」


第八章　チーム・エンフィールド

　綾斗は暗闇の中に、もう一人の自分の姿を見ていた。

　姉の力によって縛鎖に囚われた、己自身を。

　その身体からだを戒いましめる縛鎖には三つの錠前が施されており、以前に見た時と同じように一つ目は壊され、二つ目はすでに外されている。

　そして三つ目──未だに鍵がかかったままの錠を前に、綾斗はゆっくりと手を開く。

　そこにはやはり光輝く鍵があった。

　以前の時とは違う、完全で完璧な鍵だ。

　綾斗は三つ目の錠に、その鍵を差し込む。

　かちりと小さな音が暗闇に響き、錠前が開いた。

　同時に縛鎖が一度生き物のようにぶるりと震えたかと思うと、猛烈な勢いで綾斗の身体を離れ、暗闇の上空へと巻き上げられていく。

　その時、綾斗はようやく気がついた。いや、その姿をはっきりと認識できるようになったというのが正しいのだろう。

　戒められていたのは、綾斗自身ではなかった。
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　過去の──六年前に姉と別れた時の、まだ幼さの残る少年の綾あや斗とだ。

　その綾斗が屈くつ託たくのない笑みを浮かべ、手を差し出してくる。

　綾斗はごく自然にその手を取り──その瞬間、暗闇が一気に眩まばゆい光で照らされた。

「なにっ……!?」

　アーネストが驚いたように目を見開く。

　それはそうだろう。

　今の一撃は、完全に回避できるタイミングではなかった。

　──が、今の綾斗にしてみれば不可能というほどではない。

　綾斗は屈むようなバックステップと同時に、ホルダーから予備のブレード型煌式武装ルークスを取り出し、起動する。

　それを見たアーネストの表情が、驚きよう愕がくから喜悦へと変化した。

「素晴らしい……！」

　アーネストは《白濾の魔剣レイ＝グレムス》を構え直すと、瞬時に間合いを詰める。

　地を這うような下段から、弧を描いての上段突き。

　この煌式武装では、アーネストの《白濾の魔剣》を受けることはできない。

　しかし、綾斗は最小限の動きだけでその連続攻撃をかわしてみせた。

「む……っ！」

　以前撫ぶ塵じん斎さいと闘った時にも覚えた、まるで本来あるべき自分に戻ったような感覚。

　意思と身体からだが溶け合うように馴染み、身体の隅々にまで力が行き渡るのを感じる。

　綾あや斗とはブレード型の煌式武装ルークスを下段から斬り上げつつ、手首を返して袈け裟さ懸けに斬り下ろす。アーネストは引き戻した《白濾の魔剣レイ＝グレムス》でそれを防ぐが、二撃目の刃はガラードワースの制服を切り裂いていた。

「っ！」

　アーネストがミスをしたわけではない。

　それよりも、綾斗が疾はやかったのだ。

　今までよりもずっと自然に、精確に、そして疾く身体が動く。

「アーネスト！」

　レティシアの背中から広がる光翼が新たに四枚増え、全十二枚の翼が同時に綾斗を襲う。

　だが綾斗は刃を一閃し、一呼吸でそれを全て斬り払ってみせた。

「そんな……！」

　それでもさすがにチーム・ランスロットの連係は驚異的で、その隙を突くようにケヴィンとライオネルが綾斗を左右から挟みこんでいる。

　ちらりと視線を向ければ、クローディアはパーシヴァルの銃撃によって足止めをされているようだ。

「やるもんだねえ！　とはいえ、《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》がなけりゃオレたちだってさあ！」

「おうとも！」

　長剣と剛槍のコンビネーションを、しかし綾斗は瞬時に見切っていた。

　無造作に歩みを進めながら胴を薙なぐ長剣を弾き上げ、上段から押し潰すように振り下ろされた剛槍を撫なでるようにいなす。

　と同時に、綾斗は二人に斬撃を放っていた。

　ケヴィンは強引に盾を引き、かろうじてそれを受け流したものの、長大な長柄武器のライオネルにはかわすことも防ぐこともできない。

「ライオネル・カーシュ、校章破損バツジブロークン」

「なん……だと？」

　綾斗の刃は、その切っ先だけでライオネルの校章を両断していた。

　ライオネルが驚きよう愕がくに目を見開き、その巨体ががくりと膝をつくのを横目に、綾斗はケヴィンにさらなる連撃を見舞う。

「おいおい、冗談じゃないぜ……！　この剣筋、まさかアーニーよりも……！」

　ガラードワース一の堅牢さを誇ると言われるだけあって、ケヴィンの防御技術は卓越したものがある。

　とはいえ、だ。

「天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆう剣術奥伝──〝罷ひ牙が蜂ばち〟」

　綾あや斗とは短いバックステップで一度距離を図り直すと、身を捻るようにして踏み込みながら突きを放った。

「ぐう……って、なにぃ!?」

　勢いを乗せた刺突を叩き込むと、ケヴィンの盾がひび割れ、砕け散る。

　綾斗はそこからもう一歩踏み込み、ケヴィンの校章を狙って刃を振るうが──

「僕の剣筋よりも、なんだって？」

　その一撃は、滑り込むようにして体を入れ替えたアーネストに弾かれてしまった。

「ケヴィン、君はミス・エンフィールドを頼む！　パーシヴァルの足止めもそろそろ限界のようだからね！」

「あ、ああ……了解！」

　綾斗も深追いをせず、再度アーネストと向き合う。

　と、そこで綾斗は違和感を覚えた。

　アーネストの構えが若干ではあるが変化している。本来ガラードワース流の構えは攻防自在のバランス型だ。それが今のアーネストは《白濾の魔剣レイ＝グレムス》を上段に構え、防御よりも攻撃に比重を置いているように見える。

　それから、もう一つ。

「さあ、続きといこうじゃないか！」

　そう言って仕掛けてきたアーネストの表情が、いつもの穏やかな微笑から、どこか凄みを感じさせる不敵な笑みへと変わっていた。

「……ユリス、大丈夫？」

「ああ、すまんな！」

　レティシアの光翼をまともにくらったユリスは足を負傷してしまったが、駆けつけてくれた紗さ夜やに肩を借り、なんとか追撃を避けることができた。

　レティシアの光翼はしつこくユリスたちを牽けん制せいしてくるが、紗夜はユリスという荷物を抱えつつもヴァルデンホルト改のバーニアユニットでステージを滑るように駆け抜け、それを回避している。

　いかにも窮屈そうで申し訳ないが、今は紗夜に頼るしかない。

　炎の翼で飛ぶことはできなくもないが、空中でレティシアの変幻自在に動く光翼の相手をするのは難しいからだ。

「だが、それにしても……あの綾あや斗との強さは一体なんだ？」

　ユリスは炎の戦輪でケヴィンと闘っているクローディアを援護しながらも、ステージ中央で激しく刃を交える二人の姿がどうしても気になって仕方がなかった。

　つい先程まで形勢は明らかにアーネストが有利だったのは間違いない。

　それも当然だろう。なにしろ相手は当代随一と称される、アスタリスク最高の剣士なのだ。

　──それが今では、完全に逆転していた。

　激しく刃を閃ひらめかせる攻防は、どう見ても綾斗が押している。

　しかも綾斗のほうは《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》が使えなくなった状態で、だ。もし綾斗がそのまま《黒炉の魔剣》を振るっていたならば、勝負はすでについていたかもしれない。

　それほどまでに、今の綾斗はアーネストを圧倒していた。

　確かにクローディアから夜や吹ぶきの父を退けた際の綾斗の力については聞いていたが、まさかこれほどとは。

「……たぶん、ハル姉の封印が全部解除されたのだと思う。つまり──あれが本来の綾斗の実力」

　ハンドガンを連射してパーシヴァルを牽けん制せいしている紗さ夜やが短く、しかしどこか誇らしげに応える。

「それはなんとなくわかるが……いや、しかしこれほどまでに変わるものか？」

「ユリスは昔私がこう言ったのを覚えてる？　『綾斗と闘ってリースフェルトが無事なわけがない』」

「……ああ、覚えているとも。学園を案内した時のことだな」

　あの時は随分と挑発してくれると思ったものだ。

「私はずっと不思議に思っていた。私の記憶の中の綾斗がちゃんと成長したなら、きっとすごくすごく強く──それこそハル姉みたいになってるはずだって。でも、封印を解除したという綾斗は確かに強かったけど、私が思っていたほどじゃなかった」

「うわっ!?」

　死角から襲ってきたレティシアの光翼を紗夜が急旋回で回避し、ユリスは振り落とされないようにしがみつく。

「綾斗が剣の修行をやめていたり訓練をさぼっていたのならわかるけど、そうでもないみたいだった。綾斗はこの学園にきても真面目に一生懸命励んでいたし、私が引っ越してからもきっとずっとトレーニグを積んでいたんだと思う」

　ハンドガンを連続で放ちながら、淡々と紗夜が続ける。

「それで、なにが言いたい？」

「……ユリスは気がつかない？　綾斗がこの学園に来てからもう一年以上経つけれど、その時から綾斗の力がまるで成長していなかったことに」

「なに……？」

　その言葉にユリスは目を見開いた。

「い、いや、そんな馬鹿な……！　確かにあいつは……」

　そう否定しかけて、はっと口をつぐむ。

　言われてみれば確かに、綾あや斗とが大きく力を増したと感じたのは、封印を破ったり解除したりした時だけだ。《鳳凰星武祭フエニクス》以来、ユリスと共にあれほどトレーニングを重ねてきたというのに。

「新しく連係を習得したりといった技術的な部分は普通にできていたから、私も確信が持てたのは今の綾斗を見ての話だけど……おそらくハル姉の封印は、綾斗の力をずっとあの頃のままに押さえ込んでいたんだと思う」

「馬鹿な！　だったら……！」

　ユリスは愕がく然ぜんと綾斗を見つめる。

　綾斗が姉である遥はるかに力を封じられたのは、六年前。

　だとすれば。

「そう。──綾斗は今ようやく、六年間貯め込んでいた力を取り戻した。もうどんな相手にだって負けるはずがない」

　紗さ夜やが自信満々に断言する。

　その視線の先では、綾斗の剣閃がアーネストの手から《白濾の魔剣レイ＝グレムス》を撥ね上げ──

（いや、違う……？　今、まるで自分から手放したように……）

　ユリスがなにが起きたのか目を凝らそうとしたその時。

　今度はアーネストの動きが一変した。

　　　　　　　　＊

　アーネスト・フェアクロフという人間は常に自分を律してきた。

　たとえ自分の本意ではなくとも、そうすることで周囲が、仲間が、家が、学園が、彼を取り巻く多くの者たちが利益を得るというのなら、それでいいと思っていたからだ。

　別段アーネストが博愛主義者であったわけでも利他主義者であったわけでもなく、自分のためだけに行動することによって多くの者が不利益を蒙るのであれば、単純に利益の総和が多いほうを選ぶほうが効率的であろうという判断をしていただけである。それが統合企業財体が支配するこの世界で生き抜くために最も適したスタイルだ。

　もちろん自分を殺して生きることは息が詰まるが、アーネストは適度に息抜きをして自分をごまかす技術に長けていたし、それに大きな不都合を感じたこともほとんどなかった。強いて挙げれば、『彼女』の一件くらいだろうか。

　だが、それも今となっては昔の話だ。

　ただ、予感がなかったわけでもない。

　アーネストのそのスタイルは、何物にも代え難い望みが生じた瞬間に破綻する。

　他のすべてを捨て置いても、今まで積み上げ築き上げてきたものを投げ打ってでも、手に入れたい願望。

　アーネストは心のどこかでそれを恐れ、同時に求めていた。

「はあああああ！」

「ふんっ！」

　校章を狙った綾あや斗との斬撃をアーネストは《白濾の魔剣レイ＝グレムス》で受け流すが、その切っ先はすぐに角度を変えて再び襲い掛かってくる。

　──天あま霧ぎり綾斗。

　その動きも剣技も、あらゆる部分が先程までとは別人と思えるレベルで進化している。

　だが、あくまでその本質的なところは変わっていない。突如として歯車が嚙かみ合ったような、土台はそのままにただ動きが円熟し、技が冴え渡ったような──そんな印象だ。

《白濾の魔剣》という圧倒的なアドバンテージをもってしても、今やアーネストは一方的に押し込まれていた。

　このままでは遠からず、校章が割られてしまうのは間違いない。

「ふふ……ふふふ……！」

　そんな状況なのに、アーネストは笑いを堪えることができないでいた。

　この逆境が、この窮地を与えてくれる相手が、堪らなく愛しい。

　アーネストが心のどこかで求めていた、抗い難い欲求。

　その姿を一目見たときから、直感的に感じていた。

　彼は、自分の写し身だと。

　内に鬼気を飼いながら、凛とそれを制している。

　なのに彼は、自分よりも遥はるかに自由だった。それを妬ましいと思わなかったといえば噓うそになる。が、そんなことはささいなことだ。

　今、その彼が──天霧綾斗が自分を追い詰めている。

　ならば。

　だとしたら。

　もはや我慢する必要もない。

　アーネスト・フェアクロフが自覚した、何物にも変え難い、すべてを犠ぎ牲せいにしても叶えたい程の、その欲求。

　──自分の力を、思う存分に振るってみたい。

「っ!?」

　アーネストが《白濾の魔剣レイ＝グレムス》を投げ捨てると、綾あや斗とは驚いた顔でアーネストを見た。

　そうとも。なにもかも知ったことか。

　鬱陶しく窮屈なフェアクロフの家も、過大な期待と要求を世辞に隠して取り巻く縁者たちも、自分を戒いましめるだけのくだらない魔剣も、面倒で重いだけの《聖騎士ペンドラゴン》という二つ名も、綺麗事と盲目的な忠誠心だけ養うため学園も、敬意と友情で結ばれたこの仲間たちも、呵責と献身に突き動かされて闘いの場に身を投じた愚かで可愛かわいい健けな気げな妹も、そして思い出の『彼女』も……今、この瞬間の前にはすべてがどうでもいいことだ。

　アーネストは予備のバスタードソード型煌式武装ルークスを起動させると、生まれて初めて心の底からの笑みを浮かべた。

　　　　　　　　＊

　綾斗は直感的にそれを悟り、距離を取る。

　その直後、綾斗の首筋を狙った斬撃が皮一枚のところを掠かすめていった。

　ガラードワース流の曲線を描く剣筋ではない。もっと直線で鋭角な、優雅さも華やかさもない、ただ相手を屠るためだけの剣だ。
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「……それが本当のあなたというわけですか、アーネスト・フェアクロフ」

「ああ、そうだとも。そして今のキミが本当の天あま霧ぎり綾あや斗とというわけだ」

　アーネストは片手に持った剣を無造作に下げながら、その端正な顔に似つかわしくない歪いびつな──それでいて、なぜか妙に馴染んだ凶悪な笑みを綾斗に向けた。

「はああああああああ！」

「うおおおおおおおお！」

　お互いに咆哮を上げ、同時に踏み込む。

　綾斗の振り下ろした剣を横に弾いたアーネストが、身体からだをひねりながら懐に入り、足をかけるようにして綾斗を引き倒した。ガラードワース流剣術には存在しない組討術──が、綾斗は片手で後方転回しつつ、逆にアーネストの足を薙なぐ。

　アーネストが跳び退ってそれをかわしたのを見て、綾斗は着地するとすかさず間合いを詰め、下段から斬り上げた。アーネストは上体を反らしてその一撃をかわすが、切っ先がその制服の胸元を大きく斬り裂く。しかし同時にアーネストが放った突きが綾斗の脇腹を掠かすめていた。

　どちらもまだ、浅い。

　だがそのまま数合斬り合う内に、綾斗とアーネスト双方に切創が増え、一太刀ごとにその傷が深くなっていく。お互いに相手の剣筋を見切りつつ、ギリギリまで間合いを削っていっているためだ。

　アーネストのそれは凶暴で冷たい剣だったが、その根底を圧倒的な技術が支えていているため、荒々しく見えても一切の隙がない。

　激しい剣戟と共に星せい導どう館かんとガラードワースの制服が千切れ飛び、血飛沫が舞う。

　が、それでもなおどちらも決定的な一撃をもらうことはない。

　──そして、先に動いたのはアーネストだった。

「はははは！　素晴らしい高揚感だ！　まさしく生を感じるよ！」

　牙をむいて哄笑しながら鍔つば迫ぜり合あいに持ち込むと、至近距離から綾斗の顎に肘を打ち込んでくる。

「ぐぁっ……！」

　思わず仰け反ったところへアーネストの連撃が襲い掛かってくるものの、さすがにそれは食らわない。口の中に広がる鉄の味を吐き捨てながら、今度は綾斗のほうから仕掛けていく。

　今のような技術は、むしろ天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆうの得意とする分野だ。

「天霧辰明流組討剣術──〝砥と柄つか壬み〟！」

　綾斗は相手の間合いに飛び込み様右袈げ裟さに斬り下ろすと持ち手を変え、身を引いてそれをかわしたアーネストの腹に柄つか頭がしらを叩き込む。

「ぐふっ!?」

　さらに空いた右手でその顎に掌しよう打だを見舞うが、ほぼ同時にアーネストの膝蹴りが綾あや斗との鳩尾みぞおちにめり込んでいた。

　それでもお互いに足を踏ん張り、体勢を崩すことなく剣を構える。

　袈け裟さ懸けに斬り下ろしてきた一撃を逆ぎやく袈げ裟さに斬り上げた斬撃で弾き、お互いに薙ないだ抜き胴の切っ先がぶつかり合って軌道が逸それる。間合いを詰めれば拳こぶしと肘、抜き手と掌打が双方の急所を穿ち、隙あらば相手を組み敷こうと付け狙う。

　一太刀ごとに、一撃ごとに血が舞い散り、それでもお互いに一切怯まず、一歩も譲らない。

　形勢はほぼ互角。身体スペックでは綾斗が勝っているが、技量ではやはりまだアーネストには及ばない。

　正直、どちらが勝ってもおかしくはなかった。

　とはいえこの闘い方を続ければ、結果は明白だ。どちらかが命を落とす。

　そうなる前に、決着をつけねばならないだろう。

　じりじりと摺り足で間合いを削りながら乱れた呼吸を整え、隙を伺う。

　──と。

「汝らに、慈悲と贖罪しよくざいの輪光を」

　あくまで淡々とした声が響き、黄金色の光がステージを薙ぎ払った。

　極限まで集中力の高まった今の綾斗たちにしてみれば、それをよけるのは容易たやすい。

　しかし、お互いに動き出すきっかけには十分だ。

　綾斗とアーネスト、二人の繰り出した渾こん身しんの一撃が真正面からぶつかり合い、その衝撃で凄絶な火花が舞い散った。

　足元がクレーター状に凹くぼみ、剣圧で崩れた瓦礫が弾け飛ぶ。

　残る力をすべてつぎ込んだ鍔つば迫ぜり合あい。

　双方共に歯を食いしばるが、ここでも技量の差が現れた。鍔迫り合いは単に力比べではなく、微妙な駆け引きこそが肝要なのだ。

　結果、お互いに離れた時、ほんのわずかに綾斗の剣のほうが大きく弾かれてしまう。

　アーネストが、一瞬だけ早く剣を戻す。

　この時、レティシアの光翼が綾斗を狙って振り下ろされていたが、アーネストはそれには構わず綾斗の胸目掛けて神速の突きを放った。

　もし。

　もし仮に、普段のアーネストだったらならば、言うまでもなくレティシアの光翼と連係していただろう。

　そうなれば、綾あや斗とはここで負けていたかもしれない。

　だが……これはあくまでチーム戦だ。

「咲き誇れ──大紅の心焰盾アンスリウム！」

　綾斗の胸の前、その校章を護るように焰ほのおの盾が顕現し、凶刃の切っ先を受け止める。

　さらに。

「ずどーん」

　紗さ夜やが放った六条のホーミングブラスターが、アーネストの校章を狙って放たれた。

「ちぃっ！」

　アーネストはそれを一閃して斬り払うが、その隙を綾斗が逃すはずもない。

「天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆう奥おう伝でん──〝修しゆ羅ら月づき〟！」

　ステージを蹴り、綾斗のブレード型煌式武装ルークスがすれ違い様にアーネストの校章を両断する──

「いいや！　まだだ！」

　が、その寸前。

　アーネストの剣が、綾斗の刃を受け止めていた。

「うおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　アーネストが雄叫びと共に綾斗を押し返し、その顔に凶気と喜悦が交じり合った凄絶な笑みが浮かぶ。

　バスタードソード型の煌式武装が真一文字の軌道を描いて煌く。

　腕を撥ね上げられた綾斗の胸はがら空きで、よけることも防ぐこともできない。

　──それでも。

「はあああああああああああああああああああああ！」

　そう。

　この《獅鷲星武祭グリプス》は、あくまでチーム戦なのだ。

「っ!?」

　綾斗の後ろから飛び出したクローディアが、アーネストの斬撃を右の剣で受け流し、カウンターの要領で逆手に構えた左手の剣を振り抜いていた。

「アーネスト・フェアクロフ、校章破損バツジブロークン」

「試合終了！　勝者チーム・エンフィールド！」

　静まり返ったステージに機会音声が響いた後、《パン＝ドラ》を払ったクローディアが疲れ果てた笑みを浮かべてつぶやく。

「仲間がいれば、私にだってあなたの相手は務まりますとも……アーネスト」


エピローグ

「ふぅ……」

　綺き凛りんはその決着を見届けると、ベッドの上で大きく息を吐いた。

『──今！　今、まさに！　大激闘の決勝戦に終止符が打たれました！　二百五十六チームの頂点に立ち、優勝の栄光を手にしたのは！　欠員を抱え圧倒的不利とされた前評判を覆した、星せい導どう館かん学園のチーム・エンフィールドー！』

『天あま霧ぎり選手とフェアクロフ選手の勝負は、これが《王竜星武祭リンドブルス》であればまた違った結果だったかもしれないでありますな。ですがこれは《獅鷲星武祭グリプス》、それを最後まで貫いたのがチーム・ランスロットではなくチーム・エンフィールドであったというのもまた驚きではありますが……』

　空間ウィンドウからは興奮気味の実況と解説の声、それからノイズのような大歓声が聞こえてきている。

　確かに物凄い大激戦であったのは間違いない。

　綺凛もずっと手に汗を握ったままで、試合の開始から終わりまでずっと気を張ったまま一時も緩めることができなかったほどだ。

　ついに最後の封印を解除したのであろう綾あや斗との本当の実力や、敵ながらその綾斗と互角以上に渡り合っていたアーネストの技量、目を見張る場面があまりに多く、今でも興奮は冷め切っていない。

　ただ、同時に──どうしても拭い切れない悔しさが胸にへばりつき、綺き凛りんを苛さいなみ続けているのもまた事実だった。

「……おめでとうございます、皆さん」

　綺凛は小さくそうつぶやき、ぐっと手を握り締める。

　嬉しくないわけではない。チームの一員として優勝は誇らしいし、準決勝では微力ながらもチームの皆の力になれたという自負も少しはある。

　それに、欠場したとはいえ優勝チームのメンバーであることは変わらないため、願いを叶えてもらう資格も与えられるはずだ（厳密に言えば出場試合数が規定に達しているかで判断される）。これで父を自由にしてあげることができる。それは綺凛の悲願だった。

　しかし、それでもやはり忸じく怩じたる思いはある。

　あの場所に仲間と一緒に立ち、共に闘い、勝利すること──それが叶わなかったことが、堪らなく悔しいのだ。

「やっぱりわたしはまだまだ未熟者です……」

　がっくりと肩を落とし、そう独りごちる。

　新たな力の片へん鱗りんを摑んだとはいえ、こちらもまだ自在に操れるわけではない。決勝戦で綾斗が見せた圧倒的な力を考えると、綺凛はもっともっと強くならねばならなかった。

　綾斗の隣に立った時、少しでも釣り合いが取れるように。

「って、わ、わたし、なにを考えて……！」

　自分の想像に一人あわあわと慌てていると、そこへ枕元の携帯端末が着信を知らせた。

　綾斗たちからの連絡かとも思ったが、まだ勝者インタビューの真っ最中だろう。誰だろうと思って相手を確認すると、そこには予想外の人物の名前が表示されていた。

　綺凛は慌てふためきながら《獅鷲星武祭グリプス》中継の空間ウィンドウを消し、新たに通信用の空間ウィンドウを開く。

　そこに映し出された老齢の女性を前に、綺凛は背筋を伸ばして言った。

「──ご無沙汰しております、大叔母様」

　　　　　　　　＊

「よう、ご無沙汰だな」

　シリウスドーム地下の資材搬入用通路に、ディルクの低い声が響く。

　上のステージでは今まさに表彰式と閉会式の準備が進められているはずで、ここにやってくるような人間は本来誰もいない。

　わざわざディルクが呼び出した者以外は。

「用件はなんですか、Ｄ。まさか《研究所》の名前まで使うとは」

　薄暗がりの中から現れたのは、聖ガラードワース学園序列五位──つい先程までチーム・ランスロットの一員として闘っていたパーシヴァル・ガードナーだ。

「ざっと十年ぶりか……まさかてめぇがガラードワースに入ってやがるとはな。正直、調べさせるまでまったく気がつかなかったぜ。それも《聖杯》の使い手ときやがった」

「私はすぐに気がつきましたよ。なにしろ、あなたはまるで変わっていませんでしたからね。レヴォルフというのも実にお似合いです」

　パーシヴァルはディルクを前にしても表情一つ変えず、平然と続ける。

「それで、まさか思い出話をするために呼び出したわけではないでしょう。私は表彰式に出なければならないので、あまり時間はないのですが」

「ふん、そいつはオレだって同じことだ」

　生徒会長であるディルクには、原則的に表彰式などの式典には顔を出さねばならない。

「単刀直入に言うぜ。もう一度オレの下につけ。オレならあんな連中よりも、よっぽどてめぇを上手く使ってやれる」

「……言っている意味がわかりません。よもやこの私にレヴォルフへ入れと？」

「アホか、アスタリスク内での転校移籍は星武憲章ステラカルタ違反だ。そうじゃねえよ」

　ディルクは舌打ちをしてからそう言うと、パーシヴァルを睨みつける。

「オレたちの……いや、オレの計画に手を貸せ。そうすりゃ、てめぇの望みだって叶えてやる」

「……私の望みを？」

　それを聞いたパーシヴァルの表情が、ぴくりと動く。

「ああ、そうだ。《星武祭フエスタ》で優勝するなんて遠回りなことをする必要はねえ。もっと手っ取り早く叶えてやるよ。それに……試合を見てたが、そもそもあんな体たらくじゃ優勝なんて夢のまた夢だろうが」

「……私は全力を尽くしました」

「だから問題だっつってるんだよ、ガキが」

「……」

　ディルクの罵ば倒とうに言い返してこないところを見ると、それなりに自覚はあるらしい。

「どうせまだ自分は一つの武器だとかほざいてやがるんだろう？　だったら、てめぇに必要なのは仲間なんかじゃなく有能な使い手だ」

「あなたがそうだとでも？」

「十年前を思い出せばわかるだろう？」

　ディルクが挑発的にそう言うと、パーシヴァルはしばらく押し黙ってから短く答えた。

「……わかりました。話だけは聞きましょう」

　　　　　　　　＊

「はぁ……やれやれ、やっと解放されたか。《鳳凰星武祭フエニクス》の時も思ったが、ついさっきまで闘っていた人間を壇上に上げるのはどうかと思うぞ」

　閉会式と表彰式を終えて控え室へと戻る途中、ユリスが足を引き摺りながらそんなふうに愚痴る。

「あの時のユリスは治療院に直行で、式典には出ていなかったじゃありませんか」

「できれば今回もそうしたかったのだがな」

　ユリスはわざとらしい苦笑をクローディアに向けた後、ちらりと横目で綾あや斗とを睨んだ。

「私よりはるかに満身創痍な男が出るというのだから、逃げるわけにもいくまいよ」

「ははは……」

　困ったように頰を搔く綾斗は、身体のあちこちに応急手当が施された姿だった。

　本音を言えば綾斗だってゆっくり身体を休めたかったのだが、学園広報の人間にどうしてもと頼まれて断りきれなかったのだ。

　幸い命に関わるような怪我はないし、なによりも封印が全て解除されたこともあってか、傷は痛んでも気分のほうはすこぶるいい。

「ところで……大丈夫ですか、紗さ夜や？」

「……すやぁ」

　クローディアがそうを声をかけると、半分眠りながら歩いていた紗夜はゆっくりと親指を立ててみせた。

「どれだけ器用なのだ、こいつは……む？」

　そんなユリスの呆れ顔が、ふいに引き締まる。

「──やあ、チーム・エンフィールドの諸君」

　その視線を追うと、通路の向こうからチーム・ランスロットの面々が歩いてくるところだった。

「式典の壇上ではゆっくり話もできなかったからね。──まずは改めて優勝おめでとう」

　綾斗同様、全身に痛々しい手当ての跡を残したアーネストが、いつもの爽やかな笑顔でそう話しかけてくる。

「……もう、すっかり元通りですね」

「ははは、おかげでだいぶすっきりしたからね。これでまた十年ぐらいは我慢できそうだよ。……もっとも、彼には愛想を尽かされてしまったみたいだけど」

　アーネストはそう言って、腰のホルダーを軽く叩いた。

　つまり《白濾の魔剣レイ＝グレムス》からは見限られてしまったということらしい。

「まったくもう、おかげでこっちは大変ですわ。よりにもよって《聖騎士ペンドラゴン》の二つ名を持つ騎士の中の騎士、それも聖ガラードワース学園の生徒会長がいきなりあんな……」

　横に立つレティシアはうんざりした顔で文字通り頭を押さえている。

　確かに普段のアーネストが完璧だった分、あの凶暴な姿を衆目に晒してしまったことは、イメージ的に大きなマイナスなのは間違いない。生徒会としては頭が痛いところだろう。

「そこは副会長のあなたがサポートするところでしょう？　がんばってくださいね、レティシア」

「くっ！　他人事だと思って簡単に言ってくださいますわね、クローディア……！　いいですか、一応断っておきますけれど今回負けたのはアーネストであって私ではありませんから！」

「……中々辛辣だね、レティシア」

　アーネストが微妙に顔を顰めるが、レティシアは無視してクローディアにびしっと指を突きつけた。

「いずれにせよ、団体戦は一勝一敗。勝負は次の機会に持ち越しですわ！」

「はいはい、なんであろうと受けてたちますとも。……私もあなたには大きな借りがありますから」

　そんなレティシアに、クローディアが笑顔で応える。

「いや、完敗というなら俺もだ。天あま霧ぎり綾あや斗と、おまえの剣技には感服した」

「ああ、いや、そんな……」

　と、ライオネルがその大きな手でがっしりと綾斗の手を握ってきた。

「まあ、校章を叩き割られたのはレオであって、オレは別段負けたわけじゃないけどねー」

　その横ではケヴィンが揶や揄ゆするような笑顔で、にやにやとライオネルを煽っている。

「相変わらずおまえには謙虚さが足りんな、ケヴィン」

「おやおや、八つ当たりはやめてくれよ、レオ」

　ライオネルとケヴィンが顔をぶつけそうな距離で睨み合うのを見て、ユリスがどこか意外そうにつぶやいた。

「なんというか……思っていたよりも愉快な連中だな、おまえたちは」

「それはそうさ。人間を一面だけで決め付けるのは愚か者のすることだよ」

「あなたが言うと説得力がありますね、アーネスト」

「……いや、クローディアもね」

　アーネストにつっこむクローディアにつっこむ綾斗。

「まあ、とにかく。いずれにせよ、僕たちはパーシヴァルを除いてこれでほぼ引退だ。最後に闘った相手がキミたちで良かったよ」

「彼女はあなた方と同世代ですから、また見えることもあるでしょう。その時は覚悟なさいまし」

　レティシアはそう言って我が子を誇るように、今までずっと黙って最後尾に控えていたパーシヴァルの肩に手を置いた。

「……いえ、そんな」

　パーシヴァルはあくまで無表情のまま、そう短く応える。

「では、そろそろお暇するとしよう。引退といってもまた顔を合わせることもあるだろうし、よしなに頼むよ」

　アーネストはあくまで爽やかにそう言うと、チーム・ランスロットを引き連れて去って行った。

　──と。

「……あいつは危ない匂いがする」

　立ったまま眠っていると思っていた紗さ夜やが、ふいにぼそりとつぶやいた。

「うん？　あいつというと、パーシヴァル・ガードナーのことか？」

「そう。今回闘った中で、一番底が見えなかった」

　紗夜にしては珍しい物言いだが、確かに決勝戦で一番パーシヴァルとやり合っていたののだから、なにか感じるところがあったのかもしれない。

「まあまあ、それよりもまずは治療院に向かいましょう。綾あや斗ととユリスはちゃんとした治療を受けなければなりませんし、なによりも綺凛に優勝の報告をしなければなりませんからね」

　ぽんと手を打ち、空気を変えるように明るくクローディアが言う。

「ああ、そうだね。綺き凛りんちゃんの怪我の具合も気になるし」

「おまえのその様を見れば、向こうが心配してきそうだがな」

　……それはかなりありえそうな話だ。

「ふぅ……うん、それじゃ早速行こう。きっと綺凛も待ってるはず」

　紗夜も気持ちを切り替えるように息を吐いた後、小さく笑みを浮かべてそう言った。

「今の時間、この会場から治療院に向かうのであれば飛行船のほうが早いでしょうね。手配しますので、少々をお待ちを」

　クローディアが携帯端末を取り出してなにやら話していると、ちょうど綾斗の端末にも着信が入った。

　そこに表示された名前を見た綾斗は、思わず固まる。

「え……？　と、父さん？」


あとがき

　こんにちは、三み屋や咲ざきゆうです。

　ついにアスタリスクも二桁突入の十巻となりました！　お知らせもたくさんあるのですが、今回はあとがきが２ページしかないので簡潔にいきます！

　まずはこの十巻で第二部にあたる《獅鷲星武祭グリプス》編は完結です。チーム戦を二回というバトル満載の巻となり、登場人物の数もおそらく過去最多でしょう。チーム戦が終わったとはいえ、チーム・黄龍フアンロンやチーム・ランスロットの連中は今後まだまだ出番がありますのでファンの方々はご安心を。ちなみに個人的には星露シンルーと暁彗シヤオフエイと過去話を書いてた時が最高に楽しかったです。

　次の十一巻は幕間的なエピソードとなる予定ですが、内容的にはがっつり綺き凛りんの話です。今巻では活躍こそしましたが、やや不遇だったことは否めないので、その分も挽回させてあげられたらなと。なお、エピローグで綺凛のシーンの引きと綾斗たちのシーンの引きが被っていますが、まあつまり次はそういうお話になるのだと思ってください。

　それと今更ではありますが、《獅鷲星武祭》編の補足というか八巻の修正のお話を。増刷修正時にツイッターではお知らせしたのですが、八巻初版は本来あった試合を都合でカットしたために勘違いというかミスが起こり、本戦以降の日程と試合数がおかしくなっています。二版以降は修正されていますが、申し訳ありませんでした。

　さて、今回もokiuraさんの美麗イラストは眼福です！　本編挿絵ではいろいろと懐かしいキャラも描いてくださったので、まだ見ていない方はお楽しみに！

　にんげんさんによる漫画版『学戦都市アスタリスク』（コミックアライブ）と、茜錆さんによる『学戦都市アスタリスク外伝　クインヴェールの翼』（別冊月刊少年マガジン）もよろしくお願い致します！

　そしてアニメ！　皆さん昨年秋から放送されたファーストシーズンはご覧になっていただけたでしょうか？　この春からはいよいよセカンドシーズンも始まりますので、何卒応援よろしくお願い致します！　さらに二月に発売となったゲーム『学戦都市アスタリスクフェスタ 鳳華絢爛』も好評なようで有難い限り！　他にもグッズなどいろいろ出ているので、そちらもお願いしますね！

　最後になりましたが今回も多くの方に助けていただきました。

　今回も担当編集Ｉ氏には感謝しかありません。本当に毎回苦労をかけてすみません。同じく編集のＳ氏と、編集部の方々、アニメ関係の方々、ゲーム関係の方々、そしていつも応援してくださる読者の皆様に最大のお礼を申し上げたいと思います。

　それではまた次巻でお会いできることを願って。

二〇一六年二月　三屋咲ゆう
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